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これからの土木広報戦略
―共感形成のカギ握る「対話」

広報アドバイザー／土木ライター　三上　美絵

﹁
ら
ん
ま
ん
﹂の
時
代
か
ら

雑
誌
は
有
力
メ
デ
ィ
ア

「
国
づ
く
り
と
研
修
」
創
刊
一
五
〇
号
、

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

雑
誌
の
創
刊
と
い
え
ば
、
植
物
学
者
・
牧

野
富
太
郎
を
モ
デ
ル
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続

ド
ラ
マ
「
ら
ん
ま
ん
」
で
、
主
人
公
が
「
植

物
学
雑
誌
」
を
創
刊
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

り
、
興
味
深
く
観
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ど
こ
ろ
か
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
も
な
い
明

治
半
ば
の
当
時
、
雑
誌
は
計
り
知
れ
な
い
影

響
力
を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
現
実
の
世

界
で
も
、牧
野
は
雑
誌
で
発
表
す
る
こ
と
で
、

新
種
の
植
物
を
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
国
づ
く
り
と
研
修
」
が
創
刊
さ
れ
た
の

は
、「
植
物
学
雑
誌
」
の
創
刊
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
九
十
年
後
に
あ
た
る
一
九
七
七
年
。
当

時
の
日
本
は
、
高
度
経
済
成
長
社
会
へ
躍
進

す
る
半
面
、
公
害
や
環
境
問
題
が
顕
在
化
し

て
い
ま
し
た
。
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
る
創
刊
号
で

は
、「
こ
れ
か
ら
の
国
づ
く
り
は
、
国
民
の

合
意
を
得
な
が
ら
、
自
然
環
境
へ
の
適
切
な

配
慮
を
し
つ
つ
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
、
同
誌
が
「
国
づ
く
り
に
関
す
る

情
報
提
供
」
の
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
へ
の
期

待
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
歩
み
始
め
た
明

治
時
代
か
ら
高
度
成
長
期
の
昭
和
時
代
ま

で
、
雑
誌
が
「
情
報
伝
達
」
の
有
力
な
メ
デ

ィ
ア
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ン
ド
は

﹁
情
報
伝
達
﹂か
ら﹁
共
感
形
成
﹂へ

私
は
長
い
間
、
組
織
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
新
卒
で

大
成
建
設
に
入
社
し
て
約
十
年
間
、
広
報
部

で
社
内
報
の
編
集
を
担
当
。
独
立
後
は
、
日

本
経
営
協
会
の
「
社
内
報
企
画
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」、現
在
は
社
内
広
報
の
専
門
会
社・

ウ
ィ
ズ
ワ
ー
ク
ス
の
主
催
す
る
「
社
内
報
ア

ワ
ー
ド
」
の
審
査
員
、
ま
た
土
木
学
会
が
開

催
し
た
過
去
三
回
の
「
土
木
広
報
大
賞
」
で

は
選
考
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

昨
年
、
広
報
関
係
の
有
志
で
立
ち
上
げ
た

「
企
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
“
ざ

わ
ざ
わ
”」に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。以
下
に
、

企
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
最

近
そ
こ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
も
含
め
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
社
内
報
か
ら
、
企
業

と
社
員
の
関
係
性
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。

企
業
経
営
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
わ
れ
て
い

た
時
代
は
、
経
営
層
の
考
え
を
社
内
に
浸
透

さ
せ
、
全
員
が
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
社
内
報
も
、「
経
営
情

報
の
伝
達
」
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、現
代
の
よ
う
に
変
化
が
激
し
く
、

将
来
の
予
測
が
難
し
い
時
代
に
は
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
経
営
ス
タ
イ
ル
で
は
、
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
け
な
い
。
社
員
一
人
ひ

と
り
が
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
理
解
し
た
う
え

で
、
迅
速
に
変
化
の
き
ざ
し
を
つ
か
み
、
自

発
的
に
的
確
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
―
―
。

社
員
が
自
発
的
に
動
く
た
め
に
は
、「
共

感
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
社

内
報
ア
ワ
ー
ド
の
応
募
作
を
見
て
も
、
共
感

の
形
成
を
促
す
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
動
画
で
は
、
ト
ッ
プ
自
ら

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
な
っ
て
社
員
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
役
員
が
新
入
社
員
か
ら

の
質
問
に
答
え
た
り
と
、「
対
話
型
」
を
志

向
し
た
作
品
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

紙
の
社
内
報
も
、「
長
い
文
章
は
読
ま
れ

な
い
」
と
断
片
的
な
情
報
の
羅
列
に
陥
っ
て

い
た
一
時
期
の
潮
流
は
影
を
潜
め
、「
対
話
」

を
じ
っ
く
り
読
ま
せ
る
特
集
企
画
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
ウ
ェ
ブ
社
内
報
で
は
、
読
者
が
「
い

い
ね
」
を
付
け
た
り
、
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込

ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

創刊150号に寄せて 特別寄稿
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﹁
対
話
重
視
﹂の
広
報
活
動
が
光
っ
た

土
木
広
報
大
賞
２
０
２
１

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
内

向
け
の
広
報
活
動
の
こ
と
を
「
イ
ン
タ
ー
ナ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｃ
）」、
社
外

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
外
向
け
の
広
報
活
動
を
「
エ
ク
ス
タ
ー
ナ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｃ
）」
と
呼

び
ま
す
が
、
じ
つ
は
こ
の
二
つ
は
表
裏
一
体

の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

対
話
型
の
Ｉ
Ｃ
に
よ
っ
て
共
感
や
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
が
育
ま
れ
る
と
、
Ｅ
Ｃ
に
も
好

ま
し
い
影
響
が
表
れ
ま
す
。「
仕
事
に
や
り

が
い
が
あ
る
」「
こ
の
会
社
で
働
け
て
幸
せ

だ
」
と
心
か
ら
思
え
ば
、
自
ず
と
家
族
や
友

人
に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
た
く
な
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
個
々

の
社
員
に
よ
る
好
ま
し
い
発
信
は
、
組
織
が

行
う
Ｅ
Ｃ
を
補
完
す
る
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
組
織
に
対
す
る
外
か
ら
の

評
価
が
高
ま
り
、
社
員
は
組
織
を
誇
り
に
思

い
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
さ
ら
に
向
上
す

る
と
い
う
円
環
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

昨
今
は
建
設
業
界
で
も
、
一
方
向
で
は
な

く
「
対
話
」
を
重
視
し
た
広
報
活
動
が
、
少

し
ず
つ
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
土
木
広
報
大
賞
２
０
２
１
」
の
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
「
四
国
防
災
八
十
八
話
マ
ッ
プ
」

は
、
地
域
に
伝
わ
る
防
災
の
教
訓
を
イ
ラ
ス

ト
と
と
も
に
地
図
上
に
示
し
た
啓
発
ツ
ー
ル

で
す
。
試
作
段
階
で
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
教
職

員
な
ど
に
意
見
を
聞
い
て
反
映
す
る
、
制
作

し
た
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
防
災
学
習
を
展
開
す

る
な
ど
、「
作
っ
て
配
る
だ
け
」
で
は
な
い
、

双
方
向
の
広
報
活
動
で
あ
る
点
が
、
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
取
組
主
体
は
、
産
官
学
か

ら
な
る
四
国
防
災
八
十
八
話
・
普
及
啓
発
研

究
会
で
す
。

教
育
・
教
材
部
門
の
優
秀
部
門
賞
を
受
賞

し
た
「『
土
木
ク
イ
ズ
“
ド
ボ
Ｑ
”』
み
ん
な

土
木
の
こ
と
知
っ
と
る
～
？
？
？
」
は
、
石

川
県
の
建
設
会
社
江
口
組
の
社
長
が
、
土
木

の
素
人
で
あ
る
事
務
社
員
に
工
事
現
場
に
ま

つ
わ
る
ク
イ
ズ
を
出
す
と
い
う
動
画
作
品
。

彼
女
た
ち
の
珍
回
答
を
楽
し
み
な
が
ら
、
土

木
の
こ
と
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
点
が
大
好

評
で
す
。
登
場
す
る
社
員
は
、
い
わ
ば
「
世

間
一
般
の
人
々
」
を
代
表
す
る
位
置
づ
け
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
番
組
は
「
社
会

と
の
対
話
」
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
あ
る

高
校
生
は
、
公
開
さ
れ
た
動
画
を
見
て
「
土

木
の
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」と
し
て
、

同
社
に
入
社
を
決
め
た
と
い
い
ま
す
。

も
う
一
件
、
私
が
注
目
し
た
の
は
、
応
募

一
〇
六
件
中
、唯
一
の
Ｉ
Ｃ
の
取
組
で
し
た
。

特
別
賞
を
受
賞
し
た
「
対
話
で
創
る
ド
ボ
ク

の
未
来
」
で
す
。
応
募
者
は
基
礎
の
専
門
工

事
会
社
で
あ
る
九
洲
日
東
。
社
員
数
三
十
五

人
の
同
社
は
、
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
課
題
を
感
じ
、
全
員
参
加
に
よ
る
「
対
話

の
場
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
開
催
前
は
「
職

人
が
集
え
ば
ケ
ン
カ
に
な
る
」
と
危
惧
さ
れ

た
も
の
の
、
当
日
は
世
代
や
立
場
、
価
値
観

を
超
え
て
多
様
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
た

と
い
い
ま
す
。
創
刊
し
た
社
内
報
で
も
、
そ

の
様
子
を
報
じ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
取
組
も
、
従
来
の
情
報
伝
達
型

の
枠
に
留
ま
ら
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
広
報

活
動
で
あ
り
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
土
木
広
報
戦
略
を

考
え
る
う
え
で
、「
対
話
に
よ
る
共
感
の
形

成
」
は
欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。

私
は
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

※
企
業
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
"
ざ
わ
ざ
わ
"

https://note.com
/zaw

azaw
a_cc

「四国防災八十八話マップ」を使った対話型の活動展開
（写真：四国防災八十八話・普及啓発研究会）

「『土木クイズ“ドボQ”』みんな土木のこと知っとる～？？？」
のワンシーン。YouTubeでも公開している

（写真：株式会社江口組）

「対話で創るドボクの未来」では対話集会の様子を社内報に
掲載

（写真：九洲日東株式会社）
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80年代の国づくり・人づくり

昭和55年 6月 13号
わがまちづくり

昭和55年 9月 14号
河川と人間生活

1980年 昭和55年 12月 15号
安定成長下における公共投資の役割

昭和56年 3月 16号
高齢化社会への地域の対応

昭和56年 7月 17号
まちづくりと公園

昭和56年 10月 18号
「社会資本の整備」をめぐって

昭和57年 2月 19号
地方の経済振興と基盤整備

1982年 昭和57年 6月 20号
80年代の建設研修

昭和57年 8月 21号
公共投資と日本経済

昭和57年 12月 22号
高齢化社会と住宅対策

昭和58年 3月 23号
景観論からの発想

昭和58年 8月 24号
道と文化

1983年 昭和58年 11月 25号
魅力ある都市

昭和59年 3月 26号
都市づくりへの視点

昭和59年 6月 27号
国際化のなかの建設産業

昭和59年 9月 28号
下水道と水環境

昭和59年 12月 29号
ハイテク時代の地域変化への対応

1985年 昭和60年 4月 30号
地域と公営住宅

昭和60年 6月 31号
まちづくりと道路

昭和60年 9月 32号
都市空間とライフスタイル

昭和60年 12月 33号
水空間

昭和61年 4月 34号
都市再開発

1986年 昭和61年 7月 35号
地場エネルギーと地域振興

5号

15号

25号

35号

創刊号

10号

20号

30号
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昭和61年 10月 36号
社会資本整備の歴史的意義

昭和62年 1月 37号
ビッグプロジェクトの未来

昭和62年 4月 38号
研修を考える

昭和62年 7月 39号
まちづくりの未来戦略

1987年 昭和62年 10月 40号
東京をめぐる視点

昭和63年 1月 41号
地域自立の座標

昭和63年 2月 42号
その後の四全総

昭和63年 7月 43号
地域の発展とは何か

昭和63年 10月 44号
地域にとって国際化とは何か

1989年 平成元年 1月 45号
国土にとって森林とは何か

平成元年 4月 46号
快適性を考える

平成元年 7月 47号
企業と地域とのコミュニケーション

平成元年 10月 48号
新しいまちのかたち商業空間

平成2年 1月 49号
建設業・未来へのアプローチ

1990年 平成2年 4月 50号
人が育つとき地域の活力

平成2年 7月 51号
遊★空間

平成2年 10月 52号
地域の創造　もっと楽しく★もっと知的に

平成3年 1月 53号
にほんのかたち　★豊かさって何だろう

平成3年 4月 54号
やわらかなまち　★ふさわしい風景

1991年 平成3年 7月 55号
歴史を演出する

平成3年 10月 56号
楽しさを演出する ～人が集うところ～

平成4年 1月 57号
十年後 ～生活大国日本、ゆとりの実感は～

平成4年 4月 58号
都市に生きる「いのち」

平成4年 8月 59号
ほんとうに欲しいものってなんだろう

1993年 平成5年 1月 60号
キッズプレース ～子どもの居場所～

平成5年 4月 61号
ちきゅう・かんきょう

平成5年 7月 62号
ふつうの暮らし ～まちづくりの転機～

平成5年 12月 63号
しあわせづくり・土木の仕事

平成6年 4月 64号
地域からのメッセージ　新たな出会いと交流

1994年 平成6年 7月 65号
土木史に学ぶ国づくり・人づくり

平成6年 10月 66号
土木史に学ぶ国づくり・人づくり2

平成7年 1月 67号
生活福祉空間づくり

平成7年 4月 68号
Jリーグにみる地域づくりのヒント

平成7年 7月 69号
つよくて、やさしい

1995年 平成7年 10月 70号
長寿社会の住まい方

平成8年 1月 71号
戦国武将は、すぐれた土木技術者だった

平成8年 4月 72号
人をたすけ、国を造った僧侶たち

平成8年 7月 73号
土木の近代化と“お雇い外国人”

平成8年 11月 74号
近代土木の黎明

40号

50号

60号

70号

45号

55号

65号
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1997年 平成9年 2月 75号
阪神大震災から2年　なにが変わったか、変わらないか

平成9年 5月 76号
失いたくない風景がある

平成9年 7月 77号
まちづくりのファクター

平成9年 10月 78号
土木教育の現場は、いま

平成10年 1月 79号
土木の歴史が語りかけるもの

1998年 平成10年 5月 80号
まち・新たな時代につなげたい

平成10年 9月 81号
映像に見る土木

平成10年 11月
82号
新たな時代につなげたい首長の条件
いま、町村長に問われること

平成11年 3月 83号
私たちの暮らしと土木　まちづくりと土木遺産

平成11年 6月 84号
小学校の学習現場から　子どもの視点・土木の未来

1999年 平成11年 8月
85号
風土とハーモニーし、風土を生かし地域を光らす、
個性豊かな地域づくりのテクノロジー

平成11年 10月 86号
よみがえるか！ 路面電車

平成12年 2月 87号
2000年 新たな時代へ　幸せの在処

平成12年 4月 88号
雨のあとさき ～資源・防災・環境～

平成12年 7月 89号
ユニバーサルデザイン　まちづくりにどう生かすか

2000年 平成12年 10月 90号
子どもの居場所　こんなまちに住みたい

平成13年 2月 91号
川にまなぶもの　21世紀型川とのつきあい方

平成13年 5月 92号
自転車からまちが見えてくる

平成13年 8月 93号
海を渡った土木技術者たち

平成13年 11月 94号
災害対策とハザードマップ

2002年 平成14年 2月 95号
生きる力を育む　土木教育と総合学習

平成14年 5月 96号
これからの海辺空間

平成14年 8月 97号
WATER・水の世紀へ

平成14年 10月 98号
色にこだわる

平成15年 1月 99号
社会資本 ～百年の記憶・百年の未来～

2003年 平成15年 4月 100号
市民と土木をつなぐ広報

平成15年 7月 101号
こんなまちに住みたい ～人がまちをつくり、まちが人をつくる～

平成15年 10月 102号
水路のある暮らしと風景

平成16年 1月 103号
博物館へ行こう

平成16年 4月 104号
PFI 新しい時代の社会資本整備

2004年 平成16年 7月 105号
歴史に学ぶ地震防災 ～その時、人々はどう動いたか～

平成16年 10月 106号
街路のアメニティ

平成17年 2月 107号
見つめてみよう、私たちの身近な風土

平成17年 4月 108号
城とまちづくり

平成17年 7月 109号
新しい時代の人づくり

2005年 平成17年 10月 110号
橋がつなぐもの

平成18年 1月 111号
人と住まい

平成18年 4月 112号
私たちの暮らしと砂防

75号

80号

85号

90号

95号

100号

105号

110号

8



～創刊150号までのあゆみ～

平成18年 7月 113号
土木の底上げ

平成18年 10月 114号
“ものづくり力”の継承

2007年 平成19年 1月 115号
広報力 ～あるとないで何が変わる？～

平成19年 5月
116号
市町村合併時代の地域づくり
～まちを元気にする発想と手法～

平成19年 7月 117号
まちの再生 ～一歩そとへ～

平成19年 10月 118号
水の記憶・大地の履歴 ～語り継ぐということ～

平成20年 1月 119号
技術公務員の仕事力

2008年 平成20年 4月 120号
義務教育で教えたい土木

平成20年 7月 121号
舟運都市の再興

平成20年 10月 122号
歴史遺産を活かす

平成21年 1月 123号
土木偉人を伝える

平成21年 4月 124号
災害文化をはぐくむ

2009年 平成21年 7月 125号
土木の仕事 ～13歳からのキャリア支援～

平成21年 11月 126号
学校教育と向き合う土木

平成22年 5月 127号
低炭素型の都市・地域づくり ～地球温暖化時代～

平成23年 2月 128号
新しい公共が切り拓く地域づくり

平成24年 1月 129号
新たな土木広報へのアプローチ ～「知らせる」から「共築」へ～

平成24年 11月 129.05号（創立50周年記念号）
新しい時代の人づくり・国づくり

2013年 平成25年 9月 130号
これからの建設人材

平成26年 3月 131号
社会資本のメンテナンス

平成26年 9月 132号
研修を通じた人材の育成

平成27年 3月 133号
人口減少社会における地域・まちづくり

平成27年 9月 134号
活力ある持続可能な地域・まちづくり

2016年 平成28年 3月 135号
社会資本整備と建設生産システム

平成28年 9月 136号
地域の個性を生かしたまちづくり

平成29年 3月 137号
まちづくり・都市計画の手法を使いこなす

平成29年 9月 138号
急増する空き家問題とまちづくり

平成30年 3月 139号
広がる官民連携のまちづくり

2018年 平成30年 9月 140号
水防災の課題と対策の方向性

平成31年 3月 141号
官民で進める観光地域づくり

令和元年 9月 142号
建設業界の働き方改革の推進

令和2年 3月 143号
快適な都市空間の形成とストリートの活用

令和2年 11月 144号
気候変動により激甚化する水災害への対応

2021年 令和3年 4月 145号
『東日本大震災から10年』～地域のレジリエンス形成と人づくり～

令和3年 10月 146号
グリーンインフラの推進

令和4年 3月 147号
インフラ分野のDX推進に向けて

令和4年 9月 148号（創立60周年記念号）
次世代に伝えたい建設業の魅力

令和5年 3月 149号
カーボンニュートラル・脱炭素社会実現を目指す

2023年 令和5年 10月 150号（国づくりと研修創刊150号記念号）
ICTを活用した社会資本整備

115号

125号

130号

140号

150号

120号

創立50周年記念号

135号

145号
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小宮山　宏

建設業界における生成AIの活用

C
hatG

PT

の
衝
撃

ChatGPT

は
生
成
Ａ
Ｉ
（
ジ
ェ
ネ
レ
ー

テ
ィ
ブ
Ａ
Ｉ
）
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
十
一

月
に
米
国
のO

penA
I

社
が
公
開
し
て
以

降
、
わ
ず
か
五
日
で
ユ
ー
ザ
ー
数
が
一
〇
〇

万
人
を
突
破
し
、
二
か
月
で
一
億
人
に
達
し

た
。ChatGPT

は
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
の

一
種
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
大
量

の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
学
習
し
、
人
間
の
よ

う
に
、
文
章
理
解
や
文
章
生
成
を
可
能
に
し

た
Ａ
Ｉ
で
あ
る
。
質
問
回
答
だ
け
で
な
く
、

翻
訳
や
要
約
、
メ
ー
ル
文
案
や
企
画
案
さ
ら

に
は
レ
ポ
ー
ト
ま
で
生
成
で
き
る
。

ChatGPT
の
公
開
以
降
、
多
様
な
生
成
Ａ

Ｉ
が
続
々
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
群
の

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
人
間
の
創
造
性
を
飛
躍
的
に

高
め
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
創
造
性
を

殺
す
可
能
性
も
あ
る
。
社
会
に
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス
が
溢
れ
か
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
仕

事
の
効
率
を
著
し
く
高
め
得
る
が
、
大
量
失

業
の
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
な

い
。
そ
ん
な
強
力
な
ツ
ー
ル
が
生
み
出
さ
れ

た
の
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
二
〇
二
三
年
四

月
東
京
大
学
は
、
不
正
確
な
部
分
が
含
ま
れ

る
可
能
性
は
認
識
し
つ
つ
、「
変
化
を
傍
観

す
る
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
に

「
創
発
」（
能
力
が
突
然
飛
躍
的
に
向
上
す
る

こ
と
）
が
起
き
た
原
因
を
考
察
し
た
り
、
生

成
系
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
様
々
な
社
会
の
変
化

を
先
取
り
し
、
積
極
的
に
良
い
利
用
法
や
新

技
術
、
新
し
い
法
制
度
や
社
会
・
経
済
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
見
出
し
て
い
く
べ
き
」、
と
基

本
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

建
設
業
界
の
Ｄ
Ｘ

二
〇
一
六
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

i-Construction

は
建
設
現
場
の
生
産
性
向

上
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
Ｄ
Ｘ
（
デ

ィ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
巨
大
な
流
れ
を
受
け
て
、
そ
の
ス
コ
ー
プ

を
拡
大
し
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
三
月
国
土

交
通
省
は
「
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
、
八
月
に
「
イ
ン

フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
ネ

ク
ス
ト
・
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
、「
二
十
～

三
十
年
後
の
将
来
の
社
会
イ
メ
ー
ジ
」
の
実

現
を
目
指
し
た
取
組
の
深
化
、
分
野
網
羅
的

か
つ
組
織
横
断
的
な
取
組
へ
の
挑
戦
を
開
始

し
て
い
る
。
特
に
組
織
横
断
的
な
取
組
を
進

め
る
た
め
に
、
各
局
の
知
識
・
経
験
を
イ
ン

フ
ラ
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
に
集
積
し
、
省
内
の
各

部
局
と
共
有
し
て
い
く
考
え
方
が
示
さ
れ
て

い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
出
現
は
、
こ
う
し
た
流
れ
を

深
化
せ
よ
、
加
速
せ
よ
と
迫
っ
て
い
る
。
建

設
業
界
が
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
動
向
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
。

ChatGPT

の
能
力
を
正
し
く
、
最
大
限

に
引
き
出
す
た
め
に
は
三
つ
の
ス
キ
ル
が
重

要
だ
。
情
報
を
得
る
た
め
に
適
切
な
問
い
を

立
て
る
ス
キ
ル
（
質
問
力
）、
明
確
な
指
示

や
要
求
を
伝
え
る
ス
キ
ル
（
指
示
力
）、
回

答
や
情
報
を
客
観
的
に
評
価
し
、
そ
の
正
確

性
や
信
頼
性
を
判
断
す
る
ス
キ
ル（
評
価
力
）

だ
。
要
は
、ChatGPT

を
ツ
ー
ル
と
し
て

使
い
こ
な
す
こ
と
だ
。依
存
し
た
ら
危
な
い
。

強
力
だ
が
ツ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
認
識

が
不
可
欠
だ
。

そ
れ
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
は
建
設
業
界
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う

か
。
実
際
に
、
民
間
レ
ベ
ル
で
は
国
内
外
の

建
設
業
界
に
特
化
し
た
ツ
ー
ル
が
出
現
し
て

き
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
大
発
の
Ａ
Ｉ
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
燈
株
式
会
社
が
、
建
設

業
の
デ
ー
タ
に
特
化
し
た
大
規
模
言
語
モ
デ

ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
の
提
供
を
開
始
し
て
お
り
、

Ｌ
Ｌ
Ｍ
に
関
連
法
規
や
標
準・特
記
仕
様
書
、

設
計
図
書
、
議
事
録
等
の
情
報
を
学
習
さ
せ

る
こ
と
で
、
専
門
的
な
問
い
に
対
し
て
高
精

度
な
回
答
を
返
す
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い
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る
。
ま
た
別
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
株
式
会

社m
ign

は
、
令
和
五
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
原
則
適
用
に
対
応
す

る
形
で
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
等
の
建
設
系
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
エ
ラ
ー
及
び
ト
ラ
ブ
ル
対
応

機
能
に
特
化
し
た
対
話
型
Ａ
Ｉ
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
く
の
サ

ー
ビ
ス
はChatGPT

に
判
断
を
任
せ
、
業

務
を
完
全
に
自
動
化
す
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
。
検
索
や
情
報
収
集
、要
約
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
現
場
が
時
間
を
取
ら
れ
て
き
た

「
作
業
」
の
効
率
化
を
図
る
も
の
だ
。
上
述

し
た
三
つ
の
ス
キ
ル
を
持
つ
技
術
者
が
適
切

に
使
う
こ
と
で
、
現
場
か
ら
単
純
作
業
を
減

ら
し
、
よ
り
付
加
価
値
が
高
く
、
よ
り
高
度

で
複
雑
な
判
断
を
伴
う
業
務
に
時
間
を
割
く

こ
と
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
建
設
業
界
が
対
象
と
す
る
イ
ン

フ
ラ
は
国
民
生
活
の
基
盤
で
あ
る
。
例
え
ば

構
造
物
の
設
計
や
性
能
評
価
等
は
誤
り
が
許

さ
れ
ず
、
高
度
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
知

見
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
、ChatGPT

の

応
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
こ
う
し

た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
ジ
に
近
い
領

域
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
出
現
す
る
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
る
が
、
実
務
経
験
が
少
な

く
、ChatGPT

の
回
答
を
適
切
に
評
価
す

る
能
力
を
持
た
な
い
技
術
者
が
、
そ
の
回
答

を
鵜
呑
み
に
し
て
業
務
を
進
め
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
建
設
業
界
と
し

て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
で
正
し
く
利
用
し
て

い
く
た
め
の
法
や
ル
ー
ル
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
整
備
が
不
可
欠
だ
。
ま
た
、
建
設
業
界
に

対
し
て
テ
ッ
ク
系
企
業
等
の
民
間
参
入
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
国
が
主
導
し
て
業
界
全

体
と
し
て
の
技
術
活
用
の
方
向
性
を
打
ち
出

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。

ChatGPT

に
対
し
て
は
今
年
四
月
に
農

林
水
産
省
が
一
部
業
務
で
利
用
す
る
方
針
を

示
し
、
総
務
省
や
厚
生
労
働
省
も
業
務
に
お

け
る
活
用
を
検
討
す
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。
今
年
五
月
に
は
原
子
力
規
制
委
員
会
で

も
業
務
の
中
で
そ
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
、
各
産
業
で
の
取
組
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
は
明
確
な
姿

勢
を
示
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
早
急
に
対

応
す
べ
き
だ
ろ
う
。

光
を
生
か
し
影
を
抑
え
る

科
学
技
術
に
光
と
影
は
つ
き
も
の
だ
。

ChatGPT

に
代
表
さ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
よ

う
な
革
新
的
な
技
術
の
場
合
、
光
も
影
も
人

類
社
会
へ
の
影
響
は
甚
大
だ
。
現
在

i-Construction

に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
生
産
性
二
割
向

上
」
と
い
う
目
標
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
考
え
れ
ば
小
さ
す
ぎ
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
含
め
、
よ
り
多

く
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ

る
現
在
、
少
な
く
と
も
十
倍
の
生
産
性
向
上

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
正
し
く
使
い
こ
な
す

な
ら
ば
、i-Construction

や
イ
ン
フ
ラ
分

野
の
Ｄ
Ｘ
で
目
指
す
生
産
性
向
上
や
業
務
変

革
に
必
ず
寄
与
す
る
。
そ
れ
が
光
だ
。
技
術

の
光
と
影
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な
ル
ー

ル
の
下
で
、
こ
う
し
た
革
新
的
な
技
術
を
使

い
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
産
官
学

が
連
携
し
て
議
論
を
進
め
、
技
術
の
恩
恵
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

こみやま・ひろし

株式会社三菱総合研究所理事長
1972年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了後、東京大学工学部長等を経
て、2005年4月に第28代東京大学総長に就任。2009年3月に総長退任後、同年4
月に三菱総合研究所理事長に就任。2010年8月には、サステナブルで希望ある未
来社会を築くため、生活や社会の質を求める「プラチナ社会」の実現に向けたイ
ノベーション促進に取り組む「プラチナ構想ネットワーク」を設立し、会長に就
任（2022年一般社団法人化）。著書に「『課題先進国』日本（中央公論新社）」、「日
本『再創造』（東洋経済新報社）」など多数。



ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
：

国
土
交
通
省
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
用�

い
た
効
率
的
な
施
工
を
目
指
す

「i-Construction

」
を
平
成
二
十
八
年
度

か
ら
推
進
し
て
い
る
。
令
和
五
年
三
月
に
開

催
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
協
議
会
」
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
新
た
な
段
階
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工Stage

Ⅱ

」
の
打
出
し
を
行
っ
た
。

１
．は
じ
め
に

日
本
の
総
人
口
は
、
二
〇
〇
八
年
の
一
億

二
千
八
百
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
二
〇
二
二
年
四
月
現
在
で
は
一
億
二
千

五
百
七
万
人
と
な
っ
て
い
る
。就
業
者
数
は
、

二
〇
〇
一
年
の
六
千
四
百
十
二
万
人
か
ら
二

〇
一
二
年
に
は
六
千
二
百
八
十
万
人
ま
で
減

少
し
た
も
の
の
、
近
年
は
六
十
五
歳
以
上
の

就
業
者
数
及
び
女
性
の
就
業
者
数
が
上
昇
し

て
、全
体
の
就
業
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

二
〇
二
二
年
八
月
に
は
六
千
七
百
五
十
一
万

人
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
建
設
業
で
は
一

九
九
七
年
の
六
百
八
十
五
万
人
か
ら
二
〇
一

〇
年
に
四
百
九
十
八
万
人
ま
で
減
少
し
、
近

年
、
就
業
者
数
の
全
数
が
伸
び
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
建
設
業
で
は
横
ば
い
の
推
移

に
留
ま
っ
て
お
り
、
全
産
業
平
均
に
比
べ
て

も
高
齢
化
が
進
み
、
五
十
五
歳
以
上
の
就
業

者
の
割
合
が
三
十
六
％
ま
で
進
行
、
次
世
代

へ
の
技
術
承
継
や
将
来
的
な
働
き
手
不
足
が

大
き
な
懸
念
と
な
っ
て
い
る
（
図
－
１
）。

こ
う
し
た
、
働
き
手
の
減
少
を
迎
え
る
な

か
、潜
在
的
な
成
長
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
た
め
、

生
産
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
新
た
な
人
材

を
呼
び
込
む
た
め
、i-Construction

の
取

組
を
推
進
し
て
い
る
（
図
－
２
）。

生
産
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
建
設
業
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
多
様
な
人
材
を
呼
び

込
む
こ
と
で
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
に
、

建
設
業
を
新
３
Ｋ
（
給
与
が
よ
い
、
休
暇
が

と
れ
る
、
希
望
が
持
て
る
）
の
魅
力
あ
る
職

場
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

２
．概
況

こ
れ
ま
で
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
基
準
類
の
整

備
等
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
の
直
轄
工
事
で

対
象
に
な
り
得
る
工
事
の
う
ち
約
八
割
（
表

－
１
）
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
は
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
直
轄
工
事
の
受
注
者
と
い
う
限
ら
れ
た

範
囲
で
確
認
す
る
だ
け
で
も
、
中
小
建
設
業

で
の
未
経
験
企
業
の
割
合
は
高
く
、
活
用
拡

大
の
余
地
が
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
い
る
（
図

－
３
）。

ま
た
、
現
場
で
の
様
々
な
工
夫
・
ア
イ
デ

ア
を
継
続
的
に
導
入
・
普
及
し
て
い
く
た
め

に
民
間
企
業
等
か
ら
基
準
類
の
提
案
を
募
集

し
て
、
よ
り
迅
速
に
基
準
類
を
整
備
す
る
取

組
を
令
和
元
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
（
表
－

２
）。
令
和
五
年
度
も
五
月
か
ら
募
集
を
開

始
し
た
。

令
和
四
年
度
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
等
認

定
制
度
を
創
設
し
た
（
図
－
４
）。
中
小
建

設
業
の
方
々
を
含
め
て
、
施
工
業
者
の
方
々

が
安
心
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
を
選
定
・
導

入
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省

が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的
な
活
用
の
推
進
に
関

す
る
実
施
方
針
」
及
び
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
関
す
る�

国
土
交
通
省
の
取
組
に
つ
い
て

中
根　
　

亨

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
参
事
官 

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
グ
ル
ー
プ 

施
工
企
画
室　

課
長
補
佐
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を
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用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

図－1　建設業就業者の現状

図－2　生産性向上のイメージ

表－1　国土交通省発注工事でのICT活用工事の割合
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実
施
要
領
」
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

設
機
械
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
機
能

を
持
つ
建
設
機
械
及
び
後
付
け
装
置

を
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
等
」
と
し
て
認
定
・

公
表
（
図
－
５
）
す
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
の
現
場
導
入
を
円
滑
化
さ
せ
て
、
そ
の
普

及
を
促
し
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
民
間
提
案
も
含
め
、
要

領
類
の
改
訂
内
容
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
協
議
会

（
令
和
五
年
三
月
）に
て
公
表
し
た（
図
－
６
）。

３
．�Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ

令
和
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
協
議
会
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
次
な

る
段
階
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工Stage

Ⅱ

」
が
提
示

さ
れ
た（
図
－
７
）。Stage

Ⅱ

に
お
い
て
は
、

土
工
等
の
工
種
単
位
で
作
業
を
効
率
化
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
現
場
の
作

業
状
況
を
分
析
し
、
工
事
全
体
の
生
産
性
向

上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

〈Stage

Ⅰ

〉

・
工
種
単
位

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
各
作
業
を
効
率
化

・�

Ｕ
Ａ
Ｖ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用

図－3　国土交通省発注工事の受注者におけるICT施工の経験企業の割合

図－4　制度のスキーム

表－2　民間提案の実施状況

図－5　認定表示
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整
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特
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〈Stage

Ⅱ

〉

・
工
事
単
位

・
デ
ー
タ
分
析
で
全
体
を
効
率
化

・
行
動
履
歴
、
機
械
稼
働
状
況
等
の
デ
ー
タ

を
活
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工Stage

Ⅱ

と
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

や
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
等
を
活
用
し
、
建
設
現

場
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
工
程
改
善
、
作
業
と

監
督
検
査
の
効
率
化
を
図
り
、
抜
本
的
な
生

産
性
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
今
後
現
場
で

の
試
行
を
通
じ
て
各
種
デ
ー
タ

の
仕
様
策
定
、
既
存
の
監
督
検

査
に
係
る
基
準
改
定
の
実
施
を

行
っ
て
い
く
（
図
－
８
）。

ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
活
用
し
た

施
工
現
場
の
デ
ー
タ
連
携
円
滑

化
を
目
指
し
、
令
和
四
年
度
は
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

の
一
つ
で
あ
る
出
来
形
検
査
を

対
象
に
、
施
工
デ
ー
タ
の
連
携
、

活
用
に
向
け
た
検
討
を
実
施
し

た
。A

s-built

デ
ー
タ
等
の
施
工

デ
ー
タ
に
よ
り
、
出
来
形
検
査

の
実
証
を
行
い
、
出
来
形
検
査

ア
プ
リ
の
機
能
要
求
仕
様
書
素

案
等
を
整
理
し
た
。
今
後
は
さ

ら
な
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
掘
り

起
こ
し
の
た
め
の
調
査
を
実
施

し
、
ニ
ー
ズ
と
し
て
抽
出
し
た

図－6　主な要領の改訂内容

図－7　ICT施工の段階
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土
工
の
生
産
管
理
（
複
数
現
場
の
土
量
配
分

や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
予
実
管
理
等
）
も
対

象
に
検
討
を
進
め
て
い
く
（
図
－
９
）。

４
．お
わ
り
に

令
和
五
年
三
月
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工Stage

Ⅱ

を
新
た
な
段
階
と
し
て
打
ち
出
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
わ
が
国
の
建
設
施
工
現
場
が
新
た

な
段
階
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
様
々

な
施
策
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

参
考

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
協
議
会

　

�https://w
w

w
.m

lit.go.jp/tec/constplan/
sosei_constplan_tk_000052.htm

l

・�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
等
認
定
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�https://w
w

w
.m

lit.go.jp/tec/constplan/
sosei_constplan_tk_000050.htm

l

・
要
領
関
係
等

　

�https://w
w

w
.m

lit.go.jp/tec/constplan/
sosei_constplan_tk_000051.htm

l

図－8　現場の見える化

図－9　APIを活用した施工現場のデータ連携円滑化
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1
．Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
はBuilding�Inform

ation�
M
odeling

で
あ
り
、
三
次
元
（
３
Ｄ
）
の

建
築
物
の
デ
ジ
タ
ル
モ
デ
ル
に
材
料
な
ど
の

仕
様
や
コ
ス
ト
な
ど
の
属
性
情
報
を
加
え
た

デ
ー
タ
を
、
設
計
か
ら
施
工
、
維
持
管
理
ま

で
の
全
工
程
で
共
有
し
て
活
用
す
る
手
法
で

あ
る
。
概
念
は
一
九
七
〇
年
代
に
生
ま
れ
た

が
、
二
〇
〇
三
年
頃
か
ら
こ
の
言
葉
が
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
土
木

構
造
物
へ
も
拡
張
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

わ
が
国
で
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
土
木
分
野
へ
拡
張

し
よ
う
と
、
国
土
交
通
省
の
公
共
事
業
部
門

で
は
、Building

をConstruction

に
置
き

換
え
て
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
称
し
、
二
〇
一
二
年
度
か

ら
導
入
が
検
討
さ
れ
、
モ
デ
ル
事
業
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
は

Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
す
る
モ
デ
ル
事
業

の
結
果
も
踏
ま
え
、「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導

入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
が
策

定
さ
れ
た
。

海
外
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
表
現

は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
く
、BIM

�
for�Infra-structure,�BIM

�for�
Civil�Projects,�BIM

�in�Civil�
Engineering

な
ど
と
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
わ
が
国
で
は
、

二
〇
一
八
年
度
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ（Building/Construction�

Inform
ation�M

odeling,�
M
anagem

ent

）
と
称
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
図
－
１
に
そ
の
概
念
図
を
示
す
。

二
〇
二
三
年
度
に
は
国
土
交
通
省
直
轄
事

業
に
お
い
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
原
則
適
用

す
る
こ
と
と
な
り
、
一
部
の
地
方
公
共
団
体

で
も
導
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

2
．Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入
の
意
義

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
重
要
な
利
点
は
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
プ
ロ
セ
ス
で
発
注
者
・
設
計

者
・
施
工
者
等
の
関
係
者
が
３
Ｄ
構
造
物
デ

ー
タ
を
含
む
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有

し
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
立
体
的
に
可
視

化
す
る
こ
と
で
エ
ラ
ー
が
少
な
く
な
り
、
関

係
者
が
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
最
適
な
設

計
、
そ
し
て
施
工
に
繋
が
る
。
３
Ｄ
モ
デ
ル

の
属
性
情
報
を
用
い
て
積
算
を
効
率
化
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
意
思
決
定
が
容
易

に
な
り
、
地
元
説
明
に
お
け
る
合
意
形
成
に

も
有
効
で
あ
る
。
仮
設
を
含
め
施
工
が
効
率

化
し
、
工
事
の
安
全
確
保
に
役
立
つ
ほ
か
、

出
来
形
確
認
が
容
易
に
な
る
。
さ
ら
に
、
維

持
管
理
面
で
も
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
は
現
状
を
正

確
に
把
握
し
や
す
く
、
セ
ン
サ
ー
や
Ａ
Ｉ
と

の
相
性
も
良
い
。

労
働
の
多
く
を
担
う
下
請
業
者
は
３
Ｄ
モ

デ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
実
際
に
何
を

す
べ
き
か
を
確
認
し
、
課
題
を
共
有
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
下
請
業
者
の
知
識
は
、
エ
ラ

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
今
後
の
展
望木

下　

誠
也

日
本
大
学
危
機
管
理
学
部

危
機
管
理
学
科　

教
授

図-1　BIM/CIMの概念図
BIM/CIM活用ガイドライン（案）令和4年3月�国土交通省
第1編�共通編3ページ�図�1-1�BIM/CIM�の概念を元に作成
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ー
の
防
止
や
コ
ス
ト
低
減
に
も
役
立
つ
。

３
Ｄ
デ
ー
タ
に
時
間
軸
と
し
て
の
工
程
を

連
動
さ
せ
て
４
Ｄ
モ
デ
ル
と
す
れ
ば
、
施
工

計
画
を
最
適
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
進
捗
に

応
じ
デ
ー
タ
を
更
新
す
る
こ
と
で
工
程
管
理

が
容
易
に
な
る
。
こ
れ
に
コ
ス
ト
情
報
を
加

え
る
こ
と
で
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
容
易

な
５
Ｄ
に
進
化
す
る
。
生
産
性
向
上
の
た
め

に
は
、
事
業
の
計
画
段
階
か
ら
設
計
、
施
工

を
経
て
、
供
用
後
の
運
用
・
維
持
管
理
ま
で

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
っ
て
、
工
程
管

理
や
コ
ス
ト
管
理
を
統
合
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
と
す
る
５
Ｄ
が
期

待
さ
れ
る
。

６
Ｄ
以
上
に
つ
い
て
は
言
葉
の
定
義
に
国

際
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と
は
い
え
な
い

が
、
炭
素
排
出
量
な
ど
持
続
可
能
性
に
関
す

る
情
報
を
追
加
す
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。

一
九
九
六
年
五
月
に
当
時
の
建
設
省
が
公

共
事
業
支
援
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
を
意
味
す

る
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
整
備
基
本
構
想
を
打
ち

出
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
と
同
様
に
関
係
者
間
の
デ
ー
タ
共
有
を
目

指
し
て
い
た
。
一
九
九
七
年
六
月
に
は
「
建

設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
発
表
し
、
二
〇
〇
四
年
に
建
設
省
の

す
べ
て
の
直
轄
事
業
に
、
二
〇
一
〇
年
に
地

方
公
共
団
体
を
含
め
た
す
べ
て
の
公
共
事
業

に
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
を
実
現
す
る
と
し
た
。

こ
の
頃
、
世
界
的
に
は
電
子
商
取
引
を
意
味

す
る
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
と
い
う
言
葉
が

よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
と
表
現
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
の
結
果
、
設
計
・
積
算
フ

ェ
ー
ズ
に
お
け
る
２
Ｄ�

Ｃ
Ａ
Ｄ
等
の
標
準

化
や
電
子
納
品
、
そ
し
て
入
札
・
契
約
フ
ェ

ー
ズ
に
お
け
る
電
子
調
達
の
導
入
な
ど
フ
ェ

ー
ズ
ご
と
の
電
子
化
は
相
当
程
度
進
ん
だ
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
設
計
デ
ー
タ
が
ペ
ー
パ

ー
を
介
さ
ず
に
施
工
図
に
生
か
さ
れ
る
と

か
、
施
工
段
階
の
デ
ー
タ
が
維
持
管
理
段
階

へ
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
状
況
に
は
至
ら

ず
、
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を

共
有
し
て
効
率
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
へ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
建
築

分
野
を
中
心
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
が
急
速
に
普
及
し
始

め
、
わ
が
国
で
も
土
木
分
野
へ
こ
れ
を
活
用

で
き
れ
ば
、
公
共
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
に

わ
た
っ
て
関
係
者
間
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ

ー
タ
共
有
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

3
．国
際
標
準
の
動
向

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て
、
プ
ロ
セ

ス
の
各
段
階
に
お
い
て
関
係
者
間
で
構
造
物

デ
ー
タ
を
含
む
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共

有
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

間
で
デ
ー
タ
を
ス
ム
ー
ズ
に
や
り
取
り
す
る

デ
ー
タ
モ
デ
ル
の
標
準
化
が
必
要
で
あ
る
。

機
械
、
電
子
、
製
造
等
の
分
野
に
比
べ
て
建

築
や
土
木
で
は
標
準
化
が
進
ん
で
い
な
か
っ

た
た
め
、
一
九
九
四
年
、
米
国
のA

utodesk

社
を
は
じ
め
と
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
ベ
ン
ダ
ー
十
二

社
が
Ｉ
Ａ
Ｉ
（Industry�A

lliance�for�
Interoperability

）
を
設
立
し
た
。
翌
一
九

九
五
年
に
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
公
開
し
、

一
九
九
七
年
に
名
称
中
のIndustry

を

International

に
置
き
換
え
た
。
主
に
建�

築
物
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
モ
デ
ル
の
標
準
と�

し
て
の
Ｉ
Ｆ
Ｃ
（Industry�Foundation�

Classes

）
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
一
九
九

六
年
に
は
Ｉ
Ａ
Ｉ
日
本
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
、
Ｉ
Ａ
Ｉ
はbuilding-

SM
A
RT

と
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
改
め
ら

れ
、
英
国
の
非
営
利
法
人
と
し
て
法
人
化
さ

れ
たbuildingSM

A
RT
�International

（
ｂ
Ｓ
Ｉ
）
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。Ｉ
Ａ
Ｉ
日
本
支
部
はbuildingSM

A
RT
�

Japan
（
ｂ
Ｓ
Ｊ
）
と
な
っ
た
。
支
部
は
二
〇

二
三
年
七
月
時
点
で
三
十
一
支
部
ま
で
増
え

て
い
る
。
会
社
、
機
関
等
の
会
員
数
は
六
十

五
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
四

社
・
地
質
会
社
一
社
が
参
加
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｃ
は
一
九
九
六
年
に
発
行
さ
れ
て
以

来
、
た
び
た
び
拡
張
さ
れ
建
築
分
野
に
つ
い

て
Ｉ
Ｆ
Ｃ
４
（
正
式
に
は
Ｉ
Ｆ
Ｃ
２
ｘ
４
す

な
わ
ち
Ｉ
Ｆ
Ｃ
２
の
四
番
目
の
拡
張
）
が
二

〇
一
三
年
に
国
際
標
準ISO

�16739:2013�

と
し
て
認
め
ら
れ
、
現
在
は
改
訂
さ
れ
た

ISO
�16739-1:2018�

が
運
用
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
Ｓ
Ｉ
は
、
元
々
は
建
築
分
野
を
対
象
に

検
討
を
進
め
て
い
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
イ

ン
フ
ラ
分
科
会
（Infrastructure�Room

）

を
設
置
し
て
道
路
、
橋
梁
、
鉄
道
、
ト
ン
ネ

ル
、
港
湾
等
の
土
木
構
造
物
に
つ
い
て
検
討

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
土
木

分
野
に
関
す
る
ｂ
Ｓ
Ｉ
の
標
準
化
に
対
す
る

方
針
の
審
議
や
提
案
を
行
う
た
め
、
二
〇
一

七
年
九
月
に
ｂ
Ｓ
Ｊ
と
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
日
本

建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
り
「
国
際

土
木
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
二
〇
二
三

年
三
月
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
ｂ
Ｓ
Ｉ
サ

ミ
ッ
ト
に
お
け
る
各
分
科
会
の
検
討
状
況
は

表
－
1
の
通
り
で
あ
る
。

ｂ
Ｓ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
分
科
会
の
運
営
委
員
会

（Steering�Com
m
ittee

）
に
お
け
る
道
路

（Road

）、
橋
梁
（Bridge

）、
ト
ン
ネ
ル

（T
unnel

）、
港
湾
・
水
路
（Ports�&

�
W
aterw

ays

）
に
関
す
る
検
討
に
は
日
本

か
ら
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。
港
湾
・
水

路（Ports�&
�W
aterw

ays

）に
つ
い
て
は
、
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

当
初H

arbour�&
�Ports

と
し
て
い
た
が
、

二
〇
一
八
年
三
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
ｂ

Ｓ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
で
航
行
用
水
路
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
めW

aterw
ays

が
追
加
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
末
以
降
は
、
洪

水
防
御
や
ダ
ム
な
ど
が
検
討
の
対
象
に
加
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

図
－
２
に
示
す
よ
う
に
、
道
路
（Road

）、

橋
梁
（Bridge

）、
港
湾
・
水
路
（Ports�&

�
W
aterw

ays

）、
鉄
道
（Railw

ays

）
等

の
土
木
分
野
を
含
むIFC4.3

が
既
に
投
票

を
終
え
、
国
際
標
準
化
の
一
歩
手
前
に
来
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
木
向
け
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
試
行
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
（T

unnel

）
に

つ
い
て
は
、
今
後IFC4.4

に
含
め
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。
国
内
で
は
、IFC4.3

に
対
応
す
る
デ
ー
タ
交
換
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
運
用
面
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

わ
が
国
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の

導
入
と
と
も
に
、
標
準
化
作
業
を
推
進
し
、

そ
れ
を
国
際
標
準
へ
と
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
設
会
社
等

の
海
外
展
開
に
お
い
て
大
き
な
強
み
と
な

る
。
産
官
学
一
丸
と
な
っ
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
に
対
す
る
積
極
的
な
取
組
に
期
待
す
る
。

４
．世
界
主
要
国
の
動
向

英
国
は
、
二
〇
一
一
年
の
「
政
府
建
設
戦

略
（G

overnm
ent�C

onstruction�
Strategy

）」
に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
に
は
、

国
の
発
注
す
る
公
共
工
事
の
設
計
や
施
工
に

対
し
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
を
義
務
化
し
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
五
年
に
は
よ
り
高
度
な
レ

ベ
ル
に
引
き
上
げ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
全
員
が
一
つ
の
統
合
モ
デ
ル
で
設
計
を
行

う
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
よ
り
三
十
三
％
の

コ
ス
ト
削
減
と
五
十
％
の
工
期
短
縮
、
炭
素

排
出
量
の
五
十
％
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

英
国
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｉ
（
英
国
規
格
協
会
）
に

よ
っ
て
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
プ
ロ
セ
ス
を
標
準
化
し
、

国
内
だ
け
で
な
く
イ
ン
フ
ラ
の
Ｉ
Ｆ
Ｃ
開
発

を
ｂ
Ｓ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
分
科
会
へ
提
案
す
る
な

ど
、
海
外
へ
も
こ
れ
を
展
開
し
て
い
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら

百
万
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
公
共
建
築
工
事
で
Ｂ

Ｉ
Ｍ
を
義
務
付
け
て
お
り
、
二
〇
一
二
年
に

は「
国
家
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（N

ational�
BIM
�Guidelines�

（CO
BIM

））」
を
作
成

し
た
。
現
在
は
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
に
も
Ｂ

Ｉ
Ｍ
導
入
を
進
め
て
お
り
、
４
Ｄ
、
５
Ｄ
デ

ー
タ
を
共
有
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
使
う
こ

と
で
、
無
駄
の
防
止
、
迅
速
な
意
思
決
定
、

課
題
の
解
決
に
利
用
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
府
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
使
用

を
義
務
付
け
て
お
ら
ず
、
環
境
対
策
、
省
エ

表-1　bSIの各分科会の活動状況
国際土木委員会の報告をもとに整理したもの

分科会 内容
建築分科会
（Building Room）

建築分野における標準、技術仕様等の策定を
行っている。

インフラ分科会
（Infrastructure Room）

道路、橋梁、鉄道、トンネル、港湾分野への
IFC拡張を行っており、進行中のIFC4.3国際標
準化の進捗状況、インフラ分科会の2027年ま
でのロードマップ（案）、トンネル分野のIFC
拡張プロジェクト等について報告があった。

施工技術分科会
（Construction Room）

現場の生産性向上、コストの低減、工事の安
全性向上のための標準化に取り組んでいる。

製品情報分科会
（Product Room） 資材、製品情報の標準化に取り組んでいる。

鉄道分科会
（Railway Room）

鉄道分野の軌道、エネルギー、信号設備、通
信設備等へのIFC拡張作業を行っている。

建築確認分科会
（Regulatory Room）

建築確認の申請に関するガイドラインの策定を
目指している。BIMによる建築確認を進めてい
るフィンランドやオーストリア・ウィーン市の
試みが紹介された。

技術専門分科会
（Technical Room）

技術的側面からIFCの拡張、活用拡大等の検討
を行っている。

空港分科会
（Airport Room）

空港の資産管理や運用の視点から空港施設に
関するガイドラインの策定等を行っている。

サステナビリティ・
エネルギーマネジメ
ント分科会
（Sustainability 
Energy Management 
Room）

建物のエネルギー管理システム、電力ネッ
トワーク等に焦点を当てて、標準化を目的と
した活動を進めている。名称を電気分科会
（Electrical Room）に改めることとした。

図-2　IFC4.3の開発経過
2022年10月buildingSMART�Internationalバーチャルサミット報告による
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ネ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
か

ら
住
宅
省
が
二
〇
一
四
年
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル

建
設
計
画
（D

igital�Construction�
Plan

）」
を
打
ち
出
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
を

推
進
し
た
。
そ
し
て
、
大
手
建
設
会
社
が
海

外
受
注
に
お
い
て
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め

民
間
主
導
で
二
〇
一
四
年
頃
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

導
入
を
進
め
て
お
り
、
建
築
だ
け
で
な
く
土

木
分
野
を
含
め
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
が
拡
大
し

て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
橋
梁
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｆ

Ｃ
を
日
本
と
と
も
に
共
同
開
発
し
て
ｂ
Ｓ
Ｉ

イ
ン
フ
ラ
分
科
会
へ
提
案
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
、
交
通

シ
ス
テ
ム
、
水
道
イ
ン
フ
ラ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
等
の
事
業
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
す
る
よ
う

に
な
り
、
二
〇
一
七
年
以
降
は
、
一
億
ユ
ー

ロ
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
義
務

付
け
た
。

米
国
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ

に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
〇
三

年
に
は
、
米
国
の
官
公
庁
ビ
ル
の
建
設
管
理

を
担
う
Ｇ
Ｓ
Ａ
（General�Services�

A
dm
inistration

）
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
を

求
め
るN

ational�3D
-4D
-BIM

�Program

を
発
表
し
た
。
そ
れ
以
降
、
二
〇
〇
六
年
に

米
陸
軍
工
兵
隊
（U

S�A
rm
y�Corps�of�

Engineers

）
がU

SA
CE�BIM

�roadm
ap

を
作
成
し
、
請
負
業
者
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
使
用
を

求
め
る
な
ど
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
を
求
め
る
連

邦
機
関
や
州
政
府
等
が
拡
大
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
建
築
確
認
申
請
の

際
、
二
〇
、〇
〇
〇
㎡
以
上
の
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
意
匠
設
計
に
関
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
提
出
が

二
〇
一
三
年
に
義
務
化
さ
れ
た
。
二
〇
一
四

年
に
は
こ
れ
が
構
造
設
計
、
設
備
設
計
に
拡

大
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
提
出
の

義
務
化
が
五
、〇
〇
〇
㎡
以
上
の
建
築
物
に

拡
大
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
研
究
財
団

は
、
災
害
へ
の
対
応
や
都
市
計
画
・
資
源
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
等
、
都
市
の
課
題
を
効
率
的
に

検
討
す
る
た
め
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
等
を
一
箇
所

に
集
約
し
た
「V

irtual�Singapore

」
の

整
備
を
二
〇
二
二
年
一
月
に
完
成
さ
せ
た
。

韓
国
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
た
最
初
の

公
共
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
八
年
で

あ
り
、
二
〇
〇
九
年
以
降
、
韓
国
高
速
道
路

公
社
、
韓
国
水
資
源
公
社
、
韓
国
鉄
道
網
公

社
等
が
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
Ｂ
Ｉ

Ｍ
を
導
入
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
最

初
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て
い

た
。
二
〇
二
〇
年
に
作
成
し
た
新
た
な
十
ヶ

年
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
二
〇
二
一
年
か

ら
三
百
億
ウ
ォ
ン
以
上
の
公
共
事
業
に
は
設

計
段
階
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
適
用
が
義
務
付
け
ら

れ
、
三
百
億
ウ
ォ
ン
以
下
の
公
共
事
業
で
は

建
築
・
構
造
設
計
や
概
略
設
計
段
階
で
の
部

分
的
な
Ｂ
Ｉ
Ｍ
適
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

韓
国
は
、
二
〇
一
六
年
に
道
路
分
野
に
お

け
る
Ｉ
Ｆ
Ｃ
を
開
発
し
ｂ
Ｓ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
分

科
会
に
提
案
す
る
な
ど
、
道
路
分
野
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

中
国
で
は
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て

設
計
さ
れ
た
。
政
府
主
導
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
推
進

す
る
た
め
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
都
市
の
計
画
・
設
計
・
施
工
・
管
理
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
建
設
業
の
情
報
化
、
グ
リ
ー

ン
施
工
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
を
進
め
て

い
る
。
中
国
は
、
二
〇
一
六
年
に
鉄
道
分
野

に
お
け
る
Ｉ
Ｆ
Ｃ
を
開
発
し
、
ｂ
Ｓ
Ｉ
の
鉄

道
分
科
会
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

５
．Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
道
筋

公
共
事
業
へ
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入
の

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
に
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
最
初
の
段
階
、
つ
ま
り
測
量
や
地

質
調
査
な
ど
か
ら
始
ま
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

を
一
気
通
貫
で
扱
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
複
数
工
種
が
あ
る
場
合
は
、
た
と

え
ば
土
木
工
事
だ
け
で
な
く
、
同
時
並
行
で

進
む
機
械
設
備
工
事
や
電
気
通
信
工
事
も
一

体
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
３
Ｄ
に
工
程
や
コ
ス
ト
を
加
え

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す

る
５
Ｄ
化
が
急
が
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
関
係

者
は
起
こ
り
得
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
競
合
を

特
定
し
た
り
、
資
機
材
搬
入
の
手
配
な
ど
を

最
適
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
工

程
の
変
更
が
コ
ス
ト
に
与
え
る
影
響
も
可
視

化
で
き
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
す
る
に
つ

れ
て
実
際
の
コ
ス
ト
と
見
積
り
を
比
較
で
き

る
た
め
、
問
題
が
起
き
れ
ば
即
座
に
特
定
し

て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
コ
ス
ト
管
理
と
タ
イ
ム
リ
ー
な
意
思
決
定

が
可
能
に
な
る
。
５
Ｄ
化
に
よ
り
、
工
程
や

コ
ス
ト
に
関
す
る
複
雑
な
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
説
得
力
の
あ
る
形
で
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
受
発
注
者
間
や
元
請
・
下
請
間

な
ど
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
に
な
る
。

関
係
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
予
算
に

沿
っ
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
向
上
に
繋
が
る
。

し
か
し
、
効
果
的
な
５
Ｄ
を
実
現
す
る
に

は
、
関
係
者
間
の
コ
ス
ト
情
報
の
連
携
が
必

要
に
な
る
。
コ
ス
ト
を
自
社
内
で
完
結
し
て

整
理
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
他
者
の
情
報

は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
特
に
、
わ
が
国
の
公
共
工
事
で
は
、
発

注
者
側
の
積
算
が
契
約
の
ベ
ー
ス
で
あ
る

が
、
受
注
者
側
は
独
自
の
実
行
予
算
に
基
づ

い
て
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
受
発
注
者
間
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

で
コ
ス
ト
情
報
を
共
有
し
や
す
く
す
る
よ

う
、
積
算
方
式
や
契
約
方
式
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
受
注
者
側
で
も
元
請
と
下
請
の
コ

ス
ト
情
報
が
リ
ン
ク
し
な
け
れ
ば
、
実
際
に

い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
の
か
が
下
請
業
者
や

協
力
会
社
に
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

企
業
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
コ
ス
ト
情
報

を
外
部
に
公
開
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
所
要
コ
ス
ト
を
ブ
レ
ー
ク

ダ
ウ
ン
し
て
関
係
者
間
で
共
有
す
る
手
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

６
．発
想
の
転
換
に
よ
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
未
来

こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
構
造

物
を
新
設
す
る
た
め
の
設
計
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
そ
し
て
施
工
に
繋

げ
て
完
成
し
て
か
ら
管
理
に
至
る
と
い
う
流

れ
で
あ
る
。
も
と
も
と
建
築
物
を
対
象
と
し

て
発
展
し
た
が
、
土
木
の
世
界
で
は
、
河
川

な
ど
は
自
然
公
物
と
し
て
元
々
存
在
し
て
い

る
。道
路
や
港
湾
な
ど
の
人
工
構
造
物
で
も
、

既
設
の
構
造
物
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
イ

ン
フ
ラ
を
対
象
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
す
る
に
は
、
ま
ず
現
存

し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
補
修
や
維
持
工
事
、
更
新
工
事

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
繋
げ
る
と
い
う
逆
の
発

想
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

河
川
の
整
備
や
あ
る
い
は
土
砂
災
害
防
止

な
ど
も
考
え
る
と
、
構
造
物
だ
け
で
な
く
地

形
や
地
盤
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
も
必
要
に
な
る
。

二
〇
二
三
年
三
月
の
ｂ
Ｓ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
）
デ
ー
タ
と
の
連
携
の
重
要
性
が

複
数
分
野
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
空

間
情
報
と
地
図
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
が
容
易
に
な
る
。
地
形
・
地
質
の
電

子
デ
ー
タ
を
河
川
・
道
路
な
ど
の
構
造
物
デ

ー
タ
と
関
連
付
け
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
衛
星
画
像
や
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て

河
川
流
域
を
３
Ｄ
化
し
て
河
川
管
理
に
利
用

す
れ
ば
災
害
対
策
に
生
か
せ
る
。
洪
水
流
出

計
算
を
し
た
り
、
河
川
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
用

い
る
水
位
計
算
を
す
る
に
も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
を
活
用
で
き
る
。

気
候
変
動
と
資
源
の
枯
渇
に
関
す
る
懸
念

が
高
ま
る
中
、
持
続
可
能
性
を
優
先
す
る
必

要
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

炭
酸
ガ
ス
排
出
量
等
の
デ
ー
タ
を
加
え
て
６

Ｄ
化
す
る
な
ど
に
よ
り
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

は
よ
り
持
続
可
能
な
設
計
と
施
工
の
実
践
を

可
能
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

土
木
分
野
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
の
標
準
化
の

進
展
は
、
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
管
理
に
移
行
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
河
川
・
道
路
な
ど

の
公
物
管
理
で
高
度
な
技
術
力
を
有
す
る
わ

が
国
が
、
各
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
き
た
い
。
イ
ン
フ
ラ
や
地
盤
等
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
連
携
基
盤
を
構
築
す
べ
く
国
土
交

通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て
国
土
情
報
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
再
現
さ
れ
る
「
電
子
国
土

管
理
」
を
実
現
し
た
い
。
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1
．は
じ
め
に

Ａ
Ｉ
や
セ
ン
シ
ン
グ
機
器
、
５
Ｇ
、
ブ
ロ

ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
革
新
的
な
デ
ジ
タ
ル

技
術
が
発
展
し
、
高
価
値
な
デ
ー
タ
へ
容
易

に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
社
会
が
実
現
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
を
高
度
に
利
活
用
す
るSociety�5.0

に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
第
六
期

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
に

お
い
て
、Society�5.0

の
実
現
に
向
け
て

様
々
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、「
サ
イ

バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
の
融
合
に
よ

る
持
続
可
能
で
強
靱
な
社
会
へ
の
変
革
」、

「
新
た
な
社
会
を
設
計
し
、
価
値
創
造
の
源

泉
と
な
る
「
知
」
の
創
造
」
や
「
新
た
な
社

会
を
支
え
る
人
材
の
育
成
」
が
重
要
と
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と

フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
と
が
有
機
的
に
融
合
し
た

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
環
境
の
実
現
と
一
般
化
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
環
境
で
は
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間
を
写
像
し
た
サ
イ
バ
ー
空
間
が
重
要

で
あ
り
、
各
種
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

な
詳
細
度
の
三
次
元
空
間
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド

に
獲
得
可
能
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
サ

イ
バ
ー
空
間
構
築
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と

し
て
、
国
土
交
通
省
が
主
導
す
る
日
本
全
国

の
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
で
あ
る
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｕ
や
、
近
年
、
計
測
・
蓄
積
・
活
用
が
加
速

度
的
に
進
行
し
て
い
る
点
群
デ
ー
タ
が
あ

る
。
こ
の
状
況
に
対
し
て
拍
車
を
か
け
る
取

組
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
点
群

デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
や
、
東
京
都
の
「
東

京
都
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
Ｄ
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」、
ア
ナ

ザ
ー
ブ
レ
イ
ン
社
の
「
み
ん
キ
ャ
プ
」
な
ど

が
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
点
群

デ
ー
タ
の
蓄
積
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
が
進

ん
で
い
る
。

今
後
も
ま
す
ま
す
活
用
の
期
待
が
高
ま
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
点
群
デ
ー
タ
は
、
都
市
空

間
上
の
ｘ
、ｙ
、ｚ
の
座
標
や
Ｒ
Ｇ
Ｂ
値
（
色

の
デ
ー
タ
）
等
を
保
持
し
た
膨
大
な
点
の
集

合
体
で
あ
る
。
加
え
て
、
各
点
が
示
す
地
物

や
他
点
と
の
関
係
情
報
を
保
持
し
な
い
た

め
、
用
途
に
即
し
て
賢
く
使
う
の
が
難
し
い

特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化

さ
れ
て
い
る
点
群
デ
ー
タ
は
、
公
共
測
量
の

作
業
規
程
の
準
則
や
各
種
構
造
物
に
関
わ
る

出
来
形
管
理
要
領
な
ど
の
異
な
る
ル
ー
ル
に

準
拠
し
て
い
る
も
の
や
、
利
用
者
が
計
測
し

た
も
の
が
混
在
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

点
群
デ
ー
タ
の
計
測
精
度
や
密
度
に
も
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
測
目

的
に
沿
っ
た
計
測
成
果
の
集
ま
り
で
あ
る
た

め
、
都
市
空
間
全
体
を
網
羅
し
て
い
な
い
。

こ
の
解
決
の
方
向
性
と
し
て
、
点
群
デ
ー

タ
を
統
合
し
て
画
一
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な

利
活
用
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、“
点

群
デ
ー
タ
”
と
“
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ー
ダ
ブ

ル
な
デ
ー
タ
”
と
を
関
連
付
け
て
効
率
的
に

活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
構
造
を
定
義
し
、

利
活
用
環
境
の
共
通
化
を
図
る
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
の
構
築
が
肝
要
と
言
え
る
。
本
稿
は
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
構
築
に
関
す
る
研
究
成

果
と
し
て
都
市
空
間
を
含
む
“
公
共
構
造
物

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
構
想
”
お
よ
び
“
空
間
Ｉ

Ｄ
ベ
ー
ス
の
三
次
元
情
報
基
盤
の
試
作
”
を

紹
介
す
る
。

2
．�公
共
構
造
物

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
構
想

２
・
１　

全
体
像

著
者
ら
は
、
点
群
デ
ー
タ
の
属
性
管
理
仕

様
【
道
路
編
】（
案
）
に
準
拠
し
た3D

�Point�
Studio

を
用
い
て
、
図
1
に
示
す
よ
う
な
地

物
単
位
で
構
造
化
さ
れ
た
点
群
デ
ー
タ
で
あ

るSem
antic�Point�Cloud�D

ata

を
管
理

で
き
る
環
境
（
以
下
、「
公
共
構
造
物
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
」）を
構
築
し
た
。
こ
の
環
境
で
は
、

道
路
の
地
物
単
位
で
点
群
デ
ー
タ
が
扱
え
る

た
め
、
例
え
ば
台
帳
と
の
関
連
付
け
や
時
系

列
的
な
変
状
評
価
な
ど
が
容
易
に
な
る
。
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

２
・
２　

主
要
機
能
の
一
覧

２
・
２
・
１　

共
通
機
能

公
共
構
造
物
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
基
盤
で

あ
る3D

�Point�Studio

（
図
2
）
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
版
と
オ
フ
ラ
イ
ン
版
が
あ
り
、
双

方
に
は
共
通
し
て
、
点
群
デ
ー
タ
の
Ｒ
Ｇ
Ｂ

表
示
、
任
意
数
値
の
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
ま
た

は
カ
ラ
ー
ス
ケ
ー
ル
表
示
、
点
選
択
、
二
点

間
の
距
離
計
測
、
横
断
図
表
示
な
ど
の
標
準

的
な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仕

様
に
準
拠
し
て
、
点
群
デ
ー
タ
を
道
路
地
物

単
位
に
分
割
し
て
管
理
す
る
デ
ー
タ
構
造
を

採
用
し
て
い
る
た
め
、
図
2
に
示
す
通
り
照

明
柱
や
標
識
柱
、
街
路
樹
な
ど
の
地
物
の
点

群
デ
ー
タ
を
領
域
デ
ー
タ
に
て
分
割
管
理
し

て
い
る
。

２
・
２
・
２　

オ
ン
ラ
イ
ン
版
機
能

オ
ン
ラ
イ
ン
版
の
特
徴
は
、
点
群
デ
ー
タ

と
三
次
元
モ
デ
ル
を
融
合
し
て
可
視
化
し
、

そ
の
空
間
内
に
て
バ
ー
ド
ビ
ュ
ー
が
で
き
る

点
（
図
3
）
で
あ
る
。
本
機
能
で
は
、
任
意

地
点
に
お
け
る
都
市
空
間
の
見
え
方
や
、
歩

行
時
や
運
転
時
な
ど
の
任
意
ル
ー
ト
の
移
動

中
に
お
け
る
都
市
空
間
の
視
認
性
を
確
認
で

き
る
た
め
、
景
観
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
都

市
計
画
の
策
定
時
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用

で
き
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
版
は
、
シ
ー

ン
の
共
有
リ
ン
ク
機
能
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
の

起
動
か
ら
数
分
以
内
で
目
的
地
物
へ
の
ダ
イ

レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
。
加
え
て
、

必
要
な
エ
リ
ア
を
選
択
し
て
点
群
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
機
能
も
備
え
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
複
数
時
期
や
計
測
機
器
の
異
な
る

同
一
地
点
の
点
群
デ
ー
タ
を
容
易
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
る
た
め
、
オ
フ
ラ
イ
ン
版
と

連
携
し
て
、
点
群
と
設
計
デ
ー
タ
の
差
分
検

出
、
二
時
期
の
点
群
デ
ー
タ
の
差
分
検
出
等

の
機
能
の
利
活
用
が
可
能
と
な
る
。

２
・
２
・
３　

オ
フ
ラ
イ
ン
版
機
能

オ
フ
ラ
イ
ン
版
の
特
徴
は
、
機
械
学
習
を

用
い
た
地
物
抽
出
機
能
、
二
時
期
の
差
分
抽

出
機
能
、
差
分
抽
出
結
果
の
横
断
図
表
示
機

能
（
図
4
）
お
よ
び
属
性
管
理
仕
様
に
準
拠

し
た
デ
ー
タ
管
理
機
能
を
備
え
て
い
る
点
で

あ
る
。
一
般
的
に
、
二
時
期
の
点
群
デ
ー
タ

か
ら
の
差
分
抽
出
で
は
、
二

つ
の
点
群
デ
ー
タ
を
位
置
に

基
づ
き
重
畳
し
、
点
群
間
の

距
離
も
し
く
は
点
群
か
ら
生

成
し
た
面
間
の
距
離
に
基
づ

き
差
分
量
を
算
出
す
る
。
し

か
し
、
比
較
対
象
の
二
時
期

の
点
群
デ
ー
タ
に
は
、
計
測

機
器
の
持
つ
誤
差
や
、
点
群

デ
ー
タ
の
位
置
合
わ
せ
時
の

誤
差
、
計
測
条
件
の
違
い
に

よ
る
誤
差
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
、
通
常
の
差
分
抽
出
手
法
で
は
正
し
い

結
果
が
得
ら
れ
な
い
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

3D
�Point�Studio

の
差
分
抽
出
機
能
で
は
、

各
時
期
の
点
群
デ
ー
タ
か
ら
表
１
に
示
す
差

分
算
出
指
標
の
解
析
情
報
を
取
得
し
、
解
析

情
報
間
を
ボ
ク
セ
ル
毎
に
対
応
付
け
し
て
差

分
を
検
出
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
計
測
機
器

の
種
類
や
、
絶
対
的
な
計
測
位
置
の
誤
差
等

を
考
慮
せ
ず
に
差
分
を
抽
出
で
き
る
。
ま
た
、

オ
フ
ラ
イ
ン
版
で
は
、
点
群
デ
ー
タ
の
解
析

5

図1　公共構造物デジタルツイン

図2　点群ブラウザ3D�Point�Studioの全体像

図３　バードビュー機能（オンライン版）
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結
果
を
出
力
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
は
、
点
群
デ
ー
タ
の
属
性

管
理
仕
様
【
道
路
編
】（
案
）
に
準
拠
し
た

領
域
デ
ー
タ
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
蓄
積

で
き
る
た
め
、
地
物
の
空
間
検
索
が
可
能
と

な
る
。

２
・
３�　

公
共
構
造
物
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
を
用
い
た
現
地
調
査
支
援

イ
ン
フ
ラ
点
検
等
の
現
地
調
査
業
務
を
支

援
す
る
た
め
、
現
場
で
写
真
や
点
群
を
手
軽

に
記
録
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
位
置
情
報
や
空
間

Ｉ
Ｄ
に
紐
づ
け
て
管
理
で
き
るLiD

A
R

搭
載

のiO
S

向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し

た
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
図
5
に
示
す
と
お
り
、

高
精
細
カ
メ
ラ
に
よ
る
写
真
と
動
画
撮
影
機

能
、LiD

A
R

に
よ
る
寸
法
と
点
群
計
測
機

能
、
デ
ー
タ
管
理
機
能
や
サ
ー
バ
へ
の
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
機
能
を
備
え
て
お
り
、
道
路
、
河

川
、
砂
防
港
湾
、
橋
梁
等
の
様
々
な
ド
メ
イ

ン
に
関
わ
る
公
共
構
造
物
の
点
検
・
調
査
情

報
の
円
滑
な
デ
ー
タ
管
理
を
実
現
す
る
。

3
．�空
間
Ｉ
Ｄ
ベ
ー
ス
の

三
次
元
情
報
基
盤
の
試
作

３
・
１�　

点
群
デ
ー
タ
の
空
間
Ｉ
Ｄ
へ

の
対
応
付
け

三
次
元
情
報
に
関
わ
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
伴
い
、
点
群
デ
ー

タ
の
計
測
・
蓄
積
・

活
用
が
加
速
度
的
に

進
行
し
て
い
る
。
一

方
、
蓄
積
さ
れ
て
い

る
点
群
デ
ー
タ
は
、

計
測
機
器
や
計
測
方

法
が
異
な
る
た
め
、

得
ら
れ
た
点
群
デ
ー

タ
の
精
度
や
密
度
が

異
な
る
課
題
が
あ

る
。
こ
の
課
題
に
対

し
て
、
公
共
構
造
物

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
環

境
で
は
、
点
群
デ
ー
タ
を
空
間
Ｉ
Ｄ
に
変
換

し
て
共
通
ア
ク
セ
ス
可
能
な
仕
組
み
を
試
作

し
て
い
る
。

空
間
Ｉ
Ｄ
と
は
、
三
次
元
空
間
を
ボ
ク
セ

ル
に
分
割
し
、
一
意
に
位
置
を
特
定
で
き
る

規
格
で
あ
る
。
空
間
Ｉ
Ｄ
は
ズ
ー
ム
レ
ベ
ル

に
応
じ
て
ボ
ク
セ
ル
の
大
き
さ
が
異
な
っ
て

お
り
、
ズ
ー
ム
レ
ベ
ル
が
一
つ
上
が
る
ご
と

に
上
位
の
ボ
ク
セ
ル
を
八
分
割
し
た
包
含
関

係
に
あ
る
ボ
ク
セ
ル
を
生
成
す
る
。
例
え
ば
、

Ｘ
Ｙ
Ｚ
タ
イ
ル
方
式
の
場
合
、
レ
ベ
ル
25
で

一
・
一
九
ｍ
×
一
・
一
九
ｍ
×
一
・
〇
〇
ｍ
、

レ
ベ
ル
26
で
〇
・
六
〇
ｍ
×
〇
・
六
〇
ｍ
×

〇
・
五
〇
ｍ
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ズ
ー

ム
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
ボ
ク
セ
ル
サ
イ
ズ
が
異

な
り
、
ま
た
、
包
含
関
係
を
保
持
し
て
い
る

た
め
、
計
測
さ
れ
た
点
群
デ
ー
タ
の
精
度
や

密
度
に
応
じ
て
、
対
応
付
け
可
能
な
空
間
Ｉ

Ｄ
の
ズ
ー
ム
レ
ベ
ル
の
上
限
を
設
定
で
き
る
。

都
市
空
間
を
計
測
し
た
点
群
デ
ー
タ
を
空

間
Ｉ
Ｄ
に
対
応
付
け
て
管
理
す
る
こ
と
で
、

各
種
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
粒
度
の

サ
イ
バ
ー
空
間
を
即
座
に
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
ド
ロ
ー
ン
の
航
行
ル
ー
ト
の

生
成
や
安
全
な
経
路
探
索
を
行
う
場
合
に

は
、
ド
ロ
ー
ン
の
機
体
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た

ボ
ク
セ
ル
サ
イ
ズ
の
空
間
Ｉ
Ｄ
を
指
定
す
る

こ
と
で
、
運
航
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

と
な
る
。
同
様
に
、
災
害
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
、
駅
圏
内
の
同
線
解
析
、
イ
ベ
ン

ト
時
の
人
流
解
析
な
ど
の
動
的
な
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
解
析
対
象
の
事
例

に
合
わ
せ
て
必
要
と
な
る
サ
イ
バ
ー
空
間
を

オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
、
点
群
デ
ー
タ
に
基
づ
き
空
間
Ｉ

Ｄ
ベ
ー
ス
の
三
次
元
情
報
基
盤
を
構
築
し
て

普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
幅
広
い
活
用
が
期
待

で
き
る
。

３
・
２�　

空
間
Ｉ
Ｄ
ベ
ー
ス
の
三
次
元

情
報
基
盤
の
試
作

公
共
構
造
物
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
環
境
に
て

試
作
中
の
三
次
元
情
報
基
盤
の
イ
メ
ー
ジ
を

5

10

図4　差分抽出結果の横断図表示機能（オフライン版）

図5　現地調査支援アプリ
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図
6
に
示
す
。
試
作
環
境
で
は
、
点
群
デ
ー

タ
を
任
意
の
ズ
ー
ム
レ
ベ
ル
の
空
間
Ｉ
Ｄ
に

分
割
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ボ
ク
セ
ル
に
て
管

理
す
る
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ボ
ク
セ

ル
空
間
に
内
包
す
る
点
群
デ
ー
タ
を
抽
出

し
、
ロ
ー
カ
ル
ボ
ク
セ
ル
空
間
に
て
管
理
す

る
。
ロ
ー
カ
ル
ボ
ク
セ
ル
空
間
で
は
、
点
群

デ
ー
タ
の
精
度
や
密
度
に
応
じ
て
適
し
た
ズ

ー
ム
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
。ま
た
、

ロ
ー
カ
ル
ボ
ク
セ
ル
空
間
の
各
ボ
ク
セ
ル
内

に
点
群
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
（
〇

or
一
の
バ
イ
ナ
リ
デ
ー
タ
）
で
デ
ー
タ
管

理
す
る
。

4
．お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
構
築
に

関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
都
市
空
間
を
含
む

“
公
共
構
造
物
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
構
想
”
お

よ
び
“
空
間
Ｉ
Ｄ
ベ
ー
ス
の
三
次
元
情
報
基

盤
の
試
作
”
を
紹
介
し
た
。
公
共
構
造
物
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
構
想
で
は
、
点
群
デ
ー
タ
を

道
路
地
物
単
位
に
分
割
し
て
管
理
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
構
造
を
詳
説
す
る
と
と
も
に
、

3D
�Point�Studio

に
よ
る
公
共
構
造
物
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
環
境
の
利
活
用
方
法
を
紹
介

し
た
。
ま
た
、
空
間
Ｉ
Ｄ
ベ
ー
ス
の
三
次
元

情
報
基
盤
の
試
作
で
は
、
空
間
Ｉ
Ｄ
を
用
い

て
精
度
や
密
度
の
異
な
る
点
群
デ
ー
タ
を
共

通
管
理
す
る
た
め
の
取
組
を
紹
介
し
た
。
今

後
は
、
都
市
空
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

活
用
可
能
な
空
間
Ｉ
Ｄ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
Ｉ

／
Ｏ
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
構
築
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
文
献
の
一
部
を
基
に
執
筆

し
た
。

謝
辞　

本
研
究
の
一
部
は
、「
静
岡
県
『
ス

マ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
“
ふ
じ
の
く

に
”
モ
デ
ル
事
業
』
の
デ
ー
タ
利
活
用
に
関

す
る
共
同
研
究
」、「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
を
活
用

し
た
次
世
代
型
維
持
管
理
手
法
に
関
わ
る
共

同
研
究
」お
よ
び
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
公
募
事
業「
産

業
Ｄ
Ｘ
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
／
三
次
元
空
間
情
報
基
盤
に
関
す
る
研

究
開
発
／
空
間
Ｉ
Ｄ
を
活
用
し
た
三
次
元
空

間
情
報
基
盤
の
開
発
」
の
成
果
で
あ
る
。
本

研
究
の
遂
行
に
あ
た
り
、
静
岡
県
と
日
本
イ

ン
シ
ー
ク
社
、
日
本
工
営
社
、
テ
ク
ノ
ク
レ

ア
社
、Create-C

社
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表

す
る
。
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1
．�デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
お
け
る

点
群
と
測
位

都
市
・
国
土
へ
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
適

用
は
、
実
空
間
を
デ
ジ
タ
ル
空
間
上
で
再
現

し
、
デ
ジ
タ
ル
空
間
上
で
導
い
た
最
適
解
を

実
空
間
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
ク
ル
を
い
か
に
構
築
し
、
社
会
課
題
の
発

見
と
解
決
へ
利
活
用
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
こ
の
デ
ー
タ
サ
イ
ク
ル
の
媒
体
と
な
る

デ
ー
タ
に
は
、
位
置
情
報
や
画
像
、
点
群
等

が
あ
る
。
実
空
間
の
ふ
る
ま
い
を
３
Ｄ
形
状

で
把
握
す
る
う
え
で
は
、
幾
何
形
状
が
複
雑

な
も
の
で
も
容
易
に
記
録
・
再
現
で
き
る
点

群
が
有
用
で
あ
り
、
こ
の
点
群
に
位
置
情
報

（
世
界
座
標
系
な
ど
）
と
時
刻
情
報
を
付
与

す
る
こ
と
で
、
都
市
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
へ

効
果
的
に
利
用
で
き
る
。
ま
た
、
点
群
取
得

の
た
め
の
移
動
計
測
や
、
実
空
間
と
デ
ジ
タ

ル
空
間
を
つ
な
い
だ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
効

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測

位
と
非
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
環
境
で
の
測
位
（
屋
内
測

位
）
を
円
滑
に
切
り
替
え
る
屋
内
外
シ
ー
ム

レ
ス
測
位
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
測

量
・
土
木
分
野
に
お
け
る
点
群
と
屋
内
外
シ

ー
ム
レ
ス
測
位
の
意
義
を
解
説
し
た
後
、
非

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
環
境
に
お
け
る
点
群
取
得
の

事
例
と
し
て
月
面
測
量
ロ
ー
バ
、
屋
内
外
シ

ー
ム
レ
ス
測
位
の
事
例
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
点

検
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
、
点
群
取
得
と
屋
内
外
シ
ー
ム

レ
ス
測
位
の
事
例
と
し
て
自
律
型
船
舶
搭
載

測
量
シ
ス
テ
ム
の
研
究
事
例
を
解
説
す
る
。

1
・
1��

測
量
・
土
木
分
野
に
お
け
る

点
群

点
群
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
物
の
形
状
を
点
の

集
合
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
建
設
や
ロ

ボ
ッ
ト
、
プ
ラ
ン
ト
、
災
害
、
環
境
、
医
療
、

ス
ポ
ー
ツ
、
軍
事
、
考
古
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。
点
群
中
の
一

点
が
持
つ
情
報
は
、
座
標
値
の
ほ
か
、
カ
メ

ラ
で
得
た
色
情
報
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ニ
ン

グ
で
得
た
反
射
強
度
、
法
線
ベ
ク
ト
ル
な
ど

で
構
成
で
き
る
。
点
群
は
、
画
像
計
測
や�

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
、
音
響
測
深
な
ど

で
取
得
さ
れ
る
。

国
内
の
建
設
分
野
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ

（Building�Inform
ation�M

odeling

）
普

及
の
方
針
が
出
た
二
〇
一
〇
年
前
後
か
ら
本

格
的
に
点
群
が
活
用
さ
れ
だ
し
て
い
る
。
Ｂ

Ｉ
Ｍ
お
よ
び
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
実
現
す
る

う
え
で
、
建
築
物
や
構
造
物
の
３
Ｄ
モ
デ
リ

ン
グ
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
３
Ｄ
モ
デ
リ
ン

グ
に
必
要
な
実
測
デ
ー
タ
と
な
る
点
群
の
取

得
と
活
用
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

新
規
の
建
築
物
や
構
造
物
で
は
、
設
計
デ
ー

タ
を
情
報
管
理
用
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
と
し
て
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
る
。
一
方
で
、
既
設
の
構

造
物
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
ｆ
Ｍ
／
Ｍ
Ｖ
Ｓ
を
含

む
写
真
測
量
や
、
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

に
よ
っ
て
点
群
を
取
得
し
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
を

生
成
す
る
流
れ
が
主
で
あ
る
。
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
で
は
、
航
空
機
搭
載
型
レ
ー�

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
や
地
上
設
置
型
レ
ー
ザ
ー�

ス
キ
ャ
ナ
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
（M

obile�M
apping�

System

）、
Ｕ
Ａ
Ｖ
搭
載
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
な
ど
、
中
・
長
距
離
の
測
距
に
適
し
た

測
量
用
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
。

建
設
分
野
に
お
け
る
点
群
処
理
で
は
、
静

体
を
計
測
し
た
大
規
模
な
点
群
（
数
億
点
か

ら
数
十
億
点
程
度
）
を
用
い
た
高
精
度
な
３

Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
に
主
眼
が
お
か
れ
る
。
点
群

処
理
で
は
、
ノ
イ
ズ
除
去
や
レ
ジ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
サ
ー
フ
ェ
ス
モ
デ
リ
ン
グ
、
物
体

認
識
処
理
、
物
体
追
跡
処
理
を
適
用
す
る
う

え
で
、
点
群
の
解
析
や
検
索
を
効
率
化
す
る

測
量
・
土
木
分
野
に
お
け
る
点
群
取
得
と

屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位

中
川　

雅
史

芝
浦
工
業
大
学　

工
学
部

土
木
工
学
科　

教
授
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た
め
の
処
理
（
Ｋ
ｄ
木
や
八
分
木
、
セ
グ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
）
や
、

局
所
的
な
点
群
同
士
の
対
応
付
け
や
モ
デ
ル

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
処
理
（
近
傍
探
索
や
特
徴

量
推
定
、
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
推
定
、
面
推
定
）

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
。
点
群
の
密
度
が
小

さ
く
て
も
大
き
く
て
も
精
度
は
同
じ
で
あ
る

が
、
点
群
処
理
の
難
易
度
が
点
密
度
に
よ
っ

て
変
わ
る
。
点
群
処
理
の
難
易
度
を
左
右
す

る
項
目
は
、
点
密
度
や
測
距
精
度
、
色
情
報

な
ど
の
属
性
デ
ー
タ
の
有
無
、
レ
ジ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
精
度
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

1
・
2��

測
量
・
土
木
分
野
に
お
け
る

屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で
利
用
す
る
点
群
は
欠

損
の
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
計
測
対

象
の
点
群
を
ま
ん
べ
ん
な
く
取
得
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
効
率
的
に
行
う
た

め
に
は
、
計
測
に
お
け
る
死
角
を
地
上
設
置

型
計
測
よ
り
も
削
減
で
き
る
移
動
計
測
が
有

効
で
あ
る
。移
動
計
測
で
取
得
す
る
点
群
は
、

カ
メ
ラ
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
な
ど
の
位
置

姿
勢
デ
ー
タ
（
外
部
標
定
要
素
）
の
精
度
に

大
き
く
依
存
す
る
た
め
、
高
精
度
な
点
群
を

取
得
す
る
場
合
に
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

測
位
が
適
用
さ
れ
る
。

測
位
に
は
、
精
度
や
確
度
だ
け
で
な
く
、

可
用
性
（
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
測
位
で
き
る

性
能
）
や
、
継
続
性
（
中
断
せ
ず
に
測
位
で

き
る
性
能
）、
完
全
性
（
外
部
攻
撃
な
ど
に

頑
健
な
性
能
）
が
求
め
ら
れ
る
。
建
設
分
野

で
広
く
利
用
さ
れ
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測

位
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
環
境
に
お
い
て
は
、

高
精
度
に
測
位
で
き
る
一
方
で
、
劣
悪
な
Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
環
境
に
お
い
て
は
、
可
用
性
や

継
続
性
が
大
幅
に
低
下
す
る
特
徴
が
あ
る
。

施
工
現
場
や
維
持
管
理
を
す
る
構
造
物
周
辺

な
ど
に
は
、
劣
悪
な
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
環
境
を

含
む
こ
と
が
多
い
た
め
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
環
境
で

の
測
位
の
み
な
ら
ず
、
屋
内
測
位
も
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
点
群
取
得
の

た
め
の
移
動
計
測
や
、
実
空
間
と
デ
ジ
タ
ル

空
間
を
つ
な
い
だ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
測
位

モ
ー
ド
を
円
滑
に
切
り
替
え
る
屋
内
外
シ
ー

ム
レ
ス
測
位
が
必
要
と
な
る
。

屋
内
測
位
は
、
複
数
の
発
信
機
を
面
的
に

設
置
し
た
ビ
ー
コ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
イ
ン

フ
ラ
型
測
位
と
、
移
動
体
に
搭
載
し
た
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
や
Ｉ
Ｍ
Ｕ
な
ど
を
利
用
す
る

イ
ン
フ
ラ
レ
ス
型
測
位
に
大
別
さ
れ
る
。
工

場
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
既
知
空
間
で
は
イ
ン

フ
ラ
型
測
位
、
災
害
現
場
な
ど
の
未
知
空
間

で
は
イ
ン
フ
ラ
レ
ス
型
測
位
を
適
用
し
た
事

例
が
多
い
。

2
．月
面
測
量
ロ
ー
バ

国
内
に
お
け
る
無
人
建
設
技
術
の
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
高
解
像
度
映
像
伝

送
技
術
や
遠
隔
操
縦
技
術
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
に
も
と
づ
く
遠
隔
施
工
技
術
な
ど
、
月
面

拠
点
建
設
に
必
要
と
な
る
技
術
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
月
面
拠
点
建
設
は
、
施
工
コ

ス
ト
や
地
球
か
ら
の
物
資
輸
送
コ
ス
ト
が
莫

大
で
あ
る
た
め
に
、
地
球
上
の
建
設
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
以
上
に
、
手
戻
り
の
な
い
効
率
性
が

求
め
ら
れ
る
。
手
戻
り
の
な
い
施
工
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
お
よ
び

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
も

と
づ
い
て
、
月
面
環
境
に
お
け
る
踏
査
か
ら

起
工
測
量
、
施
工
管
理
、
維
持
管
理
に
至
る

測
量
手
法
の
提
案
の
み
な
ら
ず
、
土
質
・
地

盤
調
査
や
自
動
施
工
と
連
動
す
る
空
間
デ
ー

タ
の
提
供
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
の
も
と
、
月
面
模
擬
環
境
を
構
築
し
、
測

量
と
土
質
・
地
盤
の
同
時
調
査
手
法
に
関
す

る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
し

て
お
り
、
地
形
測
量
と
土
質
・
地
盤
調
査
の

同
時
実
施
の
有
効
性
を
知
見
と
し
て
得
て
い

る
。
土
質
・
地
盤
調
査
で
は
、
土
質
・
地
盤

の
地
層
構
造
や
変
形
特
性
、
強
度
特
性
を
得

る
た
め
に
、
表
面
波
探
査
を
主
と
し
た
地
震

探
査
や
、
放
射
性
同
位
体
を
用
い
た
密
度
・

水
分
計
測
、
載
荷
（
貫
入
）・
せ
ん
断
試
験

を
適
用
し
た
が
、
い
ず
れ
も
面
的
な
可
視
化

に
お
い
て
は
、
空
間
内
挿
処
理
の
た
め
に
、

高
精
度
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
位
置
の
取
得
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
位
置

は
、
地
球
上
で
は
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位

な
ど
で
取
得
で
き
る
が
、
月
面
で
は
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
測
位
を
適
用
で
き
な
い
た
め
、
地
形
測
量

で
推
定
し
た
位
置
姿
勢
デ
ー
タ
を
転
用
す
る

こ
と
で
、
土
質
・
地
盤
情
報
の
可
視
化
を
し

て
い
る
。
月
面
探
査
に
お
け
る
地
上
地
形
測

量
で
は
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
（Sim

ultaneous�
Localization�and�M

apping�

）
を
主
と

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
く
、LiD

A
R-

SLA
M

やV
isual�SLA

M

の
適
用
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
課
題
と
し
て
、
形
状

特
徴
の
な
い
計
測
領
域
に
お
い
て
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ

処
理
が
位
置
姿
勢
推
定
に
失
敗
す
る
課
題

（
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
退
化
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
逐

次
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
に
お
け
る
誤
差
蓄
積
、
完
全
Ｓ

Ｌ
Ａ
Ｍ
に
お
け
る
ル
ー
プ
閉
じ
こ
み
へ
の
依

存
性
、お
よ
び
、Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
退
化
に
着
眼
し
、

ラ
ン
ダ
ム
配
置
し
た
未
知
点
と
し
て
の
標
識

群
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
回
避
す
る
手
法
を
提
案
し
て
い
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る
。
ま
た
、
無
人
探
査
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る

月
面
地
上
測
量
を
想
定
し
、
未
知
点
と
し
て

の
標
識
配
置
、
Ｓ
ｆ
Ｍ
／
Ｍ
Ｖ
Ｓ
で
の
高
密

度
点
群
取
得
、
お
よ
び
、LiD

A
R

で
取
得

し
た
標
識
間
の
ス
ケ
ー
ル
情
報
を
組
み
合
わ

せ
る
微
地
形
の
点
群
取
得
手
法
（LiD
A
R-

SfM
/M
V
S

）
を
提
案
し
、
月
面
に
お
け
る

昼
間
の
測
量
を
想
定
し
た
実
験
を
と
お
し

て
、
提
案
手
法
を
検
証
し
て
い
る
（
図
1
、

図
2
）。

3
．イ
ン
フ
ラ
点
検
Ｕ
Ａ
Ｖ

Ｕ
Ａ
Ｖ
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
イ
ン
フ

ラ
点
検
に
優
位
性
が
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
点
検

の
自
動
化
を
進
め
る
目
的
で
橋
梁
や
ダ
ム
で

の
利
活
用
が
多
く
試
み
ら
れ
て
い
る
。
測

量
・
土
木
分
野
で
利
用
さ
れ
る
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
自

律
飛
行
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
で
制

御
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
衛
星
測
位
環
境
に

大
き
く
依
存
す
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
信
号
が
遮
断

さ
れ
る
橋
梁
の
下
側
の
空
間
な
ど
に
お
い
て

は
、安
定
し
た
飛
行
制
御
が
で
き
な
い
た
め
、

屋
内
測
位
の
適
用
が
必
須
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
イ
ン
フ
ラ
型
測
位
の
適
用
は
、
発

信
機
の
維
持
管
理
業
務
が
別
途
生
じ
る
た

め
、
イ
ン
フ
ラ
点
検
の
業
務
量
が
増
え
る
点

で
現
実
的
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測

位
環
境
と
非
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

測
位
環
境
に
お
い
て
シ

ー
ム
レ
ス
に
飛
行
で
き

る
Ｕ
Ａ
Ｖ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
とV

isual�odom
etry

を
組
み
合

わ
せ
た
屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位
機
能
を
開

発
し
て
い
る
（
図
3
）。

本
研
究
で
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位

解
を
飛
行
中
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｆ
Ｉ
Ｘ
解
と
Ｒ
Ｔ

Ｋ
－
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ａ
Ｔ
解
以
下
の
二
種
に
五
㎐
で

分
類
し
、
分
類
し
た
結
果
に
も
と
づ
い
て
飛

行
制
御
を
行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い

る
。
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｆ
Ｉ
Ｘ
解
を
得
た
場
合
は
、

Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
結
果
を
Ｕ
Ａ
Ｖ
位

置
デ
ー
タ
と
し
て
採
用
し
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｆ
Ｌ

Ｏ
Ａ
Ｔ
解
以
下
を
得
た
場
合
はV

isual�

odom
etry

処
理
結
果
を
Ｕ
Ａ
Ｖ
位
置
デ
ー

タ
と
し
て
採
用
す
る
。V

isual�odom
etry

処
理
結
果
を
利
用
す
る
場
合
は
、
擬
似
的
な

Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
結
果
と
し
て
変
換
し
、

従
来
型
の
フ
ラ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
動
作

さ
せ
る
こ
と
で
、
屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位

が
で
き
る
Ｕ
Ａ
Ｖ
飛
行
を
実
現
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、V

isual�odom
etry

の
セ
ン
サ

に
は
、
全
方
向
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
測
位
の
冗
長
化
の
み
な
ら
ず
、

全
方
向
測
域
機
能
も
持
た
せ
る
こ
と
で
、
衝

突
回
避
処
理
も
同
時
処
理
し
て
い
る
。
実
証

実
験
で
は
、
従
来
の
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
Ｒ
Ｔ
Ｋ
－
Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
）（
図
4
）
で
は
飛
行
が
容
易

で
は
な
か
っ
た
橋
梁
下
の
空
間
で
あ
っ
て

も
、
安
定
的
な
Ｕ
Ａ
Ｖ
飛
行
を
可
能
に
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
図
5
）。

1

2

図1．月面測量ローバ

図2．取得した点群

図3．屋内外シームレス測位機能を搭載したUAV

図4．RTK-GNSS測位結果

図5．屋内外シームレス測位結果
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

4
．自
律
型
船
舶
搭
載
測
量

シ
ス
テ
ム

自
律
型
船
舶
は
、
衛
星
測
位
や
Ｉ
Ｍ
Ｕ
を

利
用
し
た
自
己
位
置
姿
勢
推
定
と
、
周
辺
環

境
を
把
握
す
る
た
め
にLiD

A
R

な
ど
を
利
用

し
た
測
域
に
も
と
づ
き
、
自
律
移
動
を
実
現

す
る
。
ま
た
、
３
Ｄ
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
主
目
的

と
す
る
場
合
は
、
同
様
に
、
衛
星
測
位
と
Ｉ

Ｍ
Ｕ
に
よ
る
自
己
位
置
姿
勢
推
定
と
、
カ
メ

ラ
やLiD

A
R

な
ど
を
利
用
し
た
測
距
の
組
み

合
わ
せ
を
適
用
す
る
。
い
ず
れ
も
計
測
精
度

は
、
衛
星
測
位
の

精
度
に
大
き
く
依

存
す
る
。
自
律
型

船
舶
の
研
究
事
例

と
し
て
多
い
、
上

空
視
界
の
良
い
海

上
で
の
航
行
や
、

港
湾
で
の
自
動
着

桟
な
ど
に
お
い
て

は
、
良
好
な
衛
星

測
位
デ
ー
タ
を
取

得
で
き
る
。
一
方

で
、
都
市
の
中
小

河
川
で
は
構
造
物

が
密
集
し
て
お

り
、
衛
星
測
位
環
境
が
劣
悪
な
た
め
、
衛
星

測
位
と
Ｉ
Ｍ
Ｕ
の
組
み
合
わ
せ
で
も
安
定
的

に
自
己
位
置
姿
勢
を
推
定
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
衛
星
測
位
に
お
け

る
マ
ル
チ
パ
ス
対
応
な
ど
の
機
能
向
上
の
ほ

か
、
屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位
技
術
も
加
え

た
、
衛
星
測
位
環
境
に
冗
長
な
移
動
軌
跡
推

定
手
法
の
開
発
が
必
要
と
な
る
。

船
舶
の
計
測
に
お
い
て
は
、
上
空
視
界
の

良
い
水
上
か
ら
、
照
明
設
備
の
な
い
橋
梁
下

な
ど
の
暗
所
ま
で
、
照
度
変
化
が
大
き
い
た

め
、
画
像
計
測
の
適
用
が
容
易
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
照
度
変
化
に
頑
健
なLiD

A
R

を

利
用
す
る
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
に
着
目
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
－

Ｒ
Ｔ
Ｋ
測
位
とLiD
A
R-SLA

M

の
組
み
合

わ
せ
を
主
と
す
る
手
法
を
提
案
し
て
い
る
。

水
平
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
す
る3D

�LiD
A
R

、
斜

め
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
す
る3D

�LiD
A
R

、
お
よ

び
、
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
受
信
機
で
構
成
し
た
３
Ｄ
計

測
装
置
（
図
6
）
に
よ
り
、
屋
内
外
シ
ー
ム

レ
ス
測
位
と
と
も
に
高
密
度
点
群
（
図
7
）

を
取
得
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
上

空
視
界
が
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
区
間（
隅
田
川
）

と
、
上
空
視
界
が
連
続
的
に
遮
ら
れ
る
区
間

（
日
本
橋
川
）、
上
空
視
界
が
断
続
的
に
遮
ら

れ
る
区
間
（
神
田
川
）
を
実
験
対
象
と
し
た

検
討
の
中
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
－
Ｒ
Ｔ
Ｋ
測
位
と

LiD
A
R-SLA

M

間
の
測
位
モ
ー
ド
切
り
替

え
の
有
効
性
や
、
Ｉ
Ｍ
Ｕ
の
代
替
機
能
と
し

て
のLiD

A
R-SLA

M

の
有
効
性
を
確
認
し

て
い
る
と
と
も
に
、
非
衛
星
測
位
区
間
に
お

け
る
蓄
積
誤
差
の
解
消
方
法
を
課
題
と
し
て

整
理
し
て
い
る
。

5
．ま
と
め

本
稿
で
は
、
都
市
・
国
土
へ
の
デ
ジ
タ
ル

ツ
イ
ン
の
適
用
に
お
け
る
要
素
技
術
と
な
る

点
群
と
屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
ま
た
、
非
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
環
境

に
お
け
る
点
群
取
得
の
事
例
と
し
て
月
面
測

量
ロ
ー
バ
、
屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位
の
事

例
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
点
検
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
、
点
群

取
得
と
屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位
の
事
例
と

し
て
自
律
型
船
舶
搭
載
測
量
シ
ス
テ
ム
の
研

究
事
例
を
ふ
ま
え
て
、
測
量
・
土
木
分
野
に

お
け
る
点
群
と
屋
内
外
シ
ー
ム
レ
ス
測
位
の

意
義
を
解
説
し
た
。
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は
じ
め
に

当
協
会
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
戦
後
復
興

と
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
現
す
る
う
え
で
、
必

要
不
可
欠
で
あ
っ
た
、「
建
設
の
機
械
化
」

推
進
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
機
械
施
工

の
拡
大
に
よ
る
現
場
の
生
産
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

そ
の
後
、
協
会
で
は
平
成
元
年
以
降
に
施

工
の
自
動
化
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
調
査

検
討
や
、
機
械
化
施
工
管
理
に
係
わ
る
情
報

化
の
検
討
に
も
取
組
を
は
じ
め
、
平
成
二
十

一
年
に
は
「
情
報
化
施
工
委
員
会
」
を
設
置

し
、
建
設
施
工
へ
の
情
報
技
術
導
入
活
動
を

開
始
し
た
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
生
産
人
口
の
減
少
・
担
い
手
不
足
へ
対
応

す
る
た
め
、
建
設
生
産
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」

に
よ
る
生
産
性
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
二
十
八
年
に
、
国
土
交
通
省
が

i-Construction

の
取
組
を
開
始
す
る
に
あ

た
っ
て
体
制
を
見
直
し
、i-Construction

施
工
推
進
本
部
を
設
置
「
情
報
化
施
工
委
員

会
」
等
は
推
進
本
部
の
元
に
て
積
極
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
昨
年
度
の
活
動
を
中
心
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
拡
大
に
寄
与
す
る
関
連
取
組
を

紹
介
す
る
。

（
1
）i-C

onstruction

施
工
推
進
本
部

推
進
本
部
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
協
議
会
に
対
し
、
建
設
施
工
の

現
場
に
お
け
る
さ
ら
な
る
生
産
性
向
上
の
た

め
、
一
層
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
向
け
た
各
種
の

提
案
・
提
言
・
要
請
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

提
出
し
て
い
る
。

下
図
に
中
核
を
担
う
情
報
化
施
工
委
員
会

の
Ｗ
Ｇ
を
示
す
。

・�

情
報
化
施
工
委
員
会
に
お
い
て
は
、
参
画

す
る
会
員
企
業
に
対
し
て
国
土
交
通
省
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
施
策
に
関
す
る
理
解
を
進
め

る
た
め
、
適
宜
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
具
体
的
な
課
題
に
対
応
す
る

Ｗ
Ｇ
に
よ
る
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
昨
年

度
の
Ｗ
Ｇ
活
動
の
代
表
事
例
を
紹
介
す
る
。

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
戦
略
Ｗ
Ｇ

当
該
Ｗ
Ｇ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
協
議
会
に

提
出
す
る
提
案
・
提
言
・
養
成
に
係
わ
る
内

容
の
精
査
、
原
案
作
成
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
提
案
事
項
に
つ
い
て
は
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
意
見
照
会
し
収
集
し
て
い
る
。
以

下
に
令
和
四
年
度
提
案
の
抜
粋
を
示
す
。

②i-C
onstruction

普
及
Ｗ
Ｇ

当
該
Ｗ
Ｇ
で
は
、i-Construction

へ
の

取
組
開
始
か
ら
の
課
題
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
）
に
対
応
出
来
る
技
術
者
の

育
成
」
に
寄
与
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
に
お
い
て
標
準
的

な
説
明
資
料
を
用
意
す
る
こ
と
と
、
そ
の
資

料
を
講
習
会
、
説
明
会
に
用
い
て
説
明
す
る

に
あ
た
り
、
説
明
者
に
一
定
の
理
解
度
を
求

め
る
も
の
で
、
独
自
の
認
定
試
験
・
講
習
を

実
施
し
て
い
る
。

認
定
試
験
は
協
会
会
員
向
け
の
も
の
で
あ

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
む
け
た
協
会
の
取
組

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
拡
大
～

二
瓶　

正
康

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
機
械
施
工
協
会

企
画
部
技
師
長
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

る
が
、
こ
れ
ま
で
に
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る

受
験
者
が
お
り
、
全
国
で
協
会
と
し
て
の
講

習
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

③
施
工
デ
ー
タ
利
活
用
検
討
Ｗ
Ｇ

当
該
Ｗ
Ｇ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
実
施
に

伴
い
生
成
さ
れ
る
電
子
デ
ー
タ
（
施
工
デ
ー

タ
）
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
た
取
組
を
行

う
。
現
在
、
納
品
デ
ー
タ
と
し
て
求
め
ら
れ

て
い
る
、「
Ｔ
Ｓ
・
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
盛

土
締
固
め
回
数
管
理
」の
記
録
に
関
す
る「
デ

ー
タ
仕
様
」
等
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｇ
員
の
意
見

照
会
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
施
工
デ
ー
タ
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
に

関
す
る
協
議
会

令
和
三
年
度
、
協
会
が
事
務
局
と
し
て
協

議
会
を
支
援
す
る
取
組
を
開
始
し
た
。
本
協

議
会
で
は
施
工
時
に
生
成
さ
れ
る
デ
ー
タ

の
、
通
信
環
境
を
通
じ
た
デ
ー
タ
連
携
を
加

速
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
特
に

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
デ
ー
タ
を

利
活
用
す
る
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
」
の
社
会
実
装

に
役
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

協
議
会
で
は
、
産
官
が
適
切
に
協
調
領
域

と
競
争
領
域
を
峻
別
し
、
協
調
領
域
に
係
わ

る
必
要
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の

共
通
認
識
を
持
つ
場
と
し
て
活
動
、
個
別
に

は
発
注
者
側
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
意
見
照
会

し
た
具
体
的
取
組
に
つ
い
て
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し

て
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
国
土
交
通
省
よ
りA

s-built

デ
ー

タ
の
利
活
用
に
関
す
る
デ
ー
タ
仕
様
等
の
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
現
時
点
の
協

調
領
域
と
想
定
し
、
そ
の
デ
ー
タ
の
範
囲
拡

大
や3rd�party

ア
プ
リ
に
か
か
わ
る
意
見

交
換
、
機
械
施
工
に
伴
う
CO₂
の
把
握
に
向
け

た
検
討
な
ど
、
必
要
に
応
じ
適
宜
Ｗ
Ｇ
に
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
３
）
規
格
・
標
準
化
活
動

当
協
会
で
は
、
建
設
機
械
に
係
わ
る
規
格

の
標
準
化
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
国
内

審
議
団
体
、
日
本
産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の

原
案
作
成
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ISO
15143

シ
リ
ー
ズ
（
施
工
現
場
情
報

交
換
）
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
係
わ
る
土
工

機
械
に
係
わ
る
デ
ー
タ
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
Ｍ
Ａ
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
関
）
の
（
国

際
）
幹
事
国
業
務
を
引
き
受
け
て
い
る
。

前
述
の
情
報
化
施
工
委
員
会
及
び
施
工
デ

ー
タ
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
に
関
す
る
協
議
会
と
も

情
報
を
共
有
し
標
準
化
活
動
を
進
め
る
。

お
わ
り
に

今
回
紹
介
し
た
、
各
種
活
動
は
、
今
年
度

以
降
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
お
い
て
理
解
を
深
め
て
い

く
べ
き
内
容
と
し
て
、「
建
設
現
場
に
お
け

る
生
産
技
術
」
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
あ

る
。「
生
産
技
術
」
と
い
う
言
葉
は
、
工
場

生
産
の
現
場
で
耳
に
す
る
が
、
如
何
に
し
て

適
切
な
品
質
を
確
保
し
つ
つ
効
率
良
く
目
的

物
を
作
り
上
げ
る
か
と
い
う
技
術
で
あ
り
、

企
業
の
大
小
を
問
わ
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
建
設
生
産
に
、
と
く
に
規
模
に
と
ら
わ

れ
ず
、
企
業
の
環
境
や
現
場
の
条
件
を
勘
案

し
、
よ
り
良
く
施
工
す
る
た
め
に
極
当
た
り

前
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
生
産
技
術
と
し
て
課
題
解
決
に

効
果
を
発
揮
す
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
観

点
で
の
普
及
に
も
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

独自の標準テキスト及び認定試験の状況

施工データのＡＰＩ連携にて実現するデータ領域と
サービス（イメージ）

ISO/TS�15143-4の目指す標準化
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1
．�原
動
力
は�

『
わ
く
わ
く
』す
る
感
性

当
社
は
、
建
設
テ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
で
す
。
建
設
業
界
に
お
い
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
含
む
三
次
元
モ
デ
ル
の
作
成
を
は

じ
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
中
心
に
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
土

木
に
お
け
る
設
計
や
施
工
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
三
次
元
空
間
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
で

あ
る
た
め
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
三

次
元
モ
デ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
近
年
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
性
能
が
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
た
め
、

三
次
元
モ
デ
ル
の
有
効
活
用
が
本
格
的
に
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
牽
引
し
て
き
た
国
土

交
通
省
の
施
策
に
、
情
報
化
施
工
推
進
戦
略

（
二
〇
〇
八
年
）、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
二
〇
一
二
年
）、

i-Construction

（
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が

あ
り
、
ほ
ぼ
四
年
ご
と
に
策
定
ま
た
は
提
唱

さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
は
一
貫
し

て
三
次
元
モ
デ
ル
の
活
用
が
テ
ー
マ
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
年
後
の
二
〇
二

〇
年
に
は
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
が
発

表
さ
れ
、
三
次
元
モ
デ
ル
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
業
界
に
お

け
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
顕
在
化
し
て

い
る
中
、
二
〇
二
四
年
の
働
き
方
改
革
関
連

法
適
用
を
控
え
、
業
務
の
生
産
性
向
上
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
建
設
業
界
の
お
客
様
と
と
も
に
最
新
技

術
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
わ
く
わ
く
す
る
取
組

み
を
体
験
・
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち

か
ら
」
生
ま
れ
る
と
確
信
し
、
事
業
の
発
想

に
お
い
て
は
い
つ
も
「
お
も
し
ろ
そ
う
！
」

と
い
う
わ
く
わ
く
感
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
取
組
み
の
中
で
、
Ａ
Ｒ

（A
ugm
ented�Reality

：
拡
張
現
実
）
や

Ａ
Ｉ（A

rtificial�Intelligence

：人
工
知
能
）

を
活
用
し
た
事
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

２
．�Ａ
Ｒ
が
現
実
空
間
と
バ
ー

チ
ャ
ル
空
間
を
融
合　

〜
建
設
業
特
化
型
Ａ
Ｒ
ア

プ
リ『TerraceA

R

』
〜

Ａ
Ｒ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
の
カ
メ
ラ
を
通
じ
て
、
目
の
前
に
あ
る

現
実
の
画
像
に
三
次
元
モ
デ
ル
を
重
ね
合
わ

せ
て
表
現
す
る
こ
と
で
現
実
を
拡
張
す
る
技

術
で
す
。
こ
れ
か
ら
施
工
さ
れ
る
計
画
モ
デ

ル
や
地
中
・
水
中
の
土
木
構
造
物
モ
デ
ル
な

ど
を
現
地
で
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
社
で
は
、
現
場
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
現

場
ご
と
に
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｒ
を
作
成
し
て
お

り
、
Ａ
Ｒ
は
三
次
元
モ
デ
ル
を
効
果
的
に
活

用
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
手
軽
に
Ａ

Ｒ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
建
設
業
特
化
型
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ

『T
erraceA

R

』
をiPhone/iPad

用
ア
プ

リ
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。T

erraceA
R

に
は
、T

errace

ツ
ー
ル
（
照
ら
す
ツ
ー
ル
）

と
い
う
当
社
独
自
の
機
能
を
搭
載
し
て
お

り
、
図
の
よ
う
に
地
中
や
水
中
に
あ
る
見
え

な
い
構
造
物
を
遠
近
感
や
立
体
感
を
保
っ

て
、
見
た
い
部
分
を
「
照
ら
し
」
な
が
ら
確

認
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
利
用
者
自
身
が
、

手
元
に
あ
る
三
次
元
モ
デ
ル
をT

errace-
A
R

に
取
り
込
む
こ
と
で
、
施
工
後
の
完
成

Ａ
Ｒ
／
Ｖ
Ｒ
・
Ａ
Ｉ
で
建
設
現
場
の
未
来
を
照
ら
す

～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
か
ら
～

木
下　

大
也

株
式
会
社 

ネ
ク
ス
テ
ラ
ス 

代
表
取
締
役
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

イ
メ
ー
ジ
の
共
有
、
事
前
調
査
や
協
議
に
お

け
る
合
意
形
成
、
地
下
埋
設
物
の
大
ま
か
な

確
認
と
い
っ
た
場
面
で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

ま
た
、iPhone/iPad

の
画
面
を
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
ツ
ー
ル
で
配
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遠
隔

臨
場
に
お
い
て
Ａ
Ｒ
に
よ
る
完
成
イ
メ
ー
ジ

を
共
有
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｒ
は
現
実
の
情
報
に
加

え
て
、
過
去
の
情
報
、
未
来
の
情
報
、
見
え

な
い
情
報
な
ど
、
従
来
は
想
像
で
補
っ
て
い

た
情
報
を
可
視
化
し
、
関
係
者
間
で
共
有
す

る
技
法
と
し
て
有
効
で
す
。

こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｒ
は
、
多
く
の
場
合
、
画

像
認
識
に
よ
っ
て
自
己
位
置
を
推
定
す
る
た

め
、
測
量
機
の
よ
う
な
精
度
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
手
に
持
っ
て
使
用
す
る
た
め
片
手
ま

た
は
両
手
が
塞
が
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、A

pple

は
二
〇
二
三
年
六

月
六
日
（
日
本
時
間
）、
開
発
者
向
け
イ
ベ

ン
ト
「W

W
D
C�2023

」
に
お
い
て
、
Ａ
Ｒ

ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
「A

pple�V
ision�Pro

」

を
発
表
し
ま
し
た
。
既
存
の
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト

を
含
め
、
こ
の
よ
う
な
デ
バ
イ
ス
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
手
が
塞
が
ら
な
い
た

め
土
木
の
施
工
現
場
に
お
け
る
利
便
性
も
向

上
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
進
化
と

と
も
に
Ａ
Ｒ
を
含
む
空
間
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
今
後
ま
す
ま
す
活
用
の
幅
が
広
が
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

３
．ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
て　
〜
Ａ
Ｒ
マ
シ
ン

ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム

『
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｇ
』
〜

前
項
の
Ａ
Ｒ
技
術
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
マ
シ

ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
と
し
て
応
用
し
た

の
が
、
Ａ
Ｒ
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム

『
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｇ
』
で
す
。
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｇ
は
、
岩
田

地
崎
建
設
株
式
会
社
様
と
共
同
開
発
し
た
シ

ス
テ
ム
で
す
。

従
来
は
、
地
下
埋
設
物
の
場
所
を
予
め
認

識
し
て
い
て
も
、
作
業
に
集
中
し
て
い
る
状

況
で
は
目
に
見
え
な
い
地
下
埋
設
物
の
存
在

に
は
な
か
な
か
気
づ
き
に
く
く
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
事
故
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｇ
は
、
こ
の
目
に
見
え
な
い

地
下
埋
設
物
な
ど
を
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
に
よ
っ

て
Ａ
Ｒ
で
可
視
化
す
る
と
と
も
に
、
掘
削
時

に
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
バ
ケ
ッ
ト
刃
先
が
埋
設
物

モ
デ
ル
に
近
づ
く
と
発
報
す
る
こ
と
で
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
補
助
シ
ス
テ
ム
で
す
。

主
に
、次
の
機
能
お
よ
び
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

■
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
運
転
席
にiPad�Pro

を

搭
載
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
目
の
前
の
画
像

と
埋
設
物
な
ど
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
Ａ
Ｒ

で
統
合
表
示
す
る
こ
と
で
、
目
に
は
見
え

な
い
埋
設
物
を
画
面
上
で
可
視
化
。

■
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
バ
ケ
ッ
ト
刃
先
が
埋
設
物

TerraceARの活用場面・
Terraceツール Terraceツール（地面フィット）

Apple�Vision�Proの3次元モデル
をARでパソコンの上に投影
AR用3次元モデルの出典：

Apple,�Apple�Vision�
Pro,2023.7.5,https://www.
apple.com/apple-vision-pro

ARマシンガイダンスシステム
『ARMG』

ARマシンガイダンスシステム
『ARMG』・運転席内

レイヤーごとの表示切替・
透過表現が可能

Terraceツールの応用
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モ
デ
ル
に
近
づ
く
と
発
報
し
て
注
意
を
喚

起
す
る
。

■�

本
シ
ス
テ
ム
の
Ａ
Ｒ
は
、
画
像
・LiD

A
R

・

モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
活
用
し
て

埋
設
物
モ
デ
ル
の
位
置
を
認
識
す
る
た

め
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
が
不
要
。

■�

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
受
信
で
き
な
い
場
所
で
も
使

用
で
き
る
た
め
、
市
街
地
な
ど
都
市
土
木

で
の
活
用
に
も
有
効
。

ま
た
、
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｇ
の
主
な
仕
組
み
お
よ
び

手
順
を
次
に
記
載
し
ま
す
。

■�

Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
「
バ
ケ
ッ
ト
マ
ー

カ
ー
」
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
ア
ー
ム
に
取
り

付
け
る
こ
と
で
、
バ
ケ
ッ
ト
の
位
置
を
算

出
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｒ
に
よ
っ
て
バ
ケ
ッ
ト

モ
デ
ル
を
表
示
す
る
こ
と
で
、
視
覚
的
に

埋
設
物
モ
デ
ル
と
の
位
置
関
係
を
把
握
し

や
す
く
し
て
い
る
。

■�

新
た
に
開
発
し
た
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
で
あ
る

「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
カ
ー
」
に
よ
り
、

埋
設
物
モ
デ
ル
の
位
置
を
補
正
。
バ
ッ
ク

ホ
ウ
運
転
時
の
旋
回
や
振
動
な
ど
の
動
作

に
よ
っ
て
発
生
す
る
Ａ
Ｒ
の
誤
差
を
最
小

限
に
抑
制
。

■�

運
転
席
にiPad�Pro

、
ア
ー
ム
に
Ａ
Ｒ

マ
ー
カ
ー
「
バ
ケ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
」、
周

囲
に
Ａ
Ｒ
マ
ー
カ
ー
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ

ー
カ
ー
」
の
三
点
を
設
置
す
る
だ
け
で
、

簡
単
に
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
で
き
る
。

■�

バ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
な
ど
の
重
機
情
報
を�

入
力
し
、
埋
設
管
な
ど
の
三
次
元
モ
デ
ル

を
読
み
込
み
、
現
地
に
三
次
元
モ
デ
ル
を

位
置
合
わ
せ
し
て
配
置
す
る
こ
と
で
準
備

完
了
。

前
述
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｒ
に
は
測
量
機
の
よ

う
な
精
度
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、Ａ
Ｒ
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム『
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｇ
』
は
、
Ａ
Ｒ
の
特
徴
を
活
か
し
て
手

軽
に
取
り
扱
え
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
カ
ー
に
よ
る
位

置
補
正
技
術
と
バ
ケ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
に
よ
る

バ
ケ
ッ
ト
位
置
算
出
と
い
う
、
静
的
・
動
的

な
二
種
類
の
Ａ
Ｒ
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
斬

新
な
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
安
全
性
向
上

に
寄
与
す
る
補
助
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
．�建
設
現
場
の
計
測
を�

も
っ
と
手
軽
に
！�

〜LiD
A
R

を
活
用
し
た�

現
場
計
測
ア
プ
リ

『C
onstLiD

A
R

』
〜

昨
今
、
注
目
さ
れ
て
い
るiPhone�Pro/

iPad�Pro

に
搭
載
さ
れ
て
い
るLiDA

R

セ
ン

サ
ー
（Light�Detection�A

nd�Ranging

：

レ
ー
ザ
ー
光
線
を
用
い
て
周
囲
の
物
体
の
位

置
関
係
や
距
離
を
把
握
す
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
）
を
活
用
し
て
手
軽
に
現
場
を

計
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
プ
リ
が
、

LiD
A
R

を
活
用
し
た
現
場
計
測
ア
プ
リ

『ConstLiD
A
R

』で
す
。ConstLiD

A
R

は
、

萩
原
建
設
工
業
株
式
会
社
様
と
共
同
開
発
し

た
ア
プ
リ
で
す
。

LiD
A
R

セ
ン
サ
ー
は
、
現
場
を
点
群
デ

ー
タ
と
し
て
手
軽
に
計
測
で
き
る
た
め
、
活

用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
計

測
し
た
点
群
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
の
専
用
ソ

フ
ト
や
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
な
ど
で
読
み
込
ん
で
か

ら
、
寸
法
や
面
積
、
体
積
な
ど
必
要
な
情
報

を
取
得
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
手
順
で
は

施
工
計
画
の
作
成
や
出
来
形
管
理
な
ど
に
お

い
て
は
有
効
で
す
が
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
や
ス

チ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
て
、
現
場
で
す

ぐ
に
大
ま
か
な
計
測
を
す
る
場
面
に
お
い
て

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
に
欠
け
る
た
め
、
適
切

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
現
場
に
お
い
て
そ
の
場
で
す
ぐ

に
計
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

iPhone�Pro/iPad�Pro

で
動
作
す
る
本
ア

プ
リ
を
開
発
し
ま
し
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

計
測
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
点
群
デ
ー

タ
は
ア
プ
リ
内
部
の
処
理
の
み
に
使
用
し
て

あ
え
て
保
存
せ
ず
、
軽
快
な
動
作
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
画
面
上
で
計
測
し
た
い

部
分
を
タ
ッ
プ
す
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
で
手

軽
な
操
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
計

測
中
は
ど
の
部
分
を
計
測
し
て
い
る
の
か
が

わ
か
る
よ
う
に
現
実
の
画
像
に
ポ
イ
ン
ト
や

ラ
イ
ン
を
Ａ
Ｒ
で
表
示
し
ま
す
。

計
測
で
き
る
の
は
、次
の
項
目
と
な
り
ま
す
。

■�

二
点
間
計
測

二
点
を
タ
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
二
点
間
の

次
の
項
目
を
計
測
。

　

・�

水
平
距
離�　

・�

垂
直
距
離

　

・�

斜
距
離

　

・�

勾
配
計
算
（
1
：
Ｎ
お
よ
び
％
表
記
）

■�

長
距
離
計
測

タ
ッ
プ
す
る
ご
と
に
累
積
距
離
が
計
算
さ

ARマシンガイダンスシステム『ARMG』・機器構成と役割
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

れ
る
た
め
、
長
距
離
の
計
測
や
折
れ
点
が
あ

る
部
分
の
計
測
に
対
応
。

■
面
積
計
算

計
算
し
た
い
エ
リ
ア
を
囲
う
よ
う
に
タ
ッ

プ
す
る
こ
と
で
面
積
が
計
算
さ
れ
る
。
壁
な

ど
の
垂
直
面
に
も
対
応
。

■
体
積
計
算

上
面
と
下
面
を
指
定
し
て
簡
易
的
な
体
積

を
算
出
。
土
砂
仮
置
場
な
ど
に
お
け
る
土
量

算
出
で
の
作
業
効
率
向
上
を
想
定
。

■
丁
張
り
計
算

掘
削
作
業
な
ど
に
お
い
て
、
設
計
深
さ
ま

で
の
距
離（
設
計
深
さ
と
実
測
深
さ
の
差
分
）

を
算
出
。

こ
の
よ
う
に
、iPhone

を
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
て
お
く
だ
け
で
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
や
ス

ラ
ン
ト
、
計
算
機
な
ど
の

代
わ
り
に
手
軽
に
計
測
で

き
る
た
め
、
日
頃
の
現
場

で
の
管
理
に
お
い
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、iPhone
のLiD

A
R

を
使
っ
た
計
測
で
あ
る
た

め
、
誤
差
は
二
～
三
％
程

度
あ
り
ま
す
が
、
目
測
や

歩
測
な
ど
に
比
べ
る
と
一

人
で
、
す
ぐ
に
、
簡
単
に
、

正
確
に
計
測
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。

一
方
、iPhone

のLiD
A
R

は
そ
の
特
性

上
、
デ
バ
イ
ス
か
ら
約
五
ｍ
ま
で
の
距
離
の

計
測
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
こ
の
よ
う

な
小
型LiD

A
R

の
計
測
距
離
が
向
上
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
活
用
の
幅
が
さ
ら
に
広
が

り
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

5
．除
排
雪
作
業
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を　
〜LiD

A
R

を

活
用
し
た
除
排
雪
量
計
測

ア
プ
リ『N

orthC
an

』
〜

前
項
と
同
様
にiPhone�Pro/iPad�Pro

に
搭
載
さ
れ
て
い
るLiD

A
R

セ
ン
サ
ー
を

活
用
し
て
、
北
海
道
な
ど
の
降
雪
地
域
に
お

け
る
冬
期
間
の
除
排
雪
作
業
の
生
産
性
向
上

を
目
的
と
し
た
ア
プ
リ
が
、LiD

A
R

を
活

用
し
た
除
排
雪
量
計
測

ア
プ
リ
『N

orthCan

』

で
す
。

除
排
雪
作
業
に
お
い

て
、
作
業
工
程
の
中
で
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
作
業
人
員

を
必
要
と
す
る
工
程
が
、

「
道
路
脇
に
堆
積
さ
れ
た
雪
の
堆
積
量
の
計

測
」
と
「
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
さ
れ
た

雪
の
積
載
量
の
計
測
」
で
あ
り
、
生
産
性
が

向
上
し
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
雪
の
堆
積
量
と
ダ
ン
プ
積
載
量

を
計
測
・
解
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

iPhone�Pro/iPad�Pro

で
動
作
す
る
本
ア

プ
リ
を
開
発
し
ま
し
た
。
計
測
時
は
、

iPhone

を
雪
の
表
面
に
か
ざ
し
てLiD

A
R

を
照
射
す
る
こ
と
で
、
雪
の
三
次
元
形
状
を

点
群
お
よ
び
Ｔ
Ｉ
Ｎ
サ
ー
フ
ェ
ス
と
し
て
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
取
得
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
場
で
ア
プ
リ
上
に
お
い
て
、
計
測
範
囲
を

指
定
（
ト
リ
ミ
ン
グ
）
し
、ダ
ン
プ
底
面
（
堆

積
量
の
場
合
は
地
盤
面
な
ど
）
を
指
定
す
る

こ
と
で
、
体
積
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
計
算
さ

れ
ま
す
。

計
測
作
業
に
お
い
て
は
、
三
次
元
ス
キ
ャ

ナ
や
測
量
機
な
ど
を
用
い
る
場
合
と
比
較
し

て
、iPhone

を
雪
に
か
ざ
す
だ
け
の

た
め
、
準
備
や
設
置
の
作
業
も
不
要
で

簡
便
に
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

市
販
の
汎
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い
て
解
析
す

る
場
合
と
比
較
し
て
、
計
測
デ
ー
タ
を

そ
の
場
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
解
析
で
き

る
た
め
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
な
く
、
手
軽

に
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ConstLiDARの機能

「丁張り計算」機能における計測

従来におけるダンプ積載量の計測
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実
際
に
、
除
排
雪
作
業
に
お
い
て
検
証
し

た
と
こ
ろ
、
左
図
の
よ
う
に
飛
躍
的
な
生
産

性
向
上
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来

の
計
測
方
法
は
ダ
ン
プ
の
上
に
複
数
人
が
乗

る
必
要
が
あ
り
、
滑
り
や
す
い
雪
の
上
で
も

あ
る
た
め
、
本
ア
プ
リ
を
用
い
る
こ
と
で
安
全

性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、
計
測
範
囲
を
指
定
（
ト
リ
ミ
ン

グ
）
し
た
り
、
ダ
ン
プ
底
面
を
指
定
す
る
際

は
、
手
で
画
面
を
タ
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
ダ
ン
プ
に
マ
ー
カ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
計
測
範
囲
や
ダ
ン
プ
底
面
を

自
動
判
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る

作
業
効
率
の
向
上
と
操
作
ミ
ス
の
軽
減
を
図

る
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
帳
票
の
出
力
形
式
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
に
あ
っ
た
形
式
と
す
る
よ
う
具
体
的
な

検
討
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
雪
の
堆
積
量
や
ダ
ン
プ
積

載
量
を
「
効
率
よ
く
・
安
全
に
・
手
軽
に
」

計
測
で
き
る
と
と
も
に
、
農
作
物
や
砂
利
、

木
材
な
ど
、
雪
以
外
の
計
測
へ
の
応
用
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
活
用
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

６
．�合
図
者
の
意
思
を
ジ
ェ
ス�

チ
ャ
ー
で
瞬
時
に
伝
達
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム�

〜
Ａ
Ｉ
姿
勢
検
知
シ
ス
テ
ム

『A
I's

』
〜

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
が
、
合
図
者
の
骨
格
を
検
知

し
姿
勢
を
推
定
す
る
こ
と
で
、
見
え
な
い
場

所
に
い
る
相
手
に
合
図
を
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
が
、
Ａ
Ｉ
姿
勢
検
知
シ
ス
テ
ム
『A

Iʼs

』

で
す
。A

Iʼs

は
、
こ
ぶ
し
建
設
株
式
会
社
様

と
共
同
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

重
機
の
運
転
席
か
ら
見
え
る
範
囲
は
限
ら

れ
て
お
り
死
角
が
発
生
す
る
た
め
、
運

転
中
は
特
に
安
全
面
で
の
注
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
従
来
、
そ
う
い
っ
た
死

角
内
で
発
生
し
た
不
安
全
な
状
況
を
オ

ペ
レ
ー
タ
に
伝
達
す
る
た
め
に
は
、
オ

ペ
レ
ー
タ
の
見
え
る
範
囲
に
回
り
込
ん

で
合
図
を
し
た
り
、
無
線
を
使
用
す

る
な
ど
の
方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で

は
、
移
動
し
て
合
図
を
す
る
た
め
に

タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
す
る
こ
と
に
加

え
て
移
動
中
の
転
倒
と
い
っ
た
安
全

面
も
含
め
た
課
題
、
ま
た
無
線
を
使

用
す
る
場
合
は
無
線
を
持
っ
て
い
る

人
し
か
伝
達
で
き
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

A
Iʼs

は
、
合
図
者
が
合
図
（
両
手
・
片
手

を
上
げ
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
）を
す
る
こ
と
で
、

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
が
合
図
を
す
ば
や
く
検
知
し
、

死
角
内
で
発
生
し
た
不
安
全
な
状
況
を
オ
ペ

レ
ー
タ
へ
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
合
図
者

に
よ
る
意
思
の
伝
達
を
補
助
す
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
重
機
の
運
転
席
で
音

と
光
に
よ
っ
て
発
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重

機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
は
平
常
時
に
は
作
業
に
集

中
し
な
が
ら
、
不
安
全
な
状
況
が
発
生
し
た

時
に
は
す
ば
や
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
作
業
効
率
を
損
な
わ
ず
に
安
全
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。A

Iʼs

の
特
徴

を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■�

合
図
を
す
る
の
は
、
だ
れ
で
も
可
能
で
あ

り
、
装
備
不
要
。

■�

合
図
が
必
要
な
状
況
で
合
図
者
が
能
動
的

に
合
図
を
し
た
時
だ
け
伝
達
で
き
る
た

NorthCanの計測手順

NorthCanの活用効果

AI’sの活用イメージ

現場での使用状況
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

め
、オ
ペ
レ
ー
タ
は
作
業
に
集
中
で
き
る
。

■
瞬
時
に
伝
わ
る
た
め
、
二
次
災
害
も
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。

■
合
図
者
側
か
ら
の
意
思
を
能
動
的
に
発
信

で
き
る
。

人
が
重
機
の
周
囲
に
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
だ
け
で
は
な
く
、
合
図
者
が

オ
ペ
レ
ー
タ
へ
能
動
的
に
意
思

を
発
信
・
伝
達
で
き
る
こ
と
が

本
シ
ス
テ
ム
最
大
の
特
徴
で
す
。

通
常
、
現
場
で
は
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
に
よ
っ
て
意
思
を
伝
達
す

る
場
面
が
、
ほ
か
に
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。A

Iʼs

は
、「
人

の
姿
勢
」
や
「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」
と
い
っ
た

従
来
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
っ
た
情
報
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
場
面
で
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率
化
し
ま

す
。
例
え
ば
、
作
業
場
所
か
ら
現
場
事
務
所

内
へ
の
意
思
伝
達
、
離
れ
た
作
業
場
所
間
で

の
意
思
疎
通
な
ど
に
も
活
用
の
可
能
性
が
広

が
り
ま
す
。
合
図
者
の
意
思
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
で
瞬
時
に
伝
達
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
建
設
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

７
．感
動
を
大
切
に

昨
今
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
が
め
ざ
ま
し
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
注
目
さ
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
レ
ー
テ
ィ
ブ
Ａ

Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ
）
は
、
学
習
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
推
論
し
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
生
成
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
例
え
ば
、

テ
キ
ス
ト
生
成
Ａ
Ｉ
のChatGPT

な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
設
計
や
施
工
に
関
わ
る
文

書
類
を
要
約
し
た
り
、
新
た
に
文
書
を
作
成

し
た
り
す
る
場
面
で
効
率
化
を
図
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
事
前
に
頭
の
中
に
あ
る

イ
メ
ー
ジ
を
画
像
と
し
て
生
成
し
関
係
者
間

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
役
立
つ
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
の
プ
ロ
ン
プ
ト

を
テ
キ
ス
ト
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
す
る
よ
う
な

組
み
合
わ
せ
の
事
例
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
で
、
設
計
条
件
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
生

成
す
る
ジ
ェ
ネ
レ
ー
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

今
後
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
３

Ｄ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
Ａ
Ｉ
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
、
よ

り
具
体
的
な
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
が
重
な
り
合

っ
て
進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
進
化
す
る
中
、

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
当
社
で
は

お
客
様
で
あ
る
現
場
技
術
者
の
方
々
と
と
も

に
現
場
特
有
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
共
同

で
検
討
・
開
発
を
進
め
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
発
さ
れ
た
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
も
お
客
様
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
も
建
設
業
界
の
お
客
様
と
の
共
創
を
大
切

に
し
、
進
化
す
る
技
術
を
建
設
業
界
で
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
は
、
素
晴
ら
し
い
も
の
ご
と
に
出
会
っ

た
と
き
、
例
え
ば
、
心
に
し
み
る
音
楽
を
聴

い
た
と
き
、
胸
の
す
く
よ
う
な
絶
景
に
触
れ

た
と
き
、
細
や
か
な
職
人
技
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
き
な
ど
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま

す
。
私
ど
も
は
、
こ
の
よ
う
な
心
が
震
え
る

ほ
ど
の
わ
く
わ
く
す
る
、
感
動
す
る
取
組
み

を
お
客
様
、
パ
ー
ト
ナ
ー
様
と
と
も
に
連
携

し
な
が
ら
体
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
わ
く
わ
く
す
る
気
持

ち
か
ら
︙
。

今
後
も
「
お
も
し
ろ
そ
う
！
」
と
い
う
わ

く
わ
く
感
と
楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

建
設
業
界
の
課
題
に
取
組
み
、
ア
イ
デ
ア
と
技

術
革
新
で
未
来
を
照
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現場での使用状況

運転席のモニター（両手を上げた
状態・右上の数字は検知人数）

AI’sの機器構成
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１
．は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
二
〇

一
九
年
十
二
月
に
世
界
最
初
の
症
例
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か
数
カ
月
ほ
ど
で
世
界

的
流
行
と
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、

建
設
業
の
現
場
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
換
期

で
あ
っ
た
。

日
本
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
時
、
二
〇
二

〇
年
三
月
に
、
三
密
回
避
が
掲
げ
ら
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
工
事
現
場
は
、
感
染
者
が
出

た
ら
現
場
は
閉
鎖
、
工
事
は
ス
ト
ッ
プ
と
い

う
状
況
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
。

私
は
土
木
技
術
者
と
し
て
約
二
十
年
間
施

工
管
理
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
現

場
は
、
元
請
・
協
力
会
社
み
ん
な
が
一
同
に

集
ま
り
一
丸
と
な
っ
て
モ
ノ
を
つ
く
る
仕
事

だ
。
現
場
で
作
業
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

朝
礼
や
昼
の
打
合
せ
、
計
画
や
手
順
の
打
合

せ
も
密
に
な
る
。
リ
モ
ー
ト
で
モ
ノ
を
つ
く

れ
る
業
務
形
態
で
は
な
い
。

そ
う
思
っ
て
い
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
？　

多
く

の
現
場
で
答
え
を
出
す
こ
と
に
必
死
だ
っ
た
。

働
き
方
改
革
の
流
れ
も
加
わ
り
、
建
設
業

界
の
労
働
環
境
の
変
革
、
無
駄
な
業
務
フ
ロ

ー
の
削
減
な
ど
、急
激
な
変
化
が
始
ま
っ
た
。

本
稿
で
は
、
標
記
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

二
現
場
の
取
組
み
事
例
を
紹
介
す
る
。

２
．�コ
ロ
ナ
禍
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
現
場
施
工
管
理
事
例

に
つ
い
て（
ビ
ル
建
設
工
事

の
事
例
）

当
社
が
施
工
し
た
福
岡
県
福
岡
市
天
神
の

ビ
ル
建
設
工
事
で
の
事
例
を
紹
介
す
る
（
二

〇
一
九
年
一
月
着
工
～
二
〇
二
一
年
九
月�

完
工
）。

こ
の
現
場
は
、
コ
ロ
ナ
が
拡
が

る
前
に
着
工
し
現
場
最
盛
期
に

コ
ロ
ナ
禍
に
み
ま
わ
れ
、
コ
ロ
ナ

が
流
行
す
る
な
か
完
工
し
た
現

場
で
あ
る
。

当
現
場
は
、
も
と
も
と
生
産
性

向
上
策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
現
場
で
あ
っ
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の

対
応
は
柔
軟
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
約

も
あ
り
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し
た
現
場
施
工

管
理
に
取
り
組
ん
だ
。

①�D
irect

や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

活
用
に
よ
る
全
体
朝
礼
の
廃
止

工
事
現
場
で
は
、
作
業
員
の
点
呼
・
体
調

確
認
、
作
業
内
容
の
確
認
、
安
全
意
識
向
上

の
た
め
、
毎
朝
全
作
業
員
が
一
箇
所
に
集
ま

っ
て
朝
礼
を
行
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
当
工
事
の
最
盛
期
に
は
、
狭
い
場
所

で
六
百
人
以
上
の
作
業
員
が
集
ま
り
、
朝
礼

時
の
配
列
間
隔
の
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
三
密
回
避
の
取
組
み
と
し
て
、

D
irect

と
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
朝
礼
の
参
加
者
を
職
長
の
み
に
し
、

全
体
朝
礼
を
廃
止
し
た
。

朝
礼
看
板
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
休
憩
所
に
設

置
し
た
モ
ニ
タ
ー
に
朝
七
時
か
ら
全
体
の
注

意
事
項
や
行
事
予
定
、ラ
ジ
オ
体
操
を
流
し
、

各
個
人
に
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま

事
例�

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
現
場
状
況泉　

　

裕
昭

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社　

九
州
支
店

土
木
部　

土
木
施
工
グ
ル
ー
プ

職長ミーティング

ラジオ体操をモニター投影
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た
、
七
時
五
十
分
か
ら
職
長
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
作
業
員
ま
で
の
周
知
漏
れ
を
防
止

す
る
た
め
、
各
社
の
危
険
予
知
活
動
に
よ
り

再
度
注
意
事
項
を
伝
達
し
た
。

こ
の
取
組
み
に
よ
り
、
八
時
過
ぎ
に
は
作

業
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
、
朝
礼
の
時

間
短
縮
や
内
容
伝
達
の
効
率
化
等
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

②
集
合
会
議
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
に
よ
り

無
駄
の
削
減
と
生
産
性
向
上
の
実
現

こ
れ
ま
で
の
社
内
外
会
議
は
対
面
で
行
う

こ
と
が
主
流
だ
っ
た
。
直
接
対
面
す
る
こ
と

で
意
思
疎
通
、
議
論
が
し
や
す
く
、
相
手
と

の
信
頼
関
係
が
築
き
や
す
い
と
い
う
の
が
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

一
方
で
、
遠
方
か
ら
参
加
す
る
場
合
は
出

張
費
用
や
移
動
時
間
が
か
か
り
、
主
催
者
は

そ
れ
ら
の
移
動
時
間
を
加
味
し
た
上
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
必
要
と
な
る
と
い
う
課
題

が
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
当
現
場

で
は
全
て
の
会
議
の
あ
り
方
を
見
直
し
た
。

全
職
員
が
参
加
し
て
い
た
工
事
連
絡
調
整

会
議（
昼
の
打
合
せ
）の
参
加
者
を
厳
選
し
、

リ
ー
ダ
ー
職
員
と
職
長
の
み
の
参
加
に
変
更

し
た
。
打
合
せ
内
容
の
伝
達
は
各
リ
ー
ダ
ー

か
ら
口
頭
やD

irect

で
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
リ
ー
ダ
ー
以
外
の
担
当
職
員
は
現
場
確

認
や
事
務
作
業
を
す
る
時
間
を
確
保
で
き
、

残
業
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
、
職
員
終
礼
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
と
す
る

こ
と
で
、
職
員
間
の
三
密
回
避
が
で
き
、
終

礼
時
間
が
固
定
さ
れ
て
終
業
時
間
ま
で
に
業

務
を
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
意
識
が
根
付
い
た
。

ま
た
、
社
外
関
係
者
と
の
定
例
会
議
や
工

場
検
査
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
す
る
こ
と
で
、
社
外
関
係

者
と
の
接
触
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
鉄
骨
工

場
が
稼
働
停
止
す
る
リ
ス
ク
を
軽
減
、
移
動

時
間
な
ど
の
無
駄
な
時
間
も
削
減
で
き
た
。

③
テ
レ
ワ
ー
ク
と
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

併
用
に
よ
る
働
き
方
改
革

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
当
現
場
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
。
図
面
作
業
や
積
算
業
務
書

類
作
成
な
ど
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
職
員
の
出
勤
を
シ
フ
ト
制
と

し
、
両
制
度
を
併
用
し
た
こ
と
で
、
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
や
生
産
性

の
向
上
に
つ
な
が
り
、
通
勤
時
間
の
削
減
や

家
庭
と
の
両
立
な
ど
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
全
員
が
規
定
休
暇
日
数
百
％
達
成

と
過
重
労
働
の
撲
滅
が
で
き
た
。

④
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
活
用

当
現
場
は
施
工
範
囲
が
狭
隘
で
あ
っ
た
た

め
、
重
機
の
配
置
、
資
材
運
搬
の
走
行
ル
ー

ト
な
ど
を
毎
日
職
員
が
各
職
長
と
調
整
し
、

周
知
す
る
の
に
手
間
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
打
合
せ
室
に
共
用
の
Ｐ
Ｃ
と
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
配
置
し
、
各
職
長
が

タ
ッ
チ
ペ
ン
で
入
力
す
る
こ
と
で
、
配
置
図

を
作
成
で
き
た
。
翌
日
に
は
朝
礼
広
場
に
設

置
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
直
接
表

示
す
る
こ
と
で
、「
職
員
の
一
手
間
」
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

参加者を厳選した昼の打合せ

職員終礼のWEB化

定例会議のWEB化

工場検査のWEB化

テレワーク実施状況

タッチパネルディスプレイ
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．�ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
I
C
T

を
活
用
し
た
現
場
状
況
と

事
例
の
紹
介（
ト
ン
ネ
ル
建

設
工
事
の
事
例
）

当
社
が
現
在
施
工
中
の
大
分
県
日
田
市
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
を
紹
介
す
る
（
二
〇
二
二
年

三
月
着
工
～
二
〇
二
五
年
三
月
完
工
予
定
）。

こ
の
現
場
は
、
日
本
で
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
が
一
般
的
と
な
り
コ
ロ
ナ
対
策
を
と
り
な

が
ら
現
場
を
す
す
め
る
こ
と
が
日
常
と
な
っ

た
後
に
着
工
し
た
現
場
で
あ
る
。

当
現
場
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
よ
り

浸
透
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、

生
産
性
向
上
や
環
境
負
荷
低
減
を
行
う
現
場

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
事
例
を
紹

介
す
る
。

①�

全
自
動
鋼
製
支
保
工
建
込
み
ロ
ボ
ッ

ト
の
採
用

当
現
場
で
は
、
ワ
ン
ボ
タ
ン
で
鋼
製
支
保

工
を
設
置
可
能
な
『
全
自
動
鋼
製
支
保
工
建

込
み
ロ
ボ
ッ
ト
』
を
採
用
し
て
い
る
。
鋼
製

支
保
工
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
装
着
し
た
測
量
用

プ
リ
ズ
ム
や
自
動
追
尾
型
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
構
成
す
る
「
支
保
工
位
置
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」、
鋼
製
支
保
工

の
把
持
と
設
置
位
置
を
微
調
整
可
能
な
「
高

性
能
エ
レ
ク
タ
」、
ク
イ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト

を
備
え
た
「
自
動
建
込
用
鋼
製
支
保
工
」
に

よ
る
天
端
継
手
締
結
、
支
保
工
を
把
持
し
た

状
態
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
吹
付
け
を
可
能
と
し

た
「
吹
付
ア
ー
ム
」
を

組
み
合
わ
せ
て
、
運
転

席
か
ら
ワ
ン
ボ
タ
ン
の

操
作
の
み
で
高
精
度
な

支
保
工
建
込
み
が
可
能

と
な
る
。

こ
の
自
動
化
技
術
に

よ
り
、
従
来
の
人
力
作
業
が
無
く
な
り
、
作

業
員
の
切
羽
立
入
作
業
ゼ
ロ
を
達
成
、
支
保

工
建
込
作
業
に
必
要
な
作
業
員
を
五
名
か
ら

一
名
へ
と
省
人
化
の
実
現
、
施
工
サ
イ
ク
ル

短
縮
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

②
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
遠
隔
安
全
巡
視

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
自
立
飛
行
型
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
て
現
場
巡
視
・
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の

状
態
監
視
が
出
来
な
い
か
実
証
実
験
を
行
っ

て
い
る
。

自
立
飛
行
型
ド
ロ
ー
ン
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る

位
置
情
報
を
使
用
せ
ず
、
障
害
物
を
認
識
し

て
飛
行
が
可
能
な
た
め
屋
内
で
使
用
が
可
能

で
あ
る
。
三
百
六
十
度
全
方
向
を
モ
デ
リ
ン

グ
し
な
が
ら
、障
害
物
を
認
識
し
た
際
に
は
、

自
立
的
に
衝
突
回
避
を
行
う
。
ま
た
、
上
下

六
つ
の
魚
眼
レ
ン
ズ
に
よ
り
非
Ｇ
Ｐ
Ｓ
環
境

下
や
高
電
磁
場
環
境
下
で
も
飛
行
が
可
能
で

あ
る
。
今
回
当
現
場
で
行
っ
た
の
は
実
証
実

験
で
あ
り
、今
後
は
坑
内
環
境
（
風・粉
塵・

照
度
等
）・
電
波
環
境
・
坑
内
支
障
物
・
継

続
飛
行
時
間
と
中
継
点
等
の
問
題
を
解
消
す

る
べ
く
実
証
実
験
を
続
け
て
い
く
。

③�

事
務
所
屋
根
へ
の
太
陽
光
発
電
の�

設
置
と
電
気
自
動
車
の
配
備

当
現
場
で
は
現
場
事
務
所
の
屋
根
に
太
陽

光
発
電
を
設
置
し
、
事
務
所
で
使
用
す
る
電

気
を
賄
っ
て
い
る
。
ま
た
、
電
気
自
動
車
を

四
台
配
備
し
て
お
り
、
工
事
車
両
と
し
て
使

用
し
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
の
低
減

に
努
め
い
て
い
る
。
電
気
自
動
車
の
充
電
器

は
地
元
住
民
の
方
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
こ
の
太
陽
光
発
電
お
よ

び
電
気
自
動
車
は
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
地

域
が
停
電
し
た
際
に
、
電
気
を
地
域
住
民
の

方
々
へ
供
給
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

全自動鋼製支保工建込みロボット概要

ドローン映像

太陽光パネルの設置

電気自動車充電器
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④
重
機
接
触
災
害
防
止
に
寄
与
す
る
カ

メ
ラ﹁EagleEye

®II

﹂（
イ
ー
グ
ル

ア
イ
Ⅱ
）の
設
置

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
施
工
は
坑
内
と
い
う
狭

い
空
間
の
中
で
多
数
の
大
型
重
機
が
稼
働
し

て
お
り
、
作
業
員
と
の
接
触
災
害
が
懸
念
さ

れ
る
。
当
現
場
で
は
車
両
搭
載
可
能
Ａ
Ｉ
カ

メ
ラ
「EagleEye

®II

」
を
ト
ン
ネ
ル
施
工

機
械
す
べ
て
に
設
置
し
て
い
る
。

「EagleEye
®II

」
は
、
カ
メ
ラ
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
に
て
、
Ａ
Ｉ
（
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
推
論
エ
ン
ジ
ン
で
立
位
、

転
倒
、
座
位
、
体
の
一
部
が
見
え
な
い
状
態

な
ど
の
複
雑
な
あ
ら
ゆ
る
姿
勢
の
人
物
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
検
出
可
能
で
あ
り
、
検
知
対

象
の
人
物
ま
で
の
距
離
を
測
定
し
、
設
定
し

た
危
険
領
域
に
応
じ
て
警
報
信
号
を
出
力
す

る
安
全
監
視
カ
メ
ラ
で
あ
る
。従

来
は
作
業
員

や
誘
導
員
目
視
に

よ
っ
て
安
全
監
視

を
行
っ
て
い
る

が
、
本
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建

機
や
産
業
車
両
の
後
方
視
界
等
の
監
視
の
自

動
化
が
で
き
る
た
め
、
安
全
性
お
よ
び
施
工

性
が
向
上
す
る
。

ま
た
、
既
存
設
備
に
後
か
ら
取
り
付
け
る

こ
と
も
可
能
な
た
め
、
従
来
よ
り
も
安
全
な

作
業
環
境
を
最
小
限
の
投
資
で
可
能
と
な
る
。

⑤
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
の
坑
外
搬
出
に

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
採
用

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
い
て
多
く
の
時
間
を

要
す
る
掘
削
土
の
坑
外
搬
出
作
業
は
、
燃
料

を
使
用
す
る
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
運
搬
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
車
両
走
行
に
伴
う
災
害

リ
ス
ク
が
高
く
、
排
気
ガ
ス
に
よ
り
坑
内
環

境
も
悪
く
な
る
。
延
長
の
長
い
ト
ン
ネ
ル（
千

ｍ
以
上
）
の
施
工
で
は
設
備
設
置
費
の
増
大

を
考
慮
し
て
も
採
算
性
の
あ
る
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
を
採
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
今
回
の

工
事
（
施
工
延
長
八
六
九
ｍ
）
の
よ
う
に
千

ｍ
以
下
の
ト
ン

ネ
ル
で
は
、
ダ

ン
プ
に
比
べ
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
と

な
り
採
算
性
の

問
題
か
ら
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
が

採
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

当
現
場
で
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
メ
イ
ン

部
分
の
延
長
を
短
く
す
る
こ
と
で
、
設
備
設

置
工
程
の
短
縮
と
増
大
す
る
コ
ス
ト
の
削
減

を
実
現
し
た
。
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
は
燃
料
駆

動
で
あ
る
の
に
対
し
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
は

電
気
駆
動
で
あ
る
た
め
、
坑
内
環
境
の
改
善

と
CO2
排
出
量
の
削
減
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
安
全
面
か
ら
も
坑
内
で
の
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク
と
の
輻
輳
作
業
が
無
く
な
り
、
災
害
リ

ス
ク
の
低
減
が
で
き
る
。

⑥
そ
の
他
の
取
組
み

当
現
場
で
は
今
回
紹
介
し
た
事
例
以
外

に
、
リ
モ
ー
ト
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
遠
隔
現

場
見
学
会
の
実
施
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用

い
て
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
法
面
保

護
に
は
CO2
を
吸
着

固
定
す
る
吹
付
材

の
採
用
な
ど
様
々

な
環
境
負
荷
低
減

に
寄
与
す
る
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

4
．終
わ
り
に

建
設
業
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
最
も

大
き
な
影
響
は
、
昔
か
ら
あ
る
建
設
業
の
慣

習
に
無
理
矢
理
メ
ス
が
入
り
、
今
ま
で
な
ん

と
な
く
実
施
さ
れ
て
き
た
現
場
の
業
務
が
一

気
に
変
貌
を
遂
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

更
に
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
今
ま
で
使
わ
な

か
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
一
般
的
に
な
っ
た

こ
と
で
、
建
設
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工

事
の
運
用
が
加
速
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
す
る
こ
と
に
職
人
の
方
々
も

抵
抗
が
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
打
合
せ
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
用
い
て
リ

モ
ー
ト
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
三
～
四
年

程
前
か
ら
は
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
生

産
性
向
上
の
取
組
み
は
ま
す
ま
す
浸
透
し
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
は
建
設
業
全
体
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
は
な

く
プ
ラ
ス
で
働
い
た
面
も
あ
る
。
建
設
業
も

変
わ
っ
た
な
、
良
か
っ
た
な
と
し
み
じ
み
思

う
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
い
う
中

で
、
三
～
四
年
後
は
ま
た
驚
く
ほ
ど
変
わ
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
楽
し
み
で
仕
方

が
な
い
。

AIカメラの設置

ベルトコンベアによる
坑外搬出状況

リモート見学会
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は
じ
め
に

建
設
業
は
、
我
が
国
の
基
幹
産
業
の
一
つ

で
あ
り
、
社
会
経
済
活
動
や
国
際
競
争
力
の

基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
地
域
の

守
り
手
で
も
あ
る
。
近
年
、
災
害
の
激
甚
化

や
頻
発
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
社
会

的
役
割
は
、
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
、
今
後
も
建
設
業
界
が
健
全

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
我
が
国
は
人
口
減
少
社
会
に

突
入
し
、
建
設
業
で
も
若
年
入
職
者
の
減
少

や
就
業
者
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
、
生
産
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
六
年
度
よ
り
建
設
現

場
に
お
け
る
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
魅
力
あ

る
建
設
現
場
を
目
指
す
取
組
で
あ
る

「i-Construction

」
と
し
て
、
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
施
策
で
あ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的
な

活
用
」「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
規
格
の

標
準
化
（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
）」「
施
工
時
期

の
平
準
化
（
閑
散
期
と
繁
忙
期
の
平
準
化
）」

に
加
え
、近
畿
地
方
整
備
局
独
自
の
施
策「
受

発
注
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
施
工
の
円
滑
化
」
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
二
四
年
度
に
は
、
改
正
労

働
基
準
法
が
建
設
業
に
も
適
用
さ
れ
、
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
強
化
が
罰
則
付

き
で
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
に
伴

い
、
労
働
環
境
や
処
遇
の
改
善
、
担
い
手

確
保
や
さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

の
「i-Construction

」
の
取
組
を
中
核

に
、
建
設
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
建
設
現
場
の

生
産
性
向
上
を
は
じ
め
、
安
全
性
や
国
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
働
き
方
改
革
等
も

含
め
た
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し

て
い
る
。（
図
１
）

近
畿
地
方
整
備
局
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
分
野

の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
体
制
強
化
を
図
る
た

め
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
に
、
局
長
を
本

部
長
と
し
た
「
近
畿
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
推
進
本

部
」
を
立
ち
上
げ
、
翌
年
の
令
和
三
年
四
月

一
日
に
は
、「
近
畿
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
推
進
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
機
動
力
の

足
立　

葉
子

国
土
交
通
省　

近
畿
地
方
整
備
局

企
画
部　

施
工
企
画
課　

施
工
係
長

事
例�

近
畿
地
方
整
備
局
に
お
け
る�

イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
の
取
組

図１．i-Constructionとインフラ分野のＤＸの関係

図２．近畿インフラDX推進本部の体制
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

あ
る
体
制
と
す
る
た
め
、
幹
事
会
及
び
部
会

を
設
け
、
各
専
門
事
項
に
つ
い
て
Ｄ
Ｘ
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。（
図
２
）こ
こ
で
、多
々

あ
る
取
組
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し

て
い
く
。

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
遊
水
地
湛

水
前
巡
視
の
試
行

三
重
県
伊
賀
市
上
野
地
区
で
は
、
過
去
よ

り
幾
度
と
な
く
洪
水
被
害
が
発
生
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
六
九
年

か
ら
上
野
遊
水
地
対
策
事
業
に
着
手
し
、
二

〇
一
五
年
に
上
野
遊
水
地
の
運
用
を
開
始
し

た
。
上
野
遊
水
地
は
、
新
居
・
小
田
・
長
田
・

木
興
の
四
遊
水
地
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
土

地
は
買
収
し
て
い
な
い
た
め
、
平
常
時
は
田

畑
と
し
て
利
用
さ
れ
、
一
般
道
も
存
在
す
る
。

そ
の
た
め
、
洪
水
時
に
は
、
上
野
遊
水
地
集

中
管
理
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
集
中
管
理
の
も
と
、

排
水
門
が
閉
鎖
さ
れ
る
前
に
事
前
巡
視
に
よ

る
安
全
確
認
及
び
警
戒
放
送
を
一
回
行
い
、

越
流
堤
を
超
え
河
川
水
が
入
る
（
湛
水
開
始
）

前
に
二
回
事
前
巡
視
と
越
流
放
送
を
行
い
、

遊
水
地
外
へ
の
退
避
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
図
３
、図
４
）
こ
の
事
前
巡
視
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
二
名
／
班
の
二
班
体
制
で
車
両
巡
回

に
よ
る
目
視
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
上
野
遊
水

地
湛
水
前
巡
視
は
、

豪
雨
・
台
風
接
近
・

夜
間
な
ど
の
悪
条
件

の
中
、
巡
視
員
自
身

の
安
全
確
保
に
も
留

意
し
な
が
ら
、
越
流

ま
で
の
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
確
実
な
安

全
管
理
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、

巡
視
員
等
の
安
全
確

保
を
は
じ
め
、
視
認

範
囲
の
限
界（
暗
闇・

死
角
等
）、
車
両
に

よ
る
移
動
の
制
限
等
の
問
題
を
解
決
し
つ
つ
、

限
ら
れ
た
時
間
で
効
率
良
く
巡
視
が
可
能
と

な
る
よ
う
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
は
、
本
案
件
の
よ
う
な
「
広
大
な
遊

水
地
内
を
移
動
」
や
「
人
を
発
見
」
と
い
う

条
件
に
適
し
て
い
る
技
術
と
し
て
、
赤
外
線

カ
メ
ラ
を
搭
載
す
る
ド
ロ
ー
ン
に
着
目
し
、

検
証
を
行
っ
た
。

ま
ず
は
、
現
場
適
応
性
の
検
証
の
た
め
、

「
赤
外
線
カ
メ
ラ
の
特
性
」「
最
適
な
撮
影
方

法
」「
自
律
飛
行
の
安
全
性
」「
ド
ロ
ー
ン
遠

隔
監
視
の
方
法
」「
避
難
勧
告
誘
導
の
方
法
」

の
五
項
目
に
つ
い
て
、実
証
実
験
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
搭
載
ド
ロ
ー
ン

は
機
動
性
に
優
れ
、
現
行
手
法
よ
り
少
な
い

時
間
（
一
時
間
↓
三
〇
分
に
短
縮
）
で
網
羅

的
に
巡
視
可
能
（
効
率
化
）、
自
律
飛
行
に

よ
る
労
働
の
軽
減
に
よ
り
半
分
の
体
制
（
二

名
／
班
×
一
班
）
で
対
応
可
能
（
省
人
化
）、

ま
た
、
巡
視
員
の
安
全
性
向
上
、
昼
夜
問
わ

ず
赤
外
線
カ
メ
ラ
映
像
で
人
や
移
動
物
を
発

見
可
能
、
デ
ー
タ
が
保
存
で
き
る
こ
と
に
よ

る
巡
視
結
果
報
告
の
省
人
化
や
帰
還
後
の
検

証
が
可
能
（
高
度
化
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
配
信
技
術
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
関
係
者
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
現
状
共
有
可
能
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
さ
ら
に
、
ド
ロ
ー
ン
に
空
中
ス
ピ
ー

カ
ー
を
搭
載
す
る
こ
と
で
遊
水
地
内
に
残
る

人
へ
離
れ
た
場
所
か
ら
で
も
切
迫
度
を
伝
え

図３．遊水地のしくみ

図４．上野遊水地全景と出水時の対応イメージ
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る
放
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
搭
載

す
る
ド
ロ
ー
ン
は
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
、

効
果
的
な
巡
視
手
法
の
選
択
肢
と
な
り
得
る

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

現
在
、
本
番
の
出
水
に
近
い
環
境
下
（
台

風
通
過
直
後
等
）
で
の
試
験
を
行
い
、
課
題

を
抽
出
し
、そ
の
対
策
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、

「
赤
外
線
カ
メ
ラ
搭
載
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
手

順
書
（
上
野
遊
水
地
に
お
け
る
出
水
時
巡
視

編
）」
に
と
り
ま
と
め
、
技
術
的
な
課
題
は

概
ね
解
決
で
き
て
き
て
い
る
。

今
後
、
実
装
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
（
ド

ロ
ー
ン
操
縦
者
・
ド
ロ
ー
ン
機
体
の
確
保
）

に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
へ
の
Ａ
Ｉ
技
術
活
用

に
よ
る
異
常
事
象
の
自
動
検
知

国
が
管
理
す
る
一
般
国
道
で
は
、
道
路
の

災
害
や
突
発
的
な
事
故
及
び
道
路
の
異
常
な

ど
の
発
生
を
迅
速
か
つ
的
確
に
収
集
す
る
た

め
、
道
路
情
報
連
絡
員
が
多
数
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

画
像
を
数
台
の
モ
ニ
タ
ー
で
監
視
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ

て
い
な
い
時
間
で
ス
タ
ッ
ク
車
両
、
交
通
障

害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
発
見
が
遅
れ

る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
複
数
箇
所

で
交
通
障
害
が
発
生
し
た
場
合
、
道
路
情
報

連
絡
員
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
、

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
て
情
報
収
集
体
制
の
強

化
を
行
い
維
持
管
理
の
高
度
化
を
目
指
し
て

い
る
。

ま
ず
は
、
雪
対
策
の
た
め
、
福
井
河
川
国

道
事
務
所
、
滋
賀
国
道
事
務
所
、
姫
路
河
川

国
道
事
務
所
・
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
・
福

知
山
河
川
国
道
事
務
所
に
て
、
一
部
Ａ
Ｉ
技

術
を
実
装
し
、
冬
期
の
交
通
障
害
（
ス
タ
ッ

ク
車
両
）
等
の
自
動
検
知
の
検
証
を
実
施
。

次
に
、
雪
対
応
だ
け
で
な
く
日
常
の
維
持

管
理
に
拡
大
す
べ
く
、
一
部
の
自
動
車
専
用

道
路
に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ
技
術
を
実
装
し
、
同

様
に
検
証
し
て
い
る
。

大
ま
か
な
流
れ
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
が
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
画
像
の
分
析
を
行
い
、
交
通
障
害
を
自
動

検
知
し
、
早
期
に
異
常
を
発
見
。
異
常
検
知

写真１．赤外線・スピーカー搭載型ドローン

写真２．可視カメラ（左）と
赤外線カメラ（右）による

画像の比較

図５．AI技術活用による情報収集体制

図６．AI技術活用による交通障害自動検知システム（イメージ）
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I
C
T
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備

特
集

の
発
報
を
受
け
、
道
路
情
報
連
絡
員
が
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
を
確
認
の
う
え
、
職
員
や
維
持
業
者
が

現
場
に
急
行
し
速
や
か
に
措
置
す
る
こ
と
と

な
る
。（
図
５
、
図
６
）

現
在
、
誤
検
知
の
検
証
を
行
っ
て
お
り
、

検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
追
加
学
習
な
ど
を
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、今
年
度
か
ら
、

新
た
に
、
海
岸
沿
い
の
道
路
に
お
い
て
越
波

検
知
技
術
も
試
験
的
に
運
用
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。

近
畿
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ

推
進
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
に

は
、
Ｄ
Ｘ
を
実
行
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材

の
育
成
と
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
近
畿
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
人
材
の
育
成
と
確

保
を
目
的
に
、「
育
成
」「
体
験
」「
情
報
発
信
」

を
行
う
場
と
し
て
、
国
・
自
治
体
職
員
・
民

間
の
建
設
技
術
者
に
対
し
Ｄ
Ｘ
推
進
の
人
材

育
成
支
援
、
建
設
関
係
者
・
学
生
・
一
般
者

向
け
に
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
の
体
験
見
学
、
広
く

一
般
の
方
へ
最
新
技
術
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。（
図
７
）

「
育
成
」
で
は
、
発
注
者
や
施
工
者
各
々

の
役
割
に
応
じ
た
教
育
目
標
と
実
施
内
容
を

検
討
し
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
研
修
で
は
、
対

象
工
事
の
約
八
割
で
実
施
さ
れ
て
い
る
直
轄

工
事
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
自
治
体
で
の
活

用
推
進
も
目
指
し
、
入
門
・
初
級
・
中
級
の

三
段
階
に
わ
け
、
初
め
て
の
方
か
ら
経
験
さ

れ
た
方
ま
で
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
即
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
研
修
で
は
、
国
・
地
方
自
治
体
の

職
員
を
対
象
に
、
三
次
元
モ
デ
ル
作
成
の
た

め
の
基
礎
知
識
や
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
、
設

計
成
果
の
活
用
方
法
や
出
来
形
管
理
な
ど
、

実
務
者
の
実
践
に
役
立
つ
内
容
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
無
人
化
施
工
研
修
で
は
、
近
畿
地

方
整
備
局
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
団

体
等
の
建
設
技
術
者
を
対
象
と
し
、
災
害
復

旧
時
に
作
業
員
の
立
ち
入
り
が
危
険
な
場
所

等
で
も
安
全
に
現
地
作
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
遠
隔
操
作
実
習
に
よ
る
経
験
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
で
き
る
内
容
と
し
て
い
る
。

「
体
験
」
で
は
、
地
域
建
設
業
を
は
じ
め
、

学
生
、
一
般
と
幅
広
い
方
々
を
対
象
に
、
イ

ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
の
体
験
（
Ｖ
Ｒ
や
三
次
元
デ
ー

タ
の
体
験
、
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
活
用
事
例
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
等
の
紹
介
）

の
場
を
提
供
し
、
令
和
四
年
度
は
延
べ
約
一

四
〇
〇
名
以
上
の
来
場
者
と
な
っ
た
。

「
情
報
発
信
」
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
の

取
組
事
例
や
近
畿
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
情
報
な
ど
を
「
近
畿
イ
ン
フ

ラ
Ｄ
Ｘ
通
信
」
と
し
て
定
期
的
に
発
信
し
て

い
る
。

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
優
れ
た
Ｄ
Ｘ
技

術
を
発
掘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和

四
年
度
よ
り
「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
コ
ン
ペ
」
を

開
催
し
、
優
秀
技
術
賞
に
選
ば
れ
た
技
術
に

は
、
試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
、
実
証
試

験
を
行
い
、
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
技
術
開
発
促
進
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
業
界
の
Ｄ
Ｘ

を
活
用
し
た
様
々
な
技
術
に
よ
る
新
３
Ｋ
の

取
組
の
促
進
や
地
元
建
設
会
社
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
人
材
育
成
と
イ
ン
フ
ラ

Ｄ
Ｘ
等
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
て
設
立
し

た
認
定
制
度
と
し
て「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
認
定
」

を
創
設
し
、
昨
年
度
、
五
十
一
社
が
認
定
さ

れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
こ
の
よ
う
な
イ

ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
。
た
だ
、
取
組
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
取
組
の
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
目
的
を

理
解
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
や
安

全
性
の
向
上
・
現
場
等
で
の
問
題
解
決
の
き

っ
か
け
、人
材
育
成
支
援
な
ど
に
結
び
つ
き
、

さ
ら
な
る
建
設
業
の
発
展
や
働
き
方
改
革
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

図７．近畿インフラDX推進センターの概要
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こ
の
た
び
“
国
づ
く
り
と
研
修
”
創
刊
一

五
〇
号
記
念
号
刊
行
に
あ
た
り
、
寄
稿
を
依

頼
さ
れ
た
。
ま
ず
は
創
刊
一
五
〇
号
の
発
刊

に
あ
た
り
祝
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

国
づ
く
り
は
人
づ
く
り
の
信
念
に
心
か
ら

賛
同
し
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）

以
来
長
期
間
に
わ
た
り
全
国
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
研
修
の
講
師
を
引
き
受
け

さ
せ
て
頂
き
、
全
国
の
多
く
の
方
々
と
一
同

に
会
し
得
た
こ
と
は
、
私
自
身
の
人
生
に
と

っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
機
会
で
あ
り
、
今

で
も
郷
愁
を
誘
う
も
の
が
あ
る
。

も
と
よ
り
寄
稿
は
お
引
き
受
け
し
た
が
、

記
念
号
に
相
応
し
い
テ
ー
マ
が
見
当
た
ら
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
近
年
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
私
な
り
の
見
解
を
述

べ
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
し
た
。

１
．生
い
立
ち

（
１
）満
州
か
ら
の
引
揚
げ

人
の
認
知
、
行
動
、
意
識
の
原
点
は
、
そ

の
幼
少
期
か
ら
成
年
へ
の
覚
醒
を
感
じ
始
め

る
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
を
ま
と

め
る
に
際
し
、
そ
の
こ
ろ
の
忘
れ
難
い
経
験

を
極
め
て
端
折
っ
て
記
述
し
た
が
、
紙
数
の

関
係
で
ご
紹
介
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
。

①
一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
横
浜
に

生
ま
れ
、
三
九
年
父
の
赴
任
に
よ
り
満
州
撫

順
市
（
中
国
遼
寧
省
の
一
部
）
に
渡
り
、
そ

の
後
、
太
子
河
の
辺
に
近
い
本
渓
湖
市
に
移

り
、
そ
こ
で
、
終
戦
の
翌
年
（
四
六
年
）
ま

で
終
戦
前
後
の
社
会
の
激
動
と
悲
哀
を
経
験

し
、
四
六
年
葫
芦
（
コ
ロ
）
島
か
ら
佐
世
保

に
上
陸
し
た
こ
と
（
引
揚
げ
）、
②
引
揚
げ
後
、

横
浜
の
祖
父
宅
に
転
が
り
込
み
、
同
年
小
学

校
三
年
に
編
入
し
、五
〇
年
に
公
立
中
学
校
、

五
三
年
に
公
立
高
校
に
進
学
し
た
が
、
そ
の

直
後
の
同
年
四
月
父
親
の
急
逝
に
伴
い
、
定

時
制
高
校
に
転
校
、
昼
間
は
青
写
真
屋
で
働

い
て
い
た
が
、
同
年
八
月
神
奈
川
県
の
見
習

雇
の
試
験
に
合
格
し
、
同
県
に
奉
職
し
た
こ

と
、
③
神
奈
川
県
で
は
当
初
、
建
築
部
営
繕

課
、
五
七
年
大
学
（
法
学
部
）
進
学
、
初
級

職
試
験
合
格
に
伴
い
統
計
調
査
課
に
、
六
二

年
大
学
卒
業
、
上
級
試
験
合
格
に
伴
い
、
教

育
委
員
会
総
務
課
行
政
係
に
配
属
さ
れ
た
こ

と
、
並
び
に
神
奈
川
県
に
お
け
る
役
人
生
活

で
得
ら
れ
た
経
験
が
、
そ
の
後
の
人
生
に
と

っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
の
塊
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
が
、
人
生
の
転

機
と
な
っ
た
大
学
入
学
後
に
つ
い
て
は
、
や

や
詳
細
に
述
べ
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
す
る
。

（
２
）大
学（
学
部
）時
代

ア
．
高
校
は
、
青
写
真
屋
就
職
後
か
ら
定
時

制
高
校
に
通
い
、
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）

三
月
の
卒
業
ま
で
県
庁
か
ら
五
分
ば
か
り
の

道
を
毎
日
通
学
し
た
。
そ
の
前
年
、
神
奈
川

県
の
初
給
職
の
試
験
に
合
格
し
、
職
場
も
統

計
調
査
課
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
年
か
ら
中
央

大
学
（
二
部
）
に
進
学
し
、
県
庁
か
ら
約
一

時
間
を
か
け
て
お
茶
の
水
の
駿
河
台
校
舎
に

通
っ
た
。

大
学
の
一
年
次
に
学
内
の
学
友
会
加
盟
の

研
究
団
体
「
星
友
会
」
に
入
室
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
星
友
会
は
、
司
法
試
験
、
公
認
会

計
士
試
験
を
目
指
す
研
究
団
体
で
、
室
員
は

少
人
数
な
が
ら
先
輩
に
は
最
高
裁
判
事
や
著

名
な
裁
判
官
、
検
事
を
輩
出
し
て
お
り
、
二

部
の
在
学
生
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、
入

室
を
許
さ
れ
た
者
は
二
名
で
あ
っ
た
。
入
室

を
許
さ
れ
た
他
の
一
人
（
久
保
田
君
）
は
二

年
次
に
故
郷
（
猿
橋
）
の
寺
に
籠
も
っ
て
勉

学
中
、
バ
イ
ク
事
故
で
早
逝
し
た
の
は
残
念

で
あ
っ
た
。
実
は
、
星
友
会
が
司
法
試
験
受

験
者
の
研
究
団
体
で
あ
る
こ
と
は
全
く
知
ら

ず
に
入
室
し
た
の
で
あ
る
が
、
私
の
人
生
に

と
っ
て
極
め
て
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
学
（
研
究
室
）
に
は
毎
日
通
い
、
横
浜
市

瀬
谷
の
自
宅
に
帰
宅
す
る
の
は
夜
中
の
十
二

AIと我が人生
〜創刊１５０号の発行を記念して〜

澤野法律不動産鑑定事務所
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時
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

一
年
次
生
の
と
き
、
司
法
試
験
の
第
一
次

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
学
を
修

了
し
な
く
て
も
第
二
次
試
験
を
受
験
す
る
資

格
を
得
た
こ
と
も
励
み
に
な
っ
た
。
そ
の
年

（
五
八
年
・
昭
和
三
十
三
年
）
に
行
わ
れ
た
第

一
回
宅
地
建
物
取
引
員
（
現
在
の
宅
地
建
物

取
引
士
）
試
験
に
も
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
こ
の
こ
と
も
不
動
産
分
野
に
興
味
を

い
だ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

三
年
次
に
か
け
て
、
職
場
で
は
、
神
奈
川

県
統
計
調
査
課
か
ら
国
の
行
政
管
理
庁
統
計

基
準
局
に
短
期
間
出
向
し
た
が
、
わ
が
国
の

統
計
の
原
点
の
雰
囲
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

イ
．
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
の
大
学
卒

業
の
前
年
、
神
奈
川
県
上
級
（
法
律
）
職
に

合
格
し
て
い
た
の
で
、
職
場
も
教
育
委
員
会

総
務
課
行
政
係
の
配
属
と
な
っ
た
。
当
時
、

地
方
教
育
行
政
で
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
行
政
係
は
教
職
員
組
合
、
高
校
学
区

域
問
題
、
教
育
関
係
部
門
の
立
法
（
条
例
、

規
則
等
の
制
定
）、
公
益
法
人
関
係
、
義
務
教

育
就
学
免
除
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
行
政

指
導
等
の
業
務
を
こ
な
し
て
お
り
、
そ
の
後

の
弁
護
士
業
務
を
行
う
上
で
の
基
礎
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
年
後
、
教
育
委
員

会
の
相
談
室
に
移
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
市
町

村
教
育
委
員
会
や
一
般
県
民
か
ら
の
法
律
、

行
政
相
談
を
直
接
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
後
の
弁
護
士
の
法
律
相
談
業
務
の
下
地

が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

ウ
．
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）、
当
時
の
公

共
事
業
ブ
ー
ム
を
受
け
創
設
さ
れ
た
土
木
部

土
木
用
地
課
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
課
は
、

公
共
事
業
用
地
の
取
得
、
補
償
の
ほ
か
、
国

有
財
産
部
局
長
と
し
て
の
都
道
府
県
知
事
に

よ
る
国
有
財
産
の
管
理
業
務
、
起
業
者
と
し

て
の
土
地
収
用
申
請
業
務
等
、
今
日
で
い
う

公
共
用
地
取
得
、
補
償
の
ほ
か
国
有
財
産
管

理
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
在
職
期

間
は
司
法
試
験
に
合
格
す
る
ま
で
の
一
年
に

す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
私
の
生
涯
の
仕
事
の
一

つ
で
も
あ
る
補
償
業
務
を
行
う
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

同
課
に
在
職
中
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
、
国

道
一
号
線
の
収
用
裁
決
事
案
で
、
裁
決
で
採

用
さ
れ
た
建
物
の
登
記
が
無
効
（
建
物
は
、

再
築
直
後
で
あ
っ
た
が
、
従
前
の
建
物
登
記

を
流
用
し
て
い
た
。）
で
あ
る
こ
と
か
ら
収
用

裁
決
の
や
り
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
国
と
県
と
で
協
議
を
行
っ
た
の

が
司
法
試
験
の
二
次
面
接
試
験
の
前
日
で
あ

っ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

（
３
）司
法
修
習
、弁
護
士
開
業

ア
．
司
法
試
験
合
格
は
、
六
四
年
（
昭
和
三

十
九
年
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
、

新
幹
線
や
東
名
高
速
道
路
の
開
通
な
ど
で
世

の
中
が
沸
き
立
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
翌

六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）、
県
庁
を
退
職
し
司

法
修
習
生
と
し
て
、
赤
坂
紀
尾
井
町
に
あ
っ

た
司
法
研
修
所
に
通
う
こ
と
と
な
っ
た
。
修

習
期
間
は
二
年
で
前
期
と
後
期
に
同
期
修
習

生
全
員
に
よ
る
集
中
講
義
が
各
四
か
月
、
そ

の
余
の
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
修

習
地
に
分
散
し
て
、
民
事
裁
判
、
刑
事
裁
判
、

検
察
、
弁
護
修
習
が
各
四
か
月
ず
つ
行
わ
れ

た
。
修
習
中
の
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）、
第

一
回
不
動
産
鑑
定
士
二
次
試
験
が
行
わ
れ
、

か
つ
て
の
県
庁
の
用
地
課
の
先
輩
た
ち
と
試

験
に
臨
ん
だ
が
、
私
だ
け
が
幸
運
に
与
り
、

そ
の
後
の
進
路
の
大
き
な
礎
と
な
っ
た
。

イ
．
実
務
修
習
地
は
横
浜
で
、
総
勢
で
三
十

二
名
、
八
名
ず
つ
年
齢
別
班
編
成
（
長
い
修

習
制
度
の
中
で
こ
の
期
〈
十
九
期
〉
だ
け
、

年
齢
別
に
分
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
廃
止

さ
れ
た
。）
で
私
は
Ｃ
班
の
中
で
最
年
少
で
あ

っ
た
。
修
習
中
、
皆
で
同
じ
趣
味
を
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
麻
雀
と
社
交
ダ
ン
ス

が
候
補
に
あ
が
っ
た
。
全
員
ダ
ン
ス
を
や
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
八
名
全
員
で
近
く
の
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
社
交
ダ
ン
ス
教
室
に
申
し
込
ん

だ
。
私
を
除
く
七
名
は
間
も
な
く
止
め
て
し

ま
い
、
私
の
み
が
そ
の
虜
に
な
り
今
日
（
二

〇
二
三
年
）
ま
で
生
涯
の
友
と
し
て
ダ
ン
ス

を
続
け
て
い
る
。
こ
の
ダ
ン
ス
（
ボ
ー
ル
ル

ー
ム
ダ
ン
ス
）
は
、
私
の
仕
事
と
も
少
な
か

ら
ず
の
関
係
を
持
ち
、
わ
が
国
の
ボ
ー
ル
ル

ー
ム
ダ
ン
ス
界
の
最
大
の
組
織
で
あ
る
財
団

法
人
日
本
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
（
平

成
四
年
法
人
設
立
・
後
に
公
益
法
人
認
可
）

の
設
立
手
続
に
関
与
す
る
ほ
か
、
ダ
ン
ス
の

風
適
法
除
外
運
動
、
音
楽
著
作
権
問
題
な
ど
、

ダ
ン
ス
関
係
の
問
題
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
な
っ
て
い
る
。

ウ
．
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）、
司
法
修
習

も
無
事
に
修
了
し
、
就
職
先
を
決
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
当
初
、
裁
判
官
へ
の
任
官
を
希

望
し
て
い
た
が
、
転
勤
の
あ
る
任
官
を
断
念

し
、
弁
護
士
の
道
を
選
択
し
た
。
同
期
の
友

人
の
紹
介
も
あ
っ
て
、
横
浜
の
法
律
事
務
所

に
イ
ソ
弁
と
し
て
入
所
し
た
。
ボ
ス
は
陸
軍

士
官
学
校
出
身
の
謹
厳
居
士
で
あ
っ
た
が
、

極
め
て
家
族
的
な
事
務
所
で
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
戴
い
た
。
在
所
中
の
思
い
出
の
事
件
は
、

借
地
権
の
無
断
譲
渡
に
よ
る
契
約
解
除
に
基

づ
く
建
物
収
去
土
地
明
渡
事
件
の
被
告
事
件
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で
、
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
で
、
予
想
を

超
え
る
高
額
の
買
取
代
金
を
認
め
ら
れ
、
こ

の
時
、
初
め
て
建
物
買
取
り
価
格
は
建
物
自

体
の
価
格
に
い
わ
ゆ
る
場
所
的
利
益
が
斟
酌

さ
れ
る
こ
と
を
鑑
定
書
を
通
じ
て
身
を
も
っ

て
理
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
鑑
定

評
価
理
論
の
研
鑽
へ
の
第
一
歩
に
な
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
イ
ソ
弁
を
十
か
月
ほ
ど
経
験

し
た
後
、
ボ
ス
の
勧
め
も
あ
っ
て
独
立
す
る

こ
と
に
な
り
、
す
ぐ
隣
の
ビ
ル
の
三
階
一
部

屋
を
借
り
、
法
律
事
務
所
を
開
設
し
た
。

エ
．
弁
護
士
開
業
後
の
七
一
年
（
昭
和
四
十

六
年
）、
不
動
産
鑑
定
士
第
三
次
試
験
を
無

事
通
過
し
、
不
動
産
鑑
定
業
を
登
録
、
弁
護

士
、
不
動
産
鑑
定
士
の
二
足
の
草
鞋
を
履
く

こ
と
に
な
っ
た
。
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）、

所
属
の
横
浜
弁
護
士
会
で
市
民
法
律
講
座
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
借
地･

借
家
を

担
当
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
借
地･

借
家
に
関
す
る
法
的
問
題
だ
け
で
な
く
、
地

代
、
家
賃
や
借
地
権
価
格
、
名
義
書
換
料
等

の
借
地･

借
家
事
件
処
理
上
の
鑑
定
評
価
の

実
務
上
の
基
礎
知
識
を
も
含
め
た
講
義
を
行

い
、「
借
地
借
家
と
鑑
定
」
と
の
小
冊
子
（
テ

キ
ス
ト
）
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
の
不

動
産
業
者
や
弁
護
士
か
ら
も
重
宝
が
ら
れ
た
。

さ
ら
に
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）、
神
奈
川

県
不
動
産
鑑
定
士
会
で
不
動
産
鑑
定
研
究
双

書
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
一
巻
目

と
し
て
私
が
「
借
家
権
の
価
格
―
家
屋
明
渡

正
当
事
由
の
補
強
条
件
と
し
て
の
移
転
料
に

関
連
し
て
―
」
を
刊
行
し
た
。
出
版
社
を
通

さ
な
い
小
冊
子
で
あ
っ
た
が
、
知
人
を
通
じ

て
元
東
京
弁
護
士
会
館
に
出
店
し
て
い
た
法

律
書
販
売
店
の
店
先
に
置
か
せ
て
戴
い
た
と

こ
ろ
、
短
期
間
で
数
百
冊
が
完
売
に
な
り
、

法
律
紛
争
解
決
の
た
め
の
鑑
定
評
価
理
論
の

情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

オ
．
不
動
産
鑑
定
評
価
理
論
は
法
律
の
解
釈

論
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
、
法
律
の
解

釈
論
と
不
即
不
離
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
思
い
か
ら
、
不
動
産
鑑
定
士
と
し
て
所

属
し
て
い
た
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
（
現
・

公
益
社
団
法
人
日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連

合
会
）
に
お
い
て
、「
争
訟
に
係
る
鑑
定
評
価
」

に
関
し
定
期
的
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
を
提
案
し
、七
八
年（
昭
和
五
十
三
年
）

を
第
一
回
と
し
て
、
毎
年
一
～
二
回
、
全
国

を
巡
行
す
る
形
で
、
将
来
の
鑑
定
学
会
の
創

設
を
目
指
し
た
不
動
産
鑑
定
士
を
主
体
と
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

毎
回
、
参
加
者
は
五
百
名
近
く
、
不
動
産

鑑
定
士
の
こ
の
分
野
の
関
心
の
高
さ
を
改
め

て
認
識
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
争
訟
上
問
題
と

な
る
鑑
定
評
価
上
の
諸
問
題
を
取
り
上
げ
、

分
科
会
に
お
い
て
研
究
し
た
内
容
を
発
表
し
、

自
由
討
議
す
る
双
方
向
研
究
会
と
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
果
た
し
た
。
そ
の
成
果
は

住
宅
新
報
社
か
ら
「
争
訟
鑑
定
研
究
」
と
し

て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
の
第
三
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
そ
の
年
に
抜
本

的
に
改
正
さ
れ
た
民
事
執
行
・
競
売
を
中
心

に
行
わ
れ
た
。
私
も
民
事
執
行
法
の
改
正
に

合
わ
せ
て
、「
競
売
不
動
産
の
評
価
」
を
著
し

た
が
、
競
売
評
価
の
実
務
上
の
バ
イ
ブ
ル
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
八
二
年
（
昭
和
五
十
七

年
）、
こ
れ
ら
の
活
動
の
延
長
線
上
で
、
裁
判

上
の
各
種
の
鑑
定
評
価
を
ま
と
め
た
「
民
事

裁
判
と
鑑
定
」
を
刊
行
し
、
書
評
を
司
法
研

修
所
時
代
の
民
事
裁
判
教
官
で
あ
っ
た
中
村

修
三
裁
判
官
（
後
に
東
京
地
裁
所
長
）
に
書

い
て
戴
い
た
の
は
思
い
出
深
い
。

（
４
）大
学
院（
前
期
・後
期
）時
代

ア
．
こ
の
よ
う
な
無
手
勝
流
の
研
究
活
動
を

進
め
る
中
で
社
会
に
対
す
る
責
任
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
、
根
本
的
に
勉
強
を
し
直
す
心

境
に
至
り
、
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）、
一

念
発
起
し
て
大
学
院
（
前
期
課
程
）
に
進
学

す
る
こ
と
に
し
た
。
研
究
を
発
展
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
た
借
地･
借
家
法
の
権
威
者
の
一

人
で
あ
っ
た
水
本
浩
教
授
や
土
地
法
学
会
で

公
害
・
環
境
問
題
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
て
い

た
淡
路
剛
久
教
授
が
お
ら
れ
た
立
教
大
学
の

門
を
叩
き
、
大
学
院
法
学
研
究
科
（
前
期
課

程
）
に
一
般
入
試
で
、
入
学
を
許
さ
れ
た
。

同
期
は
五
名
ほ
ど
い
た
が
、
司
法
試
験
受
験

希
望
者
が
多
か
っ
た
。

院
に
は
、
弁
護
士
、
鑑
定
業
の
傍
ら
ほ
と

ん
ど
毎
日
通
学
し
た
。
教
員
ら
と
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
対
抗
試
合
を
し
た
り
ス
キ
ー
に
行

っ
た
り
楽
し
い
院
生
生
活
で
あ
っ
た
。

修
士
論
文
は
「
借
家
に
お
け
る
正
当
事
由

と
移
転
料
―
そ
の
理
論
的
再
構
成
に
つ
い
て

の
一
試
論
」
で
、
後
に
水
本
浩
編
「
借
地･

借

家
の
変
貌
と
法
理
」（
八
六
年
（
昭
和
六
十
一

年
）・
金
融
財
政
事
情
研
究
会
）に
登
載
さ
れ
た
。

余
談
と
な
る
が
、
こ
の
間
も
修
習
生
以
来

続
け
て
い
た
社
交
ダ
ン
ス
は
、
八
二
年
（
昭

和
五
十
七
年
）
わ
が
国
で
開
催
さ
れ
た
ボ
ー

ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
の
世
界
選
手
権
併
催
の
ア

マ
チ
ュ
ア
・
シ
ニ
ア
競
技
会
に
お
い
て
、
モ
ダ

ン
三
位
、
ラ
テ
ン
四
位
の
入
賞
を
果
た
し
、

ま
た
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

講
師
も
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
け
て
い
た
。

イ
．
前
期
課
程
が
修
了
す
る
八
四
年
（
昭
和

五
十
九
年
）
こ
ろ
に
な
る
と
、
都
市
の
再
開

発
や
ビ
ル
の
建
替
え
等
の
い
わ
ゆ
る
都
市
問
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題
が
次
第
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当

時
の
国
土
庁
に
お
い
て
も
土
地
局
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
東
京
大
学
稲
本
洋
之
助
教
授
を

座
長
と
す
る
「
借
地
問
題
研
究
会
」
が
設
け

ら
れ
、
委
員
の
一
人
に
誘
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

借
地
関
係
の
実
態
や
借
地
権
に
よ
る
宅
地
供

給
の
促
進
の
可
能
性
等
が
論
じ
ら
れ
、
当
時
、

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
で
活
用
さ
れ
て
い
た

民
間
の
借
地
権
活
用
に
よ
る
住
宅
供
給
の
モ

デ
ル
を
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
し
、
い
わ
ゆ

る
長
期
型
の
定
期
借
地
権
構
想
が
浮
上
し

た
。
答
申
原
案
作
成
の
段
階
で
、
稲
本
教
授

と
の
会
食
の
際
、
長
期
型
を
作
る
な
ら
短
期

型
も
あ
っ
て
良
い
の
で
は
と
提
案
し
、
そ
の

段
階
で
、
借
地
借
家
法
改
正
時
の
定
期
借
地

権
と
事
業
用
借
地
権
の
原
型
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
稲
本
教
授
と
は
同
氏
の
父
親

が
弁
護
士
で
あ
っ
た
こ
と
、
年
齢
が
近
か
っ

た
こ
と
（
私
が
一
歳
年
下
）、
不
動
産
法
一
般

に
共
通
の
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
懇

意
と
な
り
、
同
教
授
が
主
宰
す
る
若
手
研
究

者
の
箱
根
の
合
宿
に
誘
わ
れ
、
そ
の
後
、
同

研
究
会
は
、
都
市
的
土
地
問
題
研
究
会
と
発

展
し
、
多
く
の
都
市
的
土
地
問
題
に
関
し
提

言
を
行
っ
て
き
た
。

ウ
．
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）、
法
務
省
参
事

官
室
か
ら
「
借
地･

借
家
法
改
正
の
問
題
点
」

が
公
表
さ
れ
る
と
、
稲
本
教
授
を
中
心
と
し

て
、
各
大
学
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
日
本

不
動
産
鑑
定
協
会
に
呼
び
か
け
、
借
地
借
家

制
度
調
査
会
が
設
立
さ
れ
、
借
地
・
借
家
法

改
正
に
貴
重
な
提
言
を
行
っ
た
。
私
も
稲
本

教
授
と
こ
の
会
議
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

と
と
も
に
、
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
に
お
け

る
意
見
を
ま
と
め
、「
借
地
・
借
家
の
現
状
と

法
改
正
へ
の
問
題
提
起
」（
八
六
年
住
宅
新
報

社
）
の
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

エ
．
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）
立
教
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
後
期
課
程
に
進
学
し
、
水

本
浩
教
授
に
師
事
の
も
と
、
借
地
借
家
問
題

に
つ
い
て
根
本
的
に
研
究
す
る
機
会
を
得
た
。

幸
い
多
く
の
研
究
者
と
の
交
流
も
実
現
し
、

ま
た
、
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
か
ら
全

国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
、
八
七
年
（
昭
和
六

十
二
年
）
か
ら
税
務
大
学
校
の
不
動
産
法
、

不
動
産
鑑
定
部
門
の
講
師
の
機
会
を
与
え
ら

れ
、
比
較
的
最
近
ま
で
多
く
の
受
講
生
と
の

ふ
れ
あ
い
が
続
い
た
（
税
務
大
学
校
か
ら
は
、

二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）、
三
十
五
年
永
続

の
感
謝
状
を
頂
い
た
）。

オ
．
院
後
期
課
程
は
、
専
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
の

研
究
活
動
（
毎
日
の
仕
事
が
研
究
活
動
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
）
が
続
い
た
。
博
士
論
文
は
、

借
地
・
借
家
法
の
改
正
を
意
識
し
た
「
借
地

･

借
家
法
の
経
済
的
基
礎
に
関
す
る
研
究
―

借
地･

借
家
権
消
滅
時
の
利
害
調
整
及
び
賃

料
規
制
に
関
連
し
て
―
」
と
題
す
る
も
の
で

あ
り
、
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
九
月
論

文
審
査
を
通
り
、
法
学
博
士
（
立
教
大
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
同
論
文
は
同
年
十

二
月
日
本
評
論
社
か
ら
、
水
本
浩
教
授
の
序

文
を
戴
き
出
版
さ
れ
た
（
総
頁
数
五
百
十
四

頁
）。
ま
た
、
こ
の
間
（
八
二
～
九
〇
年
）
に

法
律
雑
誌
等
に
発
表
し
た
借
地
借
家
法
関
連

の
論
文
二
十
五
編
を
「
借
地
借
家
法
の
現
代

的
展
開
」
に
ま
と
め
、
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
両
書
に
よ

り
平
成
四
年
日
本
不
動
産
学
会
第
一
回
論
文

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
の
機
会

を
与
え
て
戴
い
た
多
く
の
方
々
に
対
す
る
謝

意
の
念
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

九
一
年（
平
成
三
年
）借
地
借
家
法
成
立
。

（
５
）そ
の
後

以
来
、
二
〇
二
三
年
の
今
日
、
早
や
三
十

年
を
経
過
し
、
こ
の
間
の
教
育
活
動
（
立
教

大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
、
日
本
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
ほ
か
）

や
研
究
活
動
等
（
社
団
法
人
日
本
補
償
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
協
会
に
お
け
る
各
種
研
究
・
研

修
活
動
、
補
償
業
務
管
理
士
試
験
委
員
会
委

員
長
、
不
動
産
鑑
定
士
二
次
試
験
委
員
、
そ

の
他
多
数
の
著
作
物
刊
行
等
）
に
伴
う
種
々

の
経
験
で
得
ら
れ
た
多
く
の
情
報
等
書
き
残

す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係

で
ま
た
の
機
会
に
譲
る
。

２
．
Ａ
Ｉ
と
人
生
体
験

こ
れ
ら
の
個
人
的
経
験
は
一
般
に
興
味
を

そ
そ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
Ａ
Ｉ
問
題
の
観

点
か
ら
は
看
過
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
あ
る

重
大
な
刑
事
事
件
が
発
生
し
た
と
き
、
そ
の

犯
人
の
行
為
を
め
ぐ
り
、
犯
行
の
動
機
や
犯

人
の
生
い
立
ち
、
さ
ら
に
犯
行
時
に
お
け
る

精
神
状
況
等
の
解
明
な
く
し
て
そ
の
犯
罪
の

実
質
的
な
解
明
は
難
し
い
。
同
様
に
、
一
般

の
社
会
科
学
の
分
野
に
お
け
る
意
見
表
明
、

問
題
解
決
の
提
言
、物
事
の
各
種
の
評
価
は
、

そ
れ
を
行
う
者
の
極
め
て
主
観
的
な
精
神
活

動
で
あ
り
、
そ
の
是
非
の
判
断
は
、
意
見
表

明
者
等
の
全
人
格
的
人
間
性
の
正
し
い
理
解

な
し
に
は
な
し
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。
Ａ

Ｉ
に
よ
る
一
つ
の
結
論
は
、
こ
の
重
要
な
観

点
を
捨
象
し
て
い
る
こ
と
を
心
す
べ
き
で
あ
る
。
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国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
公
共
事
業
の
用

に
供
す
る
た
め
に
土
地
等
を
取
得
す
る
場
合
、

地
権
者
に
は
相
応
の
金
銭
が
交
付
さ
れ
譲
渡

所
得
が
発
生
し
ま
す
。

譲
渡
所
得
の
課
税
は
、「
資
産
の
値
上
が

り
に
よ
り
当
該
資
産
の
所
有
者
に
帰
属
す
る

値
上
が
り
益
を
所
得
と
し
て
、
当
該
資
産
が

所
有
者
の
支
配
を
離
れ
て
他
に
移
転
す
る
の

を
機
会
に
、
こ
れ
を
清
算
し
て
課
税
す
る
趣

旨
」
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
か
ら
、
譲
渡
所
得
は
有
償
・

無
償
を
問
わ
ず
資
産
の
移
転
が
あ
れ
ば
値
上

が
り
益
の
清
算
と
し
て
所
得
税
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
土
地
所
有
者
に
相

続
が
開
始
し
た
時
は
、
被
相
続
人
の
所
得
税

と
し
て
準
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税
の
納
付

義
務
が
相
続
人
に
発
生
し
、
か
つ
、
相
続
人

は
当
該
土
地
に
係
る
相
続
税
の
納
付
義
務
が

発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
準
確
定
に
係

る
所
得
税
は
、
相
続
税
額
の
計
算
上
債
務
控

除
）。贈

与
の
場
合
は
、
贈
与
者
に
所
得
税
が
課

せ
ら
れ
、
受
贈
者
に
は
贈
与
税
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
税
制
は
、
戦
後
シ
ャ
ウ
プ
使

節
団
が
来
日
し
て
構
築
し
た
も
の
で
す
。
理

念
と
し
て
資
産
の
値
上
が
り
益
に
所
得
税
を

課
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
相
続
や

贈
与
に
よ
る
無
償
の
資
産
の
移
転
を
契
機
に

課
税
す
る
こ
と
は
、
現
実
に
現
金
な
ど
の
経

済
的
利
得
が
な
い
の
に
所
得
税
の
納
税
義
務

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
国
民

の
反
発
を
受
け
て
相
続
に
係
る
譲
渡
所
得
税

課
税
は
一
年
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

現
行
所
得
税
法
三
十
六
条
は
、「
そ
の
年

分
の
各
種
所
得
の
金
額
の
計
算
上
収
入
金
額

と
す
べ
き
金
額
又
は
総
収
入
金
額
に
算
入
す

べ
き
金
額
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を

除
き
、そ
の
年
に
お
い
て
収
入
す
べ
き
金
額（
金

銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利

益
を
も
つ
て
収
入
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
金

銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利

益
の
価
額
）
と
す
る
。」
と
規
定
し
て
経
済
的

利
益
が
現
実
に
流
入
し
た
場
合
に
課
税
す
る

旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
右
記
の
「
別
段
の
定
め
」
と
は
、

①
固
定
資
産
の
交
換
の
特
例
、
②
相
続
の
限

定
承
認
の
場
合
及
び
③
法
人
に
無
償
で
譲
渡

所
得
の
基
因
と
な
る
資
産
を
譲
渡
し
た
場
合

を
い
い
、①
は
譲
渡
は
な
か
っ
た
も
の
と
し（
後

述
の
課
税
の
繰
延
べ
）、
②
及
び
③
は
そ
の
資

産
の
移
転
が
あ
っ
た
と
き
の
時
価
に
よ
り
譲

渡
が
あ
っ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
（
②

は
限
定
承
認
の
制
度
の
要
請
か
ら
、
③
は
値

上
が
り
益
の
課
税
の
機
会
を
逸
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
）。　

し
た
が
っ
て
、
譲
渡
所
得
の
課
税
の
理
念

は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
相
続
・
贈
与
に
取
得
し
た

資
産
の
取
得
価
額
を
従
前
の
所
有
者
が
取
得

に
要
し
た
金
額
を
引
継
ぐ
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
例
え
ば
従
前
の

所
有
者
Ａ
が
一
〇
〇
で
取
得
し
た
資
産
を
Ｂ

が
相
続
・
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
時
の
時
価

が
二
五
〇
で
あ
る
と
し
た
と
き
、
Ａ
に
は
一

五
〇
に
つ
い
て
の
値
上
が
り
益
に
は
所
得
税

を
課
税
せ
ず
、
Ｂ
は
一
〇
〇
の
取
得
価
額
を

引
継
ぐ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
課
税
の

繰
延
べ
と
い
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
仮
に
、

Ｂ
が
将
来
そ
の
資
産
を
三
五
〇
で
譲
渡
し
た

と
き
に
は
二
五
〇
の
譲
渡
益
に
課
税
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
産
の
所
有
権
が
Ａ

か
ら
Ｂ
に
移
転
し
た
と
き
に
課
税
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
一
五
〇
の
増
加
益
と
、
Ｂ
が
保

有
し
た
間
に
生
じ
た
増
加
益
一
〇
〇
と
併
せ

て
二
五
〇
を
所
得
税
の
課
税
対
象
と
す
る
も

の
で
す
。

相
続
人
・
受
贈
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
相

続
・
贈
与
時
に
そ
の
資
産
の
時
価
に
よ
り
相

続
税
・
贈
与
税
を
負
担
し
て
い
る
の
に
そ
の

資
産
の
譲
渡
所
得
金
額
の
算
出
に
お
い
て
は

そ
の
負
担
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
重

税
感
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

用
地
取
得
に
係
る
税
務

所
得
税
法
は
譲
渡
所
得
金
額
を
収
入
金
額

－
（
取
得
費
＋
譲
渡
費
用
）
－
特
別
控
除
の

算
式
に
よ
っ
て
算
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

租
税
特
別
措
置
法
は
、
公
共
用
地
取
得
の

促
進
の
た
め
に
土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
に

つ
い
て
次
表
の
特
例
を
設
け
て
い
ま
す
。

用
地
取
得
に
係
る
税
務
と
し
て
は
、
左
記

表
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
し
た
特
例
の
理

公共事業用地の
取得に携わる皆様へ
譲渡所得の概要案内

税理士　富岡　俊明

センター通信
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解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
な
お
、
収
入
金
額

に
係
る
特
例
は
、
先
に
述
べ
た
課
税
の
繰
延

べ
の
制
度
で
す
。

事
業
用
の
減
価
償
却
資
産
（
建
物
等
）
を

代
替
取
得
資
産
と
し
た
場
合
は
、
償
却
費
の

額
は
実
際
に
取
得
に
要
し
た
金
額
で
は
な
く
、

譲
渡
し
た
資
産
の
取
得
費
を
基
に
算
出
す
る

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
す
。

収
用
等
の
場
合
の
代
替
え
の
特
例
制
度
及

び
特
別
控
除
の
制
度
は
、
第
一
に
土
地
等
が

土
地
収
用
法
、
河
川
法
、
都
市
計
画
法
な
ど

十
九
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
い
て
収
用
さ
れ

て
補
償
金
を
取
得
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
税
法
の
規
定
の
適
用
以

前
に
上
記
法
令
の
「
規
定
に
基
づ
い
て
収
用

さ
れ
」
る
と
は
、
ど
の
様
な
場
合
を

い
う
の
か
は
税
法
の
規
定
で
は
な
く

先
に
掲
げ
た
法
令
の
内
容
の
理
解
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
道
路
拡
幅
の
た
め
に
土
地

を
買
取
る
場
合
、
そ
の
土
地
が
「
道
路
」

と
い
え
る
か
否
か
は
道
路
法
の
規
定
に

い
う
「
道
路
」
に
該
当
す
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
単
に
物
理
的

に
既
存
の
道
路
に
接
す
る
土
地
を
買
取

っ
た
と
し
て
も
道
路
用
地
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
道
路
法
は
、
道
路
に
つ
い
て
路

線
の
指
定
（
起
点
、
終
点
）
認
定
、
管

理
等
に
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
に
地
権
者
が
事
業
者
か
ら
の
買
取
り

の
申
出
を
拒
ん
で
も
土
地
等
が
収
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
事
情
の
基
に
買
取
ら
れ
る
場
合

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
ど
の
様
な
場
合
で
し
ょ
う
か
。
第

一
の
場
合
は
収
用
法
等
の
規
定
に
基
づ
い
て

強
制
的
に
買
取
ら
れ
た
場
合
で
す
が
、
第
二

の
場
合
は
収
用
裁
決
ま
で
為
さ
れ
て
い
な
い

が
、
裁
決
の
前
提
条
件
が
具
備
さ
れ
て
い
れ

ば
「
収
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
事
情
」
が
あ

る
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
収
用
法
に
規
定
す
る
事
業

認
定
要
件
を
具
備
し
て
い
る
か
否
か
に
拠
り

ま
す
。
そ
の
要
件
は
（
一
）
事
業
計
画
の
具

体
性
、（
二
）
土
地
収
用
法
上
の
適
格
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

土
地
税
制
が
難
し
い
の
は
租
税
法
上
の
論

理
の
理
解
、
更
に
行
政
法
規
の
理
解
が
不
可

欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

税
務
当
局
と
の
協
調

収
用
等
の
場
合
の
課
税
の
特
例
等
は
税
務

申
告
に
当
た
り
、
事
業
者
が
発
行
す
る
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
当
該
特

例
の
適
用
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
不
適
切
な
証
明
書
が
発
行
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
国
税
庁
長
官
通
達
で
公
共

事
業
の
事
業
者
と
国
税
庁
、
国
税
局
、
事
業

施
行
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
と
そ
の
発
行
に

つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
用
地
を
取
得
す
る
事
業
者
は
、

こ
の
協
議
を
税
務
署
等
に
申
し
出
る
際
に
①

事
業
施
行
者
が
事
業
の
施
行
を
決
定
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、
②
事
業
計
画
書
、

③
事
業
施
行
地
を
表
示
す
る
図
面
、
④
事
業

計
画
を
表
示
す
る
図
面
、
⑤
買
取
り
等
を
す

る
土
地
等
の
一
筆
ご
と
の
明
細
、
⑥
買
取
り

等
を
す
る
資
産
（
土
地
等
を
除
く
）の
明
細
、

⑦
そ
の
他
参
考
と
な
る
書
類
を
提
出
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
事
業
者
と
税
務
職
員
は
、
土
地

収
用
法
の
適
用
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
を

審
査
し
、「
地
権
者
が
事
業
者
か
ら
の
買
取
り

の
申
出
を
拒
ん
で
も
土
地
等
が
収
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
事
情
」
の
有
無
を
合
議
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
は
、
単
に
税
務
署
側
の
審
査
に

止
ま
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
リ
ニ
ア
新
幹
線

の
実
験
施
設
の
用
地
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
、
当
該
施
設
が
鉄
道
法
に
規
定
す
る
軌
道

に
該
当
す
る
か
否
か
に
疑
義
が
生
じ
ま
し
た
。

公
共
事
業
の
施
行
者
と
税
務
当
局
が
文
字
ど

お
り
協
議
し
、
当
時
の
建
設
省
に
問
合
せ
た

と
こ
ろ
、
大
臣
が
当
該
施
設
は
鉄
道
施
設
で

あ
る
旨
を
示
さ
れ
措
置
法
の
適
用
が
認
容
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
税
務
当
局
も

租
税
法
の
許
容
範
囲
で
公
共
事
業
を
推
進
す

る
ス
タ
ン
ス
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

い
さ
さ
か
旧
聞
に
な
り
ま
す
が
平
成
三
十

年
度
の
譲
渡
所
得
に
係
る
特
例
の
適
用
件
数

は
①
収
用
等
の
場
合
の
特
例
八
、五
四
六
件
、

②
優
良
住
宅
地
の
造
成
事
業
特
例
四
、三
九
四

件
、
③
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
特
例
三
、二
四

四
件
、
④
農
地
保
有
合
理
化
特
例
六
、六
三
七

件
合
計
二
二
、八
二
一
件
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
二
二
、八
二
一
枚
の
証
明
書
が

発
行
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
用
地
取

得
の
業
務
を
担
う
方
々
と
税
務
職
員
の
連
携

の
結
果
で
あ
り
、
か
つ
、
公
共
事
業
の
進
捗

が
大
い
に
は
か
ら
れ
た
証
左
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

①�収入金額
に係る�
特例

収用等の場合の代替
居住用資産の買換え
事業用資産の買換
既成市街地等内の中高層耐火建築物の
買換え

②�取得費に�
係る特例

相続税額の取得費加算
概算取得費の特例

③�特別控除
の特例

収用等の場合の5000万円
居住用土地家屋の3000万円
土地区画整理事業の2000万円
特定住宅地造成事業の1500万円
特定期間に取得した土地等の1000万円
農地保有の合理化のための800万円
低未利用土地等の100万円

①�税率の�
特例

優良住宅地等
長期保有居住用財産
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今
回
「
監
理
技
術
者
講
習
を
活
か
し
て
」

の
タ
イ
ト
ル
で
、
自
ら
の
土
木
屋
人
生
と
監

理
技
術
者
と
し
て
の
軌
跡
を
振
り
返
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
．�

土
木
の
監
理
技
術
者
を
目
指
し
た�

き
っ
か
け

わ
た
く
し
は
平
凡
な
高
校
生
活
を
ス
ポ
ー

ツ
中
心
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
進

路
に
つ
い
て
は
全
く
無
頓
着
で
、
強
い
て
言

え
ば
歴
史
や
宗
教
・
人
類
の
生
活
と
い
っ
た

人
文
学
に
興
味
が
あ
り
、
歴
史
研
究
家
に
な

れ
た
ら
い
い
な
！�

程
度
の
意
識
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
様
な
中
、
あ
る
新
聞
の

コ
ラ
ム
で
「
好
き
な
事
は
ど
ん
な
時
で
も
や

る
が
、
好
き
で
な
い
事
こ
そ
努
力
し
て
や
る

こ
と
が
大
切
だ
」
の
文
章
に
接
し
、
好
き
な

歴
史
は
い
つ
で
も
勉
強
で
き
る
の
で
、
歴
史

的
な
価
値
の
あ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

ま
ず
思
い
つ
い
た
の
は
、
人
類
が
生
活
を

営
ん
で
き
た
農
業
や
、
戦
争
で
も
な
く
な
る

こ
と
の
な
か
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
古
墳
・
寺

院
と
い
っ
た
モ
ノ
を
作
る
建
設
業
で
し
た
。

そ
の
中
で
人
類
に
と
り
有
意
義
で
、
ロ
ー
マ

の
上
下
水
道
の
様
な
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

歴
史
に
残
る
モ
ノ
を
作
る
た
め
の
土
木
工
学

を
選
び
、
土
木
技
術
者
に
な
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

ゼ
ネ
コ
ン
に
入
社
し
て
、
現

場
で
の
心
構
え
と
施
工
管
理
を

教
え
込
ま
れ
ま
し
た
。
一
緒
に

働
い
て
い
る
先
輩
や
同
僚
、
そ

し
て
協
力
会
社
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
モ
ノ
を
作
る
価
値
や
、
一

人
で
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を

学
び
、
全
体
的
な
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
重
要
性
を
感
じ
、
監
理

技
術
者
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

二
．
監
理
技
術
者
と
し
て

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
掘
削
の

担
当
で
は
な
く
、
山
奥
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
空
輸
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
五
箇
所
あ
る
ト
ン
ネ
ル
坑
口
に
資

機
材
を
空
輸
す
る
の
で
す
が
、
フ
ラ
イ
ト
二
・

五
ｔ
ま
で
の
重
量
し
か
空
輸
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
建
設
機
械
は
分
解
し
て
空
輸
し
ま
し
た
。

ま
だ
経
験
も
浅
い
中
で
、
多
種
多
様
な
建
設

機
械
の
名
称
や
部
品
の
名
称
を
懸
命
に
覚
え

な
が
ら
、
資
材
空
輸
と
い
っ
た
後
方
担
当
の

重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

飛
行
時
間
や
行
き
先
別
に
空
輸
し
た
資
機
材

名
や
重
量
の
集
計
を
、
翌
日
発
注
者
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
の
様
な
表
計
算
ソ

フ
ト
が
な
い
中
、
手
計
算
し
た
表
の
集
計
を

夜
遅
く
ま
で
確
認
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

当
時
は
Ｑ
Ｃ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
）
活
動
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
い
っ
た
管
理
手

法
と
管
理
体
系
を
学
ん
で
い
た
時
で
も
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
Ｋ
Ｋ
Ｄ
Ｈ
（
勘
・
経
験
・
度
胸
・

ハ
ッ
タ
リ
）
的
な
土
木
の
管
理
慣
習
？�

よ
り

も
、
数
字
で
定
量
的
に
管
理
す
る
や
り
方
が
、

と
て
も
分
か
り
易
く
理
解
で
き
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

土
木
の
監
理
技
術
者
と
し
て
現
場
施
工
管

監理技術者からのメッセージ

活躍する監理技術者
〜監理技術者講習を活かして〜

NECネッツエスアイ株式会社
インフラ販売推進エキスパート　吉田�秀雄

トンネル工事の資機材空輸状況
筆者がヘリポートのヘリコプターに乗り込むところ
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理
の
責
任
者
を
し
て
い
た
頃
は
、
課
題
解
決

の
合
理
性
を
数
字
で
示
し
、
数
字
を
基
に
決

断
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
し
た
が
、
中
々
数

字
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
の
現
場
施
工
管
理
で
活
用
し
て
い
る
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、
判
断
し
決
断
す
る
た
め

の
重
要
な
要
素
で
す
が
、
そ
の
判
断
・
決
断

に
ア
ナ
ロ
グ
的
な
人
間
臭
さ
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
）
も
、
建
設
業
界
で
は
重
要
な
こ
と

だ
と
感
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

現
在
従
事
し
て
い
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス

ア
イ
㈱
で
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
経
験
を
活
か
し
、

電
気
通
信
技
術
を
利
活
用
し
て
建
設
現
場
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
洋
上
風
力
発
電
関
係
で
は
計
測
技

術
と
通
信
技
術
を
利
用
し
た
Ｏ
＆
Ｍ
（
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
や
、
管

路
工
事
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
弧
状
推
進
）
工

法
を
活
用
し
た
施
工
等
、
デ
ジ
タ
ル
と

ア
ナ
ロ
グ
共
に
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

三
．
監
理
技
術
者
講
習
会
に
関
し
て

平
成
十
六
年
か
ら
監
理
技
術
者
講
習

の
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
く
も

二
十
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

監
理
技
術
者
講
習
の
中
で
は
、
わ
た

く
し
の
意
見
な
り
を
共
有
し
や
す
い
よ
う
に
、

自
分
の
言
葉
で
発
信
す
る
こ
と
に
気
を
配
っ

て
お
り
ま
す
。

特
に
最
新
の
技
術
の
と
こ
ろ
で
は
、
電
気

通
信
技
術
が
４
Ｇ
か
ら
５
Ｇ
へ
と
進
化
し
て
、

通
信
速
度
・
容
量
が
一
〇
〇
倍
と
な
り
多
量

の
デ
ー
タ
を
、
遅
延
す
る
こ
と
な
く
伝
送
可

能
な
時
代
と
な
っ
た
こ
と
や
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
の
図
面
情
報
や
カ
メ
ラ
の
画
像
情
報
を

施
工
管
理
に
さ
ら
に
利
用
で
き
、
施
工
機
械

の
無
人
化
も
見
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
話
し

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
・
テ
レ

ビ
会
議
の
活
用
が
一
般
化
し
て
き
ま
し
た
が
、

人
間
同
士
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
き
て

い
る
様
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、

対
面
で
人
間
味
あ
ふ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

四
．�

こ
れ
か
ら
の
監
理
技
術
者
の�

皆
さ
ん
へ

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
デ
ジ
タ
ル
化
と
ア
ナ

ロ
グ
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
現
場

管
理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？　

建
設
業
は
一
つ
の
現
場
を

中
心
に
、
多
く
の
人
が
協
働
し
て
モ
ノ
を
作

り
上
げ
て
、
そ
れ
を
多
く
の
人
が
利
用
す
る
、

人
を
中
心
と
し
た
ア
ナ
ロ
グ
的
な
部
分
の
多

い
仕
事
か
と
思
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
構

造
物
・
建
築
物
を
、
よ
り
よ
い
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
も
と
で
作
る
こ
と
が
、
現
場
で
働
く

仲
間
が
そ
の
能
力
・
技
能
を
最
大
限
に
活
か

す
た
め
に
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
建
設
業

に
携
わ
る
人
達
の
、
よ
り
よ
い
モ
ノ
を
作
ろ

う
！�

安
全
に
作
業
し
よ
う
！�

と
い
っ
た
ハ
ー

ト
の
部
分
も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
昔
前
の
Ｑ
Ｃ
活
動
の
中
で
一
番
思
い
出

す
の
は
、「
次
工
程
は
お
客
様
」
の
フ
レ
ー
ズ

で
す
。
工
事
現
場
で
後
工
程
・
後
作
業
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
、
思
い
や
り
あ
る
チ
ー

ム
と
な
っ
て
い
る
現
場
組
織
を
作
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
監
理
技

術
者
の
皆
さ
ん
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

守
り
な
が
ら
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
を
考
慮

し
た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
場
巡
視
の
際
に
ぜ
ひ
実
践
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
声
を
出
し
て
挨
拶
す
る
こ
と

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
昨
今
だ
か
ら
こ
そ
、

人
間
性
を
重
視
し
た
ア
ナ
ロ
グ
頭
も
、
悪
く

な
い
か
と
勝
手
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
日
本
の
安
全
・
安
心
な
社
会
資
本

を
作
り
・
守
る
、
建
設
産
業
の
発
展
の
た
め

に
研
鑽
を
積
ま
れ
る
こ
と
を
、
祈
念
し
て
終

わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

NECネッツエスアイ㈱が海洋事業で目指すトータルソリューション

火力発電用　超高煙突をスリップフォーム工法
で施工中
スリップフォーム構台の上にJCCクレーンを搭載
し一回２５mm上昇中
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は
じ
め
に

こ
ん
に
ち
は
！　

こ
の
度
は
、
創
刊
一
五
〇

号
と
い
う
記
念
す
べ
き
号
の
発
行
に
際
し
、

私
自
身
の
働
き
方
に
つ
い
て
自
由
に
書
い
て

良
い
と
い
う
、
と
っ
て
も
素
敵
な
機
会
を
い

た
だ
い
た
た
め
、
明
石
市
（
兵
庫
県
、
人
口

三
十
万
人
規
模
の
地
方
自
治
体
）
に
入
庁
し

て
十
一
年
目
の
建
築
技
術
職
員
（
内
二
年
間

国
土
交
通
省
へ
事
務
職
枠
に
て
出
向
）
で
あ

る
私
の
経
験
と
考
え
に
つ
い
て
お
話
し
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
後
輩
職
員
さ
ん
へ
の
一
つ

の
事
例
、
先
輩
方
へ
の
最
近
の
三
十
代
の
一

つ
の
考
え
方
の
紹
介
文
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

ど
う
し
て
公
務
員
に
な
っ
た
の
？

「
公
務
員
っ
て
面
白
そ
う
か
も
」
と
思
う

出
来
事
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

大
学
時
代
に
友
人
達
と
ま
ち
づ
く
り
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
講
演
会
を
企
画
し
、
そ
の
時
の
ゲ
ス
ト
の

方
が
言
い
ま
し
た
。

「
や
ば
い
公
務
員
に
な
れ
！
」

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
の
衝
撃
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
全
員
が
、
い
わ
ゆ
る
絵

に
描
い
た
よ
う
な
真
面
目
な
公
務
員
に
な
る

必
要
は
な
く
、
突
飛
で
挑
戦
的
で
奇
抜
な
ア

イ
デ
ィ
ア
、
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
行
動
力
、

い
わ
ゆ
る
前
例
踏
襲
か
ら
の
脱
却
、「
え
？

そ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
う
の
？
」
の
意
味
で
の

「
や
ば
い
」
公
務
員
に
な
れ
！ 

で
す
。
型
に

は
ま
ら
な
い
公
務
員
が
も
っ
と
増
え
て
欲
し

い
と
い
う
お
話
で
し
た
。

そ
の
お
話
を
聞
い
て
か
ら
、
公
務
員
と
は

も
し
か
し
た
ら
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る

と
て
も
素
敵
な
お
仕
事
な
の
で
は
？ 

と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
院

時
代
の
研
究
室
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
自

治
体
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
て
仕
事
を
し
て

い
た
経
験
を
経
て
、
柔
軟
な
視
点
さ
え
持
て

ば
、
公
務
員
は
す
ご
く
裁
量
の
あ
る
お
仕
事

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
今
で
も
仕
事
に

対
す
る
私
の
考
え
方
と
し
て
、
と
て
も
大
切

な
一
つ
の
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
新
人
だ
っ
た
？

多
く
の
新
人
建
築
技
術
職
員
が
、
設
計
や

工
事
監
理
を
行
う
営
繕
部
門
か
建
築
基
準
法

関
連
の
建
築
指
導
部
門
に
配
属
さ
れ
る
流
れ

に
対
し
、
私
は
面
接
時
の
希
望
が
と
お
り
都

市
計
画
課
に
配
属
さ
れ
た
少
し
珍
し
い
存
在

で
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
役
所
独
特
な
ル

ー
ル
の
難
し
さ
、
ク
レ
ー
ム
の
理
不
尽
さ
、

進
ま
な
い
仕
事
や
自
分
の
ミ
ス
な
ど
、
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
も
多
く
て
、
悔
し
く
て
悲

し
く
て
ト
イ
レ
に
隠
れ
て
泣
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
つ
つ
も
意
欲
的
に
い

ら
れ
た
の
は
、
職
場
環
境
が
と
て
も
良
か
っ

た
こ
と
、
希
望
の
配
属
先
で
あ
り
、
学
生
時

代
の
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
仕
事
も

あ
っ
た
と
い
う
点
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

当
時
の
都
市
計
画
課
は
、
事
務
職
・
土
木

職
・
建
築
職
と
い
う
複
数
の
職
種
の
方
が
一

緒
に
働
い
て
い
る
職
場
だ
っ
た
た
め
、「
〇

〇
職
だ
か
ら
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
課
内
の
方
々
が
本
当

に
素
敵
な
先
輩
達
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
の
び
の
び
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
時
代
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企

画
運
営
や
建
造
物
調
査
・
報
告
書
作
成
な
ど

の
経
験
を
活
か
し
、
地
区
計
画
に
お
け
る
地

域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
の
準
備
や
書
類
作

成
な
ど
の
仕
事
か
ら
、
西
明
石
活
性
化
プ
ロ

中島　慶衣子
明石市都市局　住宅・建築室 営繕課

「 枠を作るのは自分でもあり、
枠に囚われるのも自分なのか
もしれないと思う。」

活躍する女性技術者活躍する女性技術者
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ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
大
き
な
お
仕
事
ま
で
、
や

り
が
い
を
持
っ
て
業
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
人
の
こ
ろ
は
、
市
役
所
の
常
識
を
学
ぶ

だ
け
で
も
精
一
杯
な
た
め
、
学
生
時
代
の
経

験
を
活
か
せ
る
よ
う
な
業
務
が
あ
る
と
自
信

に
つ
な
が
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
キ
ー
プ

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
側
に
新
人
さ
ん
が
い
て
悩
ん
で
い
る

方
に
は
、
そ
の
新
人
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
談
を
聞
い
て
あ
げ
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま

す
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
、
そ
の
子
の
得

意
な
こ
と
が
わ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
読
ん
で
く
れ
て
い
る
新
人
さ
ん
が
、

上
手
く
い
か
な
く
て
落
ち
込
ん
で
い
る
の
な

ら
ば
、
自
分
は
何
が
得
意
だ
っ
た
の
か
一
度

思
い
返
し
て
み
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

仕
事
は
ど
う
？

待
っ
て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
お
仕
事
が
向

こ
う
か
ら
歩
い
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
仕

事
を
面
白
く
楽
し
く
す
る
の
は
自
分
自
身
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
仕
事
に
は
、
ま
ず
手
を
あ
げ
ま

す
！　

び
っ
く
り
す
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
挑
戦
し
た
い
な
ら
行
動
に
移
し

た
方
が
思
っ
て
い
る
よ
り
上
手

く
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
意
欲
的
な
人
を
嫌
う
上
司
や

同
僚
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
し
。

苦
手
な
仕
事
に
は
、
工
夫
す

る
こ
と
で
面
白
味
を
作
っ
て
い

ま
す
。
極
端
な
話
、「
こ
れ
が

で
き
た
ら
お
や
つ
を
食
べ
る
」

と
い
う
工
夫
で
仕
事
を
楽
し
く

進
め
る
で
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
機
嫌
は
自
分
で
と

る
の
が
大
切
だ
と
考
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
仕
事
が
つ
ま

ら
な
い
こ
と
を
他
人
や
環
境
の

せ
い
に
し
て
い
な
い
で
、
ど
う

し
た
ら
楽
し
く
な
る
か
考
え
る

こ
と
に
時
間
を
使
っ
た
方
が
素

敵
だ
な
と
思
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
上
手
く
い
か
な
く
て
、
夜
に
布
団
の

中
で
一
人
反
省
会
を
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
が
。

性
別
に
よ
る
違
い
は
感
じ
る
？

私
自
身
は
、
女
性
と
い
う
理
由
で
職
場
の

人
か
ら
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
た
と
い
う
経

験
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
で
あ
る
こ
と
で
、
気
を
使
わ
せ
て
い

た
上
司
や
先
輩
は
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
基
本
的
に
は
、
私
自
身
を
み
て
く
だ
さ

る
方
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、
私
が
差
別
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。む
し
ろ
、

女
性
だ
か
ら
と
い
う
優
遇
が
過
ぎ
て
ち
ょ
っ

と
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
る
時
が
あ
る
く

ら
い
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
知
人
の
話
を
聞
く
と
差
別
的
な

言
葉
を
直
接
言
わ
れ
た
人
も
い
ま
す
し
、産・

育
休
や
時
短
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
発
言
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
最
近

工事現場でのひとコマ

明石市役所からの風景
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は
こ
の
様
な
発
言
を
す
る
人
の
方
が
ナ
ン
セ

ン
ス
だ
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
と
て
も
良
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
そ
も
そ
も
産
・
育
休
や

時
短
制
度
あ
り
き
で
組
織
を
考
え
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

考
え
が
不
十
分
だ
っ
た
の
だ
と
み
ん
な
が
思

え
る
日
が
は
や
く
来
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
性
別
に
関
係
な
く
同
じ
く
機
会
を

与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
が
、
仕
事
に
お
い
て
は
、「
男
女
平
等
」

と
い
う
言
葉
よ
り
「
適
材
適
所
」
と
い
う
言

葉
が
好
き
で
す
。
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
職
員
数
が
減
り
少
数
精
鋭

を
求
め
ら
れ
る
今
、
い
か
に
効
率
的
に
仕
事

を
回
し
て
、
ど
う
や
っ
て
職
員
を
育
て
て
い

く
の
か
が
と
っ
て
も
大
事
な
視
点
だ
と
思
い

ま
す
。
誰
し
も
、
得
意
不
得
意
が
あ
り
ま
す

し
、
性
格
や
体
格
も
違
い
ま
す
。
苦
手
な
こ

と
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
減
ら
し
て
、

得
意
な
こ
と
を
増
や
す
発
想
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
人
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
苦

手
を
克
服
す
る
機
会
、
挑
戦
す
る
機
会
と
得

意
な
こ
と
を
活
か
す
機
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
挑
戦
は
？

一
つ
目
は
、
入
庁
三
年
目
に
営
繕
課
に
移

動
し
、
中
学
校
給
食
導
入
事
業
と
し
て
給
食

セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
を
担
当
し
た
こ
と
で

す
。工
事
費
二
十
億
円
越
え
の
大
型
案
件
で
、

上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
今
思
い
出

し
て
も
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
上
司
や
主

管
課
の
方
々
と
協
力
し
、
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
完
成
後
、
上
司
か
ら
、
中

島
さ
ん
だ
か
ら
で
き
た
と
思
う
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、

施
工
業
者
さ
ん
か
ら
も
同
じ
言
葉
を
贈
っ
て

い
た
だ
け
て
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
頑
張

っ
て
良
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
国
土
交
通
省
へ
出
向
し
た
こ

と
で
す
。
計
二
年
の
出
向
で
し
た
が
、
同
年

代
の
人
た
ち
と
一
緒
に
意
欲
的
に
仕
事
に
取

り
組
め
た
と
て
も
刺
激
的
な
毎
日
で
し
た
。

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自

治
体
の
考
え
方
や
こ
れ
ま
で
の
知
識
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
自
分
で
考

え
て
提
案
し
て
仕
事
を
進
め
て
い
く
ス
タ
イ

ル
だ
っ
た
た
め
、
法
令
の
知
識
だ
け
で
は
な

く
、
考
え
る
力
や
説
明
す
る
力
に
加
え
て
根

拠
な
ど
の
裏
付
け
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
学

べ
、
と
て
も
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
部
下
も
後
輩
も
受
け
持
っ
た
経
験

が
無
い
な
か
、
係
長
と
し
て
の
事
務
職
枠
で

の
出
向
だ
っ
た
た
め
、
チ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
の

大
変
さ
や
楽
し
さ
も
経
験
し
ま
し
た
。
同
僚

の
係
長
や
後
輩
た
ち
に
恵
ま
れ
、
み
ん
な
で

相
談
し
た
り
協
力
し
な
が
ら
業
務
に
あ
た
る

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
楽
し
い
日
々
で
し
た
。

出
向
を
き
っ
か
け
に
、
ど
う
や
っ
て
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
か
、
自
分
が
ど
う
あ
り
た

い
か
、
ど
ん
な
先
輩
職
員
に
な
っ
て
い
き
た

い
か
、
を
一
段
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
事
務
職
枠
と
い
う
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
も

の
で
し
た
が
、
挑
戦
し
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

働
く
目
的
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す

が
、楽
し
く
や
ろ
う
と
イ
ヤ
イ
ヤ
や
ろ
う
と
、

仕
事
も
お
給
料
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な

ら
楽
し
く
、
自
分
の
糧
に
な
る
よ
う
に
有
意

義
に
し
た
方
が
素
敵
！　

楽
し
く
な
い
（
誰

も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
な
い
、
楽
し
い
環
境
に

し
て
く
れ
な
い
）
と
い
う
他
力
本
願
な
考
え

方
は
捨
て
て
、
い
か
に
楽
し
く
面
白
く
す
る

か
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
務
員
、
職
種
、
性
別
、
学
歴
、
年
齢

…
…
、
他
人
か
ら
色
々
な
枠
に
勝
手
に
当
て

は
め
ら
れ
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
他
人
の
考
え
方
で
あ
っ
て
自
分
の
考
え

方
で
は
な
い
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
時
々
自
分
で
も
無
意
識
に
自
分
を

何
か
の
枠
に
当
て
は
め
て
し
ま
っ
て
い
な
い

か
振
り
返
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
意
外
と

思
い
込
ん
で
い
る
の
は
自
分
自
身
か
も
し
れ

な
い
か
ら
で
す
。

市
役
所
の
仕
事
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
な

ん
と
新
し
く
生
み
出
す
こ
と
も
可
能
！　

だ

か
ら
こ
そ
、
や
り
た
い
こ
と
が
き
っ
と
見
つ

け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
は
楽
し

ん
だ
も
の
勝
ち
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
素

敵
な
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
、
全
国
建
設
研
修

セ
ン
タ
ー
の
山
ノ
井
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
中
、
同
室
の

人
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
会
で
の
出
会
い

が
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
機
会
に
つ
な
が
る

と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
で

何
が
実
を
結
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
人
生
楽

し
い
で
す
ね
。

創
刊
一
五
〇
号
と
い
う
記
念
す
べ
き
号
で

の
寄
稿
と
い
う
身
に
余
る
大
役
で
し
た
が
、

一
五
〇
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
数
字
が
さ
ら

に
続
い
て
い
く
た
め
の
小
さ
な
機
会
に
な
っ

て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

記
念
号
の
発
行
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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時代に即した教科目と充実した講師陣
スキルアップに加え相互啓発効果
国・地方公共団体・民間が積極的に研修を利活用
WEB研修の積極的導入

ここがポイント！

　当センターの研修は、研修内容に応じて「建設コンサル
タンツ協会」「全国土木施工管理技士会連合会」「日本都市
計画学会」「土木学会」「日本補償コンサルタント協会」等
におけるCPD単位取得対象プログラムとして認定され、多
くの方々にご利用いただいています。

継続教育（CPD）

センター研修のご案内

　一般財団法人全国建設研修センターは、昭和37年地方公共団体職員の技術力向上を主目的として全国知事会
の出捐により設立されました。その後、民間建設技術者を対象とした研修も発足させ、研修の強化・拡充を図り、
設立以来、全国から23万人の方々が受講され、研修機関として厚い信頼をいただいています。
　当センターの研修は、国土交通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会の後援、また多くの民間団体との共催・
後援を得て実施しています。

－設立以来、全国から23万人の方々が受講－半世紀を超える実績

目的、教科目に応じて「事業監理」「施工管理」「土質・地質」「防災」「トンネル」「土地・用地」「河川・ダム」
「砂防・海岸」「道路」「橋梁」「都市」「建築」「住宅」の13部門を設定し、104コースをご用意しています。

－多様なニーズに即した実践的研修－令和5年度の研修

1． 若手職員のための建設工事のポイント
（土木コース）

2． 若手職員のための建設工事のポイント
（建築コース）

3．コンクリート構造物メンテナンスの基本

4．わかりやすい道路計画・設計演習
5．都市計画の基礎
6．宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制法）
7．建築基準法（基礎講座）
※�本誌ｐ60～ｐ61に「令和5年度研修計画」を掲載

＜新規コース＞

●�業務の中で必要となる知識や、不明確だった部分をわかり
やすく説明いただいたので良く理解できた。日々の業務に
活かしていきたい。

●�第一線で活躍されている講師ばかりで、わかりやすく体系
的に学ぶことができた。

●�WEB受講だったが、素早いカメラの切り替えやチャット機
能で質問ができるなど、現地受講者と変わらず受講できた。

●�WEB配信のため、移動時間や費用等をかけることなく有
意義に活用できた。

●�新型コロナウイルス感染防止対策の徹底により、安心して
受講できた。

研修受講者の声

■お問合せ先
一般財団法人 全国建設研修センター　研修局
〒187-8540�東京都小平市喜平町2-1-2
TEL：042-324-5315　FAX：042-322-5296
URL：https://www.jctc.jp/training/
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部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

土
地
・
用
地

★用地基礎（基礎講座） オンデ
マンド － 4/17

～23 7 40,000

☆用 地 基 礎
-用地職員のための基礎講座-

集合・
ライブ 40 5/15

～19 5 77,000

用地事務（建物・営
業・その他補償）

集合・
ライブ 40 6/27

～30 4 63,000

用地事務（土地） 集合 40 11/6
～10 5 77,000

用地職員のための
法 律 実 務

集合・
ライブ 30 8/23

～25 3 70,000

不動産鑑定・地価調査 集合 30 6/28
～30 3 70,000

河
川
・
ダ
ム

河 川 構 造 物 設 計 集合 50 7/11
～14 4 75,000

河川整備計画・事業評価
-実施例を中心に-

集合・
ライブ 30 8/29

～9/1 4 74,000

ダ ム 管 理 集合 30 11/13
～17 5 101,000

ダム操作実技訓練 集合 60
11/29

～
計10回

各3日 71,000

ダム管理主任技術
者（ 学 科 ） 研 修

集合 100

4/17
～21 5 102,000

ダム管理主任技術
者（ 実 技 ） 研 修

5/10
～計
20回

各3日 78,000

砂
防
・
海
岸

砂防等計画設計
-土石流、急傾斜地崩
壊、地すべり対策-

集合 30 5/30
～6/2 4 79,000

土砂災害対策
-地方公共団体におけ

る土砂災害防止法の運
用事例を中心として-

集合・
ライブ 30 9/13

～15 3 70,000

海 岸 技 術 の 実 務 集合 30 11/8
～10 3 70,000

道
路

道 路 整 備 施 策 集合・
ライブ 30 7/5

～7 3 68,000

市 町 村 道 集合・
ライブ 50 10/11

～13 3 70,000

舗 装 技 術 集合・
ライブ 30 7/25

～28 4 80,000

道路構造物設計演習 集合・
ライブ 60 8/23

～25 3 70,000

わかりやすい道路
計 画・ 設 計 演 習

集合・
ライブ 40 9/25

～29 5 96,000

橋
梁

鋼橋設計・施工
-基本技術から維持補修まで-

オンデ
マンド － 1/24

～2/13 21 69,000

★橋梁設計（基本講座） オンデ
マンド － 7/3

～9 7 19,000

☆橋 梁 設 計 集合 50 8/28
～9/1 5 97,000

PC橋の設計・施工 オンデ
マンド － 7/3

～16 14 69,000

PC橋の維持管理 オンデ
マンド － 11/15

～28 14 69,000

都
市

都 市 計 画 の 基 礎 集合・
ライブ 30 4/26

～28 3 77,000

都 市 計 画 Ⅰ 集合・
ライブ 30 6/12

～16
5 各 97,000

都 市 計 画 Ⅱ 集合・
ライブ 30 11/13

～17

部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

都
市

都 市 再 開 発 集合・
ライブ 30 6/6

～9 4 86,000

宅地造成技術講習 集合 105 7/3
～7 5 72,000

★区画整理（基礎講座） オンデ
マンド － 5/29

～6/4 7 28,000

☆区 画 整 理 集合・
ライブ 30 7/10

～14 5 91,000

街 路
-都市における円滑な交通の
確保と豊かな公共空間を-

集合 30 5/23
～26 4 80,000

交 通 ま ち づ く り 集合・
ライブ 30 10/31

～11/2 3 70,000

★公園・都市緑化（基礎講座）
-都市公園活用の秘訣-

オンデ
マンド － 9/4

～10 7 36,000

☆公園・都市緑化 集合・
ライブ 40 10/24

～27 4 77,000

下 水 道
-ストックマネジメント計画・

総合地震対策・維持管理-

集合・
ライブ 30 9/20

～22 3 72,000

景 観 ま ち づ く り 集合・
ライブ 30 7/18

～21 4 77,000

コンパクトシティ 集合・
ライブ 40 4/26

～28 3 66,000

公共空間デザイン・
マ ネ ジ メ ン ト

オンデ
マンド － 9/21

～28 8 34,000

建
築

建 築 設 計 集合 30 11/27
～12/1 5 87,000

建 築 S 構 造 集合 30 9/11
～15 5 99,000

木造建築物の設計・
施工のポイント
-公共建築物等におけ
る木材利用の促進-

集合・
ライブ 30 11/14

～16 3 70,000

建築リニューアル
-時代に合った機能と耐震
を考慮した改修・再生-

集合・
ライブ 50 10/18

～20 3 70,000

建築設備（電気） 集合 40 11/6
～10 5 91,000

建築設備（空調） 集合 40 10/23
～27 5 103,000

公共建築プロジェ
クトマネジメント

オンデ
マンド － 6/21

～27 7 28,000

建築工事のポイント 集合・
ライブ 30 6/21

～23 3 70,000

建築物の維持・保全 集合 40 1/16
～19 4 86,000

建 築 確 認 実 務 Ⅰ 集合・
ライブ 40 6/20

～23 4 71,000

建 築 確 認 実 務 Ⅱ 集合・
ライブ 40 10/10

～13 4 71,000

建 築 計 画 の 基 本 集合・
ライブ 30 5/9

～12 4 73,000

B I M
-BIMによる設計・施工の
見える化技術の利活用-

集合 30 9/21
～22 2 51,000

建築基準法（基礎講座） オンデ
マンド － 7/5

～12 8 42,000

建築設備改修（基礎講座） オンデ
マンド － 6/7

～13 7 27,000

住
宅空 き 家 対 策 集合・

ライブ 60 7/25
～28 4 70,000
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令和5年度　研修計画一覧

Ⅰ. 行政関係を対象とした研修（行政研修） Ⅱ. 行政・民間企業を対象とした研修（一般研修）
部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人）

事
業
監
理

公共工事契約実務 集合・
ライブ 30 9/6

～8 3 70,000

総合評価方式の活用 オンデ
マンド － 6/21

～7/4 14 53,000

施
工
管
理

土木工事積算
-積上型積算演習を通
じた土木技術の修得-

集合 60 5/30
～6/2 4 66,000

土 木 工 事 監 督 者 集合 30 6/13
～16 4 70,000

品 質 確 保 と 検 査 集合 30 8/22
～25 4 80,000 

防
災災 害 復 旧 実 務 オンデ

マンド － 7/3
～16 14 75,000

河
川
・

ダ
ム ダム管理（管理職） 集合 30 4/26

～28 3 66,000

道
路道 路 管 理 集合・

ライブ 50 9/12
～15 4 82,000

橋
梁
道路管理者のため
の 橋 梁 維 持 補 修

集合・
ライブ 30 9/27

～29 3 70,000

都
市

開 発 許 可 Ⅰ
-開発許可事務の基礎-

集合・
ライブ 50 6/28

～30 3 60,000

開 発 許 可 Ⅱ
-開発許可事務の基礎-

集合・
ライブ 50 8/30

～9/1 3 60,000

開発許可専門
-的確な許可・指導- 集合 40 10/31

～11/2 3 65,000

宅地造成及び特定
盛 土 等 規 制 法
（ 盛 土 規 制 法 ）

集合 60 8/1
～4 4 82,000

建
築

建 築 基 準 法
（建築物の監視）

集合・
ライブ 50 6/12

～16 5 95,000

公共建築工事積算 集合 50 10/2
～6 5 92,000

公共建築設備工事
積 算（ 電 気 ） 集合 50 11/20

～22 3 64,000

建築物の環境・
省エネルギー
-公共建築におけるSDGs達成貢
献とカーボンニュートラル推進-

オンデ
マンド － 10/18

～24 7 31,000

建築工事監理Ⅰ
-公共建築工事を的確に監督、
工事監理する基本的ポイント-

集合 60 7/10
～14 5 97,000

建築工事監理Ⅱ
-公共建築工事を的確に監督、
工事監理する基本的ポイント-

集合 60 9/25
～29 5 97,000

建 築 設 備 改 修 集合 40 7/25
～27 3 71,000

建築設備工事監理 集合・
ライブ 30 5/17

～19 3 66,000

部
門 研　修　名 研修

方式
募集
人数 期間 日数 研修会費

（円／人） 

事
業
監
理

アセットマネジメント
-社会資本を効果的、効率的に
運用・維持・管理するために-

集合 30 10/18
～20 3 70,000

官民連携（PPP/PFI）
-官民連携による公共
施設等の整備・運営-

集合・
ライブ 40 5/24

～26 3 70,000

会計検査指摘事例から学ぶ
-公共工事の設計・積算・

施工・契約の留意点-

集合・
ライブ 40 1/25

～26 2 46,000

施
工
管
理

土 木 施 工 管 理 集合・
ライブ 50 7/19

～21 3 67,000

コンクリート構造
物の維持管理・補修

オンデ
マンド － 11/15

～28 14 65,000

若手建設技術者のた
めの施工技術の基礎

オンデ
マンド － 5/17

～30 14 70,000

仮設構造物の計画・
設 計 ・ 施 工 集合 30 10/24

～27 4 70,000

土木技術のポイントA
（計画・設計コース）

集合・
ライブ 30 10/3

～6 4 79,000

土木技術のポイントB
（施工・監督・検査コース）

集合・
ライブ 30 10/11

～13 3 69,000

構 造 計 算 の 基 礎 集合 50 5/17
～19 3 70,000

盛土工の基本
-計画、施工から維持管理まで-

集合・
ライブ 30 9/20

～22 3 70,000

ICT施工のポイント 集合・
ライブ 50 9/5

～8 4 81,000

土木工事の原価管理 オンデ
マンド － 10/2

～8 7 25,000

土木構造物の設計
の 基 本 ・ 演 習

オンデ
マンド － 11/6

～12 7 30,000

若手職員のための建
設工事のポイント
（ 土 木 コ ー ス ）

オンデ
マンド － 7/10

～23 14 75,000

若手職員のための建
設工事のポイント
（ 建 築 コ ー ス ）

オンデ
マンド － 7/24

～8/6 14 75,000

コンクリート構造物
メンテナンスの基本

集合・
ライブ 40 7/19

～21 3 65,000

土
質
・
地
質

地 質 調 査
-地盤に関わる諸問題解決
の知識と留意点について-

集合・
ライブ 30 5/10

～12 3 70,000

や さ し い 土 質�
力 学 の 基 礎

集合・
ライブ 60 6/21

～23 3 70,000

★土 質 設 計 計 算
（ 基 礎 講 座 ）

オンデ
マンド － 5/29

～6/4 7 22,000

☆土質設計計算
-構造物基礎設計の演習-

集合・
ライブ 40 9/5

～8 4 76,000

防
災

地域の浸水対策
-ゲリラ豪雨対策など総合
的な雨水排水対策の推進-

集合・
ライブ 30 5/10

～12 3 66,000

土木構造物耐震技術 集合・
ライブ 30 11/20

～22 3 73,000

斜面安定対策
-設計・施工・復旧対策-

集合・
ライブ 40 10/31

～11/2 3 68,000

地すべり防止技術 集合 35 6/6
～9 4 90,000

水害対応タイムライン
-適切なタイミングで

躊躇なく行動-

集合・
ライブ 30 11/29

～12/1 3 70,000

事例から学ぶ水災害に
備えた市町村の対応

集合・
ライブ 30 1/17

～19 3 75,000

ト
ン
ネ
ル

ト ン ネ ル 工 法
（ N A T M ）

集合・
ライブ 30 10/23

～27 5 91,000

※ 網掛けしている研修は、令和5年度の新規研修です。

※�★の研修は、既存の研修のポイントを集約し、基礎編としてオン
デマンド配信で実施します。☆の研修と併せて受講されると、よ
り理解が深まります。

※�ライブ研修は、当センターで実施する集合研修を同時に配信す
る研修です。

※�「募集人数」は、集合研修の定員です。一部を除き、ライブ研修、
オンデマンド研修に定員はありません。

※オンデマンドの「日数」は、配信期間です。

※研修会費は、消費税を含んだ金額を表示しています。

※研修期間・日数等は変更することがあります。
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種�

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

電
気
通
信
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級�第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級電気通信工事施工管理技士。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
金沢・名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・熊本・那覇

１０月５日㈭

１級�第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで １2月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
3月6日㈬

２級�第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月4日㈫

２級�第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・鹿児島・那覇

令和6年
１月５日㈮

２級�第一次検定・
第二次検定

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。
（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・鹿児島・那覇

第一次検定
令和6年
１月５日㈮
第二次検定
令和6年
3月6日㈬

造
園
施
工
管
理
技
術
検
定

１級�第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級造園施工管理技士。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

１０月５日㈭

１級�第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで １2月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
3月6日㈬

２級�第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月4日㈫

２級�第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮･
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和6年
１月５日㈮

２級�第一次検定・
第二次検定

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。
（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和6年
１月５日㈮
第二次検定
令和6年
3月6日㈬

技
術
検
定

土
地
区
画
整
理
士

学科試験・
実地試験

学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
（学科試験免除者は、実地試験を
受検）

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰ 東京・名古屋・大阪・福岡 １2月8日㈮

一般財団法人�全国建設研修センター�試験業務局
ホームページアドレス：https://www.jctc.jp/exam

●土木施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（土木試験課）� ☎ 042（300）6860（代）
●管工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（管工事試験課）� ☎ 042（300）6855（代）
●電気通信工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（電気通信工事試験課）�☎ 042（300）0205（代）
●造園施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（造園試験課）� ☎ 042（300）6866（代）
●土地区画整理士技術検定〈学科及び実地試験〉（区画整理試験課）� ☎ 042（300）6866（代）

お
問
い
合
わ
せ
先
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種�

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

１級�第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級土木施工管理技士。

3月１７日㈮から
3月3１日㈮まで ７月2日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・那覇

8月９日㈬

１級�第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

3月１７日㈮から
3月3１日㈮まで １０月１日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
１月１2日㈮

２級�第一次検定
（前期試験）
〔種別：土木〕

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・那覇

７月4日㈫

２級�第一次検定
（後期試験）
〔�種別：土木・�
鋼構造物塗装・
薬液注入〕

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月５日㈬から
７月１９日㈬まで １０月22日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・熊本・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

１１月3０日㈭

２級�第一次検定・
第二次検定
〔�種別：土木・�
鋼構造物塗装・
薬液注入〕

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。
（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月５日㈬から
７月１９日㈬まで １０月22日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

第一次検定
１１月3０日㈭
第二次検定
令和6年
2月７日㈬

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級�第一次検定
学歴又は資格により所定の実務
経験を有する者。
2級管工事施工管理技士。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで ９月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

１０月５日㈭

１級�第二次検定

第一次検定合格者で所定の実務
経験を有する者。
技術士第二次試験合格者で所定
の実務経験を有する者。

５月8日㈪から
５月22日㈪まで １2月3日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和6年
3月6日㈬

２級�第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

3月１日㈬から
3月１５日㈬まで 6月4日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月4日㈫

２級�第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳
以上の者。

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮・
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和6年
１月５日㈮

２級�第一次検定・
第二次検定

学歴又は資格により所定の実務
経験を有し、かつ第一次検定に
合格した者。
（技術士第二次試験合格者は、第
二次検定から受検可能）

７月１１日㈫から
７月2５日㈫まで １１月１９日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和6年
１月５日㈮
第二次検定
令和6年
3月6日㈬

令和5年度　技術検定のご案内
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監理技術者講習のご案内

【 お申込み・お問合せ先】
一般財団法人　全国建設研修センター
事業推進室　講習部
TEL 042-300-1741

監理技術者講習テキスト

「監理技術者必携 令和5年版」の内容
第１章　建設業の現状と監理技術者
第２章　建設工事における技術者制度及び法律制度
第３章　施工計画と施工管理
第４章　建設工事における安全衛生管理
第５章　建設工事における環境保全
第６章　建設技術の動向

令和 5 年 10 月 1 日発行Ⓒ
編　　集 『国づくりと研修』編集小委員会

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（300）2488

  FAX042（327）0925
発　　行 一般財団法人全国建設研修センター

東京都小平市喜平町 2‒1‒2
〒187‒8540 TEL042（321）1634

印　　刷 図書印刷株式会社

「講習修了履歴」と「資格者証」

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

信用と実績のある
当センターの「監理技術者講習」の特徴

国土交通大臣登録
講習実施機関 『監理技術者講習』の受講

国土交通大臣登録講習実施機関（登録番号第1号）

全国建設研修センター一　　般
財団法人

監理技術者講習
修了履歴（シール化）交付

工事現場の
「監理技術者」
になることができます。

の両方を取得

『講習修了履歴』
『資 格者 証』
『講習修了履歴』
『資 格者 証』

お申込み・日程等詳細はホームページをご覧ください。

今すぐ https://www.jctc.jp/lecture/  へアクセス!!

●現場経験豊富な講師が最新の情報を直接講義する対面講習です。
●建設業法、品確法及び建設工事における安全管理、環境保全、

新技術動向を重点的にまとめたテキスト（毎年更新）。
●建設関係の最新の情報を提供する補足テキスト（3ヶ月毎に更新）。

※従来の対面で実施する「会場講習」とは別に、インターネット回線を介した
「オンライン講習」も実施しております。

現場の監理技術者になるには『監理技術者講習』の受講と『監理技術者資格者証の両方が必要です。

●講習修了履歴の有効期限は、講習修了日の属する年の翌年の１月１日から５年を経過しない12月31日。

建設業法の一部改正により、公共工事だけでなく、「民間の重要な建設工事（個人住宅を除く
殆どの建設工事が対象）」において専任で配置される監理技術者は、監理技術者講習を受講
することが義務付けられています。 

編集後記
●創刊150号記念号となる今回は、ICTを取り上げてみた。
　ICTを活用することで、業務の効率化を上げることはもちろんであるが、特に建
設業においては高齢化が進み、若い人材確保が難しくなっていることから、ICTが
広く普及することは望ましいことであるのは間違いない。しかし、技術の発展だけ
では限界があり、いかにして優秀な人材を確保し育成できるか、日本の建設業界に
期待したい。（S）

●今回が節目の150号ということもあり、良い機会だと思い広報について色々と考
えて見たのですが余り良い案も浮かばず、特集では「ICT」について取り上げるこ
とにしました。今後もできるだけ多くの皆様に当誌の読者になっていただき、そし
て喜んでいただけるような機関誌を作っていきたいと思っております。今後とも宜
しくお願いいたします。（山）

DTP
/

校正
/

CC
/

三校



時期 期　間 日数 研　修　名 研修方式

４月

17～21日 5 ダム管理主任技術者（学科）研修 【集合】
17～23日 7 用地基礎(基礎講座) 【オンデマンド】
26～28日 3 都市計画の基礎 【集合・ライブ】
26～28日 3 コンパクトシティ 【集合・ライブ】
26～28日 3 ダム管理（管理職） 【集合】

５月

9～12日 4 建築計画の基本 【集合・ライブ】
10～12日 3 地質調査 【集合・ライブ】
10～12日 3 地域の浸水対策 【集合・ライブ】
15～19日 5 用地基礎 【集合・ライブ】
17～19日 3 構造計算の基礎 【集合】
17～19日 3 建築設備工事監理 【集合・ライブ】
17～30日 14 若手建設技術者のための施工技術の基礎【オンデマンド】
22～26日 5 災害復旧実務 【集合】
23～26日 4 街路 【集合】
24～26日 3 官民連携（ＰＰＰ／ＰＦＩ） 【集合・ライブ】
29～6月4日 7 区画整理（基礎講座） 【オンデマンド】
29～6月4日 7 土質設計計算（基礎講座） 【オンデマンド】
30～6月2日 4 土木工事積算 【集合】
30～6月2日 4 砂防等計画設計 【集合】
10～12日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第1回 【集合】
15～17日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第2回 【集合】
17～19日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第3回 【集合】
22～24日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第4回 【集合】
24～26日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第5回 【集合】
29～31日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第6回 【集合】
31～6月2日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第7回 【集合】

６月

6～9日 4 地すべり防止技術 【集合】
6～9日 4 都市再開発 【集合・ライブ】
7～13日 7 建築設備改修（基礎講座） 【オンデマンド】
12～16日 5 都市計画Ⅰ 【集合・ライブ】
12～16日 5 建築基準法（建築物の監視） 【集合・ライブ】
13～16日 4 土木工事監督者 【集合】
20～23日 4 建築確認実務Ⅰ 【集合・ライブ】
21～23日 3 やさしい土質力学の基礎 【集合・ライブ】
21～23日 3 建築工事のポイント 【集合・ライブ】
21～27日 7 公共建築プロジェクトマネジメント 【オンデマンド】
21～7月4日 14 総合評価方式の活用 【オンデマンド】
27～30日 4 用地事務（建物・営業・その他補償）【集合・ライブ】
28～30日 3 不動産鑑定・地価調査 【集合】
28～30日 3 開発許可Ⅰ 【集合・ライブ】
5～7日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第8回 【集合】
7～9日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第9回 【集合】
12～14日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第10回 【集合】
14～16日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第11回 【集合】
19～21日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第12回 【集合】
21～23日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第13回 【集合】
26～28日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第14回 【集合】
28～30日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第15回 【集合】

７月

3～7日 5 宅地造成技術講習 【集合】
3～9日 7 橋梁設計（基本講座） 【オンデマンド】
3～16日 14 ＰＣ橋の設計・施工 【オンデマンド】
5～7日 3 道路整備施策 【集合・ライブ】
5～12日 8 建築基準法（基礎講座） 【オンデマンド】
10～14日 5 区画整理 【集合・ライブ】
10～14日 5 建築工事監理Ⅰ 【集合】
10～23日 14 若手職員のための建設工事のポイント（土木コース）【オンデマンド】
11～14日 4 河川構造物設計 【集合】
18～21日 4 景観まちづくり 【集合・ライブ】
19～21日 3 土木施工管理 【集合・ライブ】
19～21日 3 コンクリート構造物メンテナンスの基本【集合・ライブ】
24～8月6日 14 若手職員のための建設工事のポイント（建築コース）【オンデマンド】
25～27日 3 建築設備改修 【集合】
25～28日 4 舗装技術 【集合・ライブ】
26～28日 3 空き家対策　 【集合・ライブ】
3～5日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第16回 【集合】
5～7日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第17回 【集合】
10～12日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第18回 【集合】
12～14日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修第19回 【集合】

時期 期　間 日数 研　修　名 研修方式

８月

１～4日 4 宅地造成及び特定盛土等規制法(盛土規制法) 【集合】
22～25日 4 品質確保と検査 【集合】
23～25日 3 用地職員のための法律実務 【集合・ライブ】
23～25日 3 道路構造物設計演習 【集合・ライブ】
28～9月1日 5 橋梁設計 【集合】
29～9月1日 4 河川整備計画・事業評価 【集合・ライブ】
30～9月1日 3 開発許可Ⅱ 【集合・ライブ】

９月

4～10日 7 公園・都市緑化（基礎講座） 【オンデマンド】
5～8日 4 土質設計計算 【集合・ライブ】
5～8日 4 ICT施工のポイント 【集合・ライブ】
6～8日 3 公共工事契約実務 【集合・ライブ】
11～15日 5 建築S構造 【集合】
12～15日 4 道路管理 【集合・ライブ】
13～15日 3 土砂災害対策 【集合・ライブ】
20～22日 3 盛土工の基本 【集合・ライブ】
20～22日 3 下水道 【集合・ライブ】
20～26日 7 公共空間デザイン・マネジメント 【オンデマンド】
21～22日 2 BIM 【集合】
25～29日 5 建築工事監理Ⅱ 【集合】
25～29日 5 わかりやすい道路計画・設計演習 【集合・ライブ】
27～29日 3 道路管理者のための橋梁維持補修【集合・ライブ】

10月

2～6日 5 公共建築工事積算 【集合】
2～8日 7 土木工事の原価管理 【オンデマンド】
3～6日 4 土木技術のポイントA（計画・設計コース）【集合・ライブ】
10～13日 4 建築確認実務Ⅱ 【集合・ライブ】
11～13日 3 土木技術のポイントB（施工・監督・検査コース）【集合・ライブ】
11～13日 3 市町村道 【集合・ライブ】
16～20日 5 トンネル工法（NATM） 【集合・ライブ】
18～20日 3 アセットマネジメント 【集合】
18～20日 3 建築リニューアル 【集合・ライブ】
18～24日 7 建築物の環境・省エネルギー 【オンデマンド】
23～27日 5 建築設備（空調） 【集合】
23～27日 5 仮設構造物の計画・設計・施工 【集合】
24～27日 4 公園・都市緑化 【集合・ライブ】
31～11月2日 3 開発許可専門 【集合】
31～11月2日 3 交通まちづくり 【集合・ライブ】
31～11月2日 3 斜面安定対策 【集合・ライブ】

11月

6～10日 5 建築設備（電気） 【集合】
6～10日 5 用地事務（土地） 【集合】
6～12日 7 土木構造物の設計の基本・演習 【オンデマンド】
8～10日 3 海岸技術の実務 【集合】
13～17日 5 ダム管理 【集合】
13～17日 5 都市計画Ⅱ 【集合・ライブ】
14～16日 3 木造建築物の設計・施工のポイント【集合・ライブ】
15～28日 14 コンクリート構造物の維持管理・補修【オンデマンド】
15～28日 14 PC橋の維持管理 【オンデマンド】
20～22日 3 土木構造物耐震技術 【集合・ライブ】
20～22日 3 公共建築設備工事積算（電気） 【集合】
27～12月1日 5 建築設計 【集合】
29～12月1日 3 水害対応タイムライン 【集合・ライブ】
29～12月1日 3 ダム操作実技訓練第1回 【集合】

１２月
6～8日 3 ダム操作実技訓練第2回 【集合】
13～15日 3 ダム操作実技訓練第3回 【集合】
20～22日 3 ダム操作実技訓練第4回 【集合】

１月

16～19日 4 建築物の維持・保全 【集合】
17～19日 3 事例から学ぶ水災害に備えた市町村の対応【集合・ライブ】
24～2月13日 21 鋼橋設計・施工 【オンデマンド】
25～26日 2 会計検査指摘事例から学ぶ 【集合・ライブ】
10～12日 3 ダム操作実技訓練第5回 【集合】
17～19日 3 ダム操作実技訓練第6回 【集合】
24～26日 3 ダム操作実技訓練第7回 【集合】
31～2月2日 3 ダム操作実技訓練第8回 【集合】

２月 7～9日 3 ダム操作実技訓練第9回 【集合】
14～16日 3 ダム操作実技訓練第10回 【集合】

※オンデマンド研修の「日数」は配信期間です。

一般財団法人 全国建設研修センター 研修局
〒187-8540　東京都小平市喜平町2-1-2
TEL.  042-324-5315　FAX.  042-322-5296
https://www.jctc.jp/training/

※ 以下の市町村振興協会等では、当センター研修受講経費等に対する各道県内市町村への助成制度が設けられています。
（北海道・青森県・岩手県・栃木県・群馬県・神奈川県・新潟県・富山県・山梨県・岐阜県・静岡県・奈良県・和歌山県・岡山県・山口県・徳島県・高知県・
大分県・宮崎県）◎詳細は、各道県市町村振興協会・こうち人づくり広域連合にお問い合わせください。

研修カレンダー　2023年度 ※ 研修時期・期間・日数は
変更することがあります。
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